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、
グ
、
く
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、
み
、
辞
、
尹
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Ｊ
、
Ｊ
、
Ｊ
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伊
、
Ｊ
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伊
フ
、
ダ
フ
』
〃
党
ノ
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〆
、
冴
帖
グ
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リ
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ノ
ミ
ノ
ｋ
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ノ
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く
げ
、
ｒ
、
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〃
Ⅲ
』
し
ノ
山
〆
、
ｆ
刊
Ｉ
Ｊ
Ｒ
〆
、
く
ノ
Ｌ
ノ
Ｌ
グ
凡
。
く
２
ｋ
〃
＆
〃
凸
Ｊ
Ｒ
／
、
ｒ
、
グ
、
〆
、
グ
ミ
Ｆ
、
〆
、
Ｊ
、
ダ
フ
、
ピ
ノ
、
〃
角
ジ
ブ
Ｌ
ノ
ミ
Ｊ
、
Ｆ
Ｔ
Ｆ
、
こ
〃
ｋ
〃

１
９
９
４
年
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た

国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
か
ら
、

ｎ
年
と
い
う
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ

は
単
な
る
節
目
の
年
と
い
う
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
年
は
、
こ
の
ｎ
年
間
に
成

し
遂
げ
た
成
果
を
検
証
す
る
年
で
あ
り
ま

す
。
カ
イ
ロ
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
行
動

計
画
」
が
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
の

は
、
既
存
の
人
口
問
題
の
目
標
を
人
間
の

「
数
」
か
ら
人
間
の
「
生
き
方
」
へ
と
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
女
性
の
も

つ
中
心
的
な
役
割
に
焦
点
を
当
て
た
こ
と

は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
国
が
、
共
同
体
が
、

家
族
が
、
そ
し
て
個
人
が
、
実
生
活
に
即

し
な
が
ら
問
題
へ
と
向
き
あ
い
、
着
実
に

問
題
解
決
へ
と
前
進
し
て
い
る
そ
の
姿
で

あ
り
ま
す
。
カ
イ
ロ
会
議
で
話
し
合
わ
れ

た
こ
と
は
日
々
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る

と
い
う
意
味
で
、
人
々
の
求
め
に
応
じ
て

巻
頭
■
一
一
一
一
口

計
画
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
目
標
は
、
す

べ
て
の
開
発
計
画
に
と
っ
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
絶
望
の
淵
か
ら

救
っ
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

い
る
と
い
え
ま
す
。
世
界
各
国
を
ま
わ
り

な
が
ら
、
私
は
こ
う
し
た
人
々
の
努
力
を

目
の
当
た
り
に
し
、
反
省
さ
せ
ら
れ
る
と

と
も
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
行
動

人口問題
-21世紀の

UNFPA事務局長

トラヤ・オペイド

域

２
０
０
０
年
に
行
わ
れ
た
国
連
ミ
レ
ニ

ァ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
各
国
指

導
者
が
、
貧
困
撲
滅
の
た
め
の
開
発
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
合
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ｎ
世
紀
に
お
け
る
生
活
の
質
を
改
善
し
て

い
く
た
め
の
指
標
と
な
る
、
八
つ
の
ミ
レ

ニ
ァ
ム
開
発
目
標
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
含
む
疾
病
の
蔓
延

防
止
、
妊
産
婦
お
よ
び
子
供
の
死
亡
率
削

こ
れ
ま
で
国
連
人
口
基
金
は
、
政
府
や

市
民
社
会
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
人
口
問
題
を
開
発

計
画
や
そ
の
実
施
に
組
み
込
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

低
出
生
率
が
続
い
て
い
る
日
本
や
先
進
国

と
は
違
い
、
開
発
途
上
国
で
は
人
口
が
増

え
続
け
て
い
る
と
い
う
状
況
の
下
、
こ
う

し
た
努
力
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

世
界
の
人
口
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
は
胡

億
人
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
開
発
途
上
国
の

都
市
部
に
お
け
る
増
加
で
、
最
貧
国
に
お

い
て
起
こ
る
の
で
す
。
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、麺;1,1 減
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
、
持
続
可
能
な

開
発
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
富
と
繁
栄
と
は
一
裏
腹
に
、
世
界

中
の
半
数
近
く
の
人
々
が
、
１
日
２
ド
ル

以
下
で
暮
ら
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
貧
し
い
人
々
は
、
裕
福
な
国
々

に
住
ん
で
い
る
人
々
が
当
然
の
よ
う
に
受

け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
、
す
な
わ
ち
安
全
な

飲
料
水
と
基
本
的
な
衛
生
施
設
へ
ア
ク
セ

電
鰯

■
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
１
１

５月26日福田康夫前官房長官を表敬訪問する

オベイドUNFPA事務局長

ス
で
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
々
は
ま
た
、

教
育
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
も
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
最
も
貧
し
い
人
々
は
、
サ
ー
ビ

ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
少
な
く
、
加
え
て
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
さ
え
困
難
で
す
。
こ

れ
は
特
に
、
差
別
と
暴
力
に
直
面
し
て
い

る
女
性
と
少
女
に
い
え
る
こ
と
で
す
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
）
・
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
女
性
の

疾
病
、
障
害
そ
し
て
死
亡
の
最
た
る
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
に
行
き

渡
ら
な
い
理
由
の
一
つ
に
は
、
女
性
や
少

女
に
対
す
る
差
別
や
暴
力
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
多
く
の
女
性
が
妊
娠
や
出
産
か
ら
の

合
併
症
に
よ
っ
て
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
死
の
多
く
は
適
切
な
医
療
が
施
さ
れ

れ
ば
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
た
も
の
な
の

で
す
。
不
十
分
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
は
、
女
性
の
生
産
性
を
損
ね
、
社

会
・
経
済
進
展
に
も
負
の
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

混
迷
を
極
め
る
今
日
に
お
い
て
も
、
同

じ
土
俵
で
話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
必
要

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
女
性
も
、
男
性
も
、

家
族
も
、
地
域
も
、
そ
し
て
国
も
、
み
な

が
声
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
進
歩
が
生
ま
れ
る
と
、
私

は
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
影
響
に
対
し
て
、
政
策
や

法
改
正
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
に
お

け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
権

利
の
保
障
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
差
別

の
撤
廃
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
の

達
成
に
向
け
た
社
会
環
境
の
変
容
が
重
要

な
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
女
性
や
カ
ッ

プ
ル
の
意
思
で
決
定
す
る
家
族
計
画
、
出

産
前
検
診
、
安
全
な
分
娩
、
産
後
検
診
に

関
す
る
教
育
と
サ
ー
ビ
ス
、
性
感
染
症
（
Ｒ

Ｔ
Ｉ
／
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
予
防
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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胎
児
に
も
人
格
ｌ
米
で
法
／
息
子
が
虐
待

加
害
者
躯
％
／
子
供
の
数
、
泌
年
連
続
減
／

温
暖
化
・
関
東
は
南
九
州
／
髄
歳
以
上
二

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ニ
ュ
ー
ス

・
日
本
の
少
子
化
は
男
性
の
努
力
不
足
ｌ
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
と
中
山
太
郎
会
長
ら
が
会
談
Ｉ

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
削
減
に
懸
念
Ｉ
緒
方
貞
子
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
が
記
者
会
見
Ｉ

．
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
役
員
改
選
の
年
迎
え
ｌ
新
年
度
の
意
気
込
み
も
新
た
Ｉ

●
黄
土
高
原
の
砂
嵐

平
松
健
治

●
中
国
の
留
学
生
、
人
口
学
会
で
報
告

・
新
彊
和
田
地
区
に
お
け
る
高
離
婚
率
シ
ャ
ミ
シ
ヌ
リ
・
ア
ブ
ド
ケ
リ
ム

・
中
国
に
お
け
る
人
口
流
動
と
戸
籍
制
度
改
革

薦
文
猛

・
中
国
の
出
生
性
比
不
均
衡
に
つ
い
て
の
現
状
と
問
題

周
美
林

巻
頭
言
／
人
口
問
題
と
人
間
開
発

『
カ
イ
ロ
・
プ
ラ
ス
、
』
ｌ
各
地
で
多
彩
な
記
念
行
事

○
「
世
界
人
口
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
て

○
「
世
界
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
参
加
報
告

○
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
女
性
議
員
・
大
臣
会
議

・
開
会
の
挨
拶

・
出
生
率
回
復
の
た
め
に
、
真
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
１
ら
む

；機
関
誌
『
人
口
と
開
発
』
投
稿
論
文
を
募
集

四
○
○
万
人
／
出
生
率
低
下
「
Ｔ
二
九
」
／

出
生
率
東
京
一
・
○
割
る
／
若
者
減
り
年

金
不
信
加
速
／
高
齢
期
に
「
不
安
」
８
割

ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド

川長櫻
上浜田

谷
津
義
男

川
橋
幸
子 義博義

博行孝
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露 透
、

今
年
は
１
９
９
４
年
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

□
で
開
か
れ
た
国
際
人
□
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
）
か
ら
佃
年
目
の
節
目
の
年
で
あ
る
。

こ
れ
を
記
念
し
て
各
地
で
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ

動
計
画
Ｌ
を
「
再
確
認
し
な
い
」
方
針
に
転

じ
た
一
」
と
も
影
響
し
て
、
こ
れ
ま
で
佃
年
に

一
度
開
か
れ
て
き
た
世
界
規
模
の
人
□
会
議

○
な
ど
人

の
□
関
係
団

Ｊ

蝋
体
に
よ
っ

曰
貝

て
多
彩
な

議発開
行
事
が
始

ま
っ
て
い

ロ入
る
。
し
か

醜
し
、
カ
イ

ｒ錐》伽鷆鵬脈
鏑
伽
役
割
を
栗

沖岼趾乱脈幟
剖
紙
が
民
主
党

卵
議
か
ら
共
和

岬
綣
党
に
変
わ

り
、
ブ
ッ

麓
で
採
択
さ
れ
た
「
行

国
連
人
□
基
金
は
可
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
・
プ
ラ
ス

佃
」
を
記
念
し
て
、
６
月
別
Ｂ
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
開
か
れ
た
管
理
理
事
会
の
席
上
、
カ
イ

ロ
の
「
行
動
計
画
」
の
各
国
に
お
け
る
進
捗

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

を
発
表
し
た
。
ま
た
、
本
年
９
月
の
第
閃
□

国
連
総
会
で
は
扣
月
艸
曰
を
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
・

プ
ラ
ス
⑩
Ｌ
の
記
念
曰
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
扣
月
灯
曰
か
ら
同
相
曰
に

フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
バ
ー
グ
で
開
か
れ
る

国
際
国
会
議
員
会
議
を
後
援
す
る
。

国
際
Ｎ
Ｇ
○
と
し
て
最
大
の
構
成
国
を
も

つ
国
際
家
族
計
画
連
盟
は
、
東
南
ア
ジ
ア
。

は
実
現
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
可
行
動
計
画
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
た
「
リ
ブ
□
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
」
（
性
と
生
殖
に
閨
す
る
健
康
と
権
利
）

を
広
く
晋
及
さ
せ
る
プ
□
ジ
エ
ク
ト
は
、
国

連
人
□
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
や
国
際
家
族

計
画
連
盟
（
－
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
な
ど
と
各
国
と
の

連
携
の
下
に
、
開
発
途
上
国
の
女
性
の
間
に

徐
々
に
浸
透
し
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
（
能
力
強
化
）
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

各
地
の
記
念
行
事
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

５



オ
セ
ア
ニ
ア
の
地
域
会
議
と
し
て
７
月
、
Ｂ

か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で

「
カ
イ
□
会
議
か
ら
佃
年
」
を
議
題
と
す
る
会

議
を
開
催
す
る
。
ま
た
８
月
末
か
ら
９
月
初

め
に
か
け
て
は
□
ン
ド
ン
に
各
国
の
代
表
や

Ｎ
Ｇ
ｏ
を
招
い
て
世
界
規
模
で
の
「
国
際
円

卓
会
議
Ｌ
を
主
催
す
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
わ
が
国
の
可
国
際
人

□
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
Ｌ
（
中
山

太
郎
会
長
）
も
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ラ
ス
相
を
記
念

し
て
、
活
発
な
活
動
を
行
う
。

既
に
５
月
旧
曰
と
Ⅵ
曰
に
は
米
国
ワ
シ
ン

ト
ン
で
民
間
団
体
主
催
の
国
際
人
□
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
谷
津
義
男
・
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
襲

事
長
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
国
会
議
員
活
動

を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
い
、
櫻
田
義
孝
、
神

風
英
男
、
両
衆
院
議
員
が
参
加
し
た
。
ま
た
、

カ
イ
□
会
議
以
降
特
に
人
□
問
題
と
の
関
係

が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
権
に
関
す

る
国
際
会
議
が
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
で
５
月

相
曰
か
ら
伯
曰
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
一
長
浜
博
行
、
川
上

義
博
両
衆
院
議
員
が
参
加
し
た
。

６
月
出
曰
・
羽
曰
に
は
う
人
□
と
開
発
に

閏
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ

を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
谷
津
義
男
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
開
会
挨
拶
を
行
い
、
川
橋

Ｐ
Ｄ
）
Ｌ
が
主
催
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
「
ア
ジ
ア
女
性
・
大
臣
会
議
」

以
下
は
す
で
に
行
わ
れ
た
国
際
会
議
の
報

告
で
あ
る
。

幸
子
参
院
議
員
が
講
演
者
の
一
人
と
し
て
、

曰
本
の
高
齢
化
と
女
性
問
題
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
。
同
会
議
で
は
「
女
性
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
プ
ラ
ス
伯
し
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撲
滅
Ｌ

丁
ｕ
フ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
ジ
エ
ン
ダ
ー

の
平
等
Ｌ
「
女
性
と
エ
イ
ズ
Ｌ
な
ど
を
テ
ー
マ

に
活
発
な
討
論
を
行
っ
た
。

ま
た
、
９
月
に
は
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人

□
・
開
発
協
会
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
マ

テ
ィ
で
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ラ
ス
相
Ｌ
を
一
テ
ー
マ

と
し
て
「
人
□
と
開
発
に
閏
す
る
ア
ジ
ア
国

会
議
員
代
表
者
会
議
Ｌ
を
開
催
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
の
基
本
的
な
考
え
万
で
あ
る
人
□
と
持
続

可
能
な
開
発
、
さ
ら
に
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
か
ら
佃
年

を
経
て
先
進
国
の
み
な
ら
ず
、
｜
部
の
途
上

国
で
も
深
刻
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
た

高
齢
化
問
題
な
ど
に
つ
い
て
討
議
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

（
写
真
は
、
佃
年
前
の
国
際
人
□
開
発
会
議

の
際
に
行
わ
れ
た
国
会
議
員
会
議
）

６
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！
鼬

iil
(』 を
真
剣
に
研
究
す
僻
苦
で
あ
る

Ｉ
Ｌ
Ｉ

「
今
後
、
世
界
規
模
で
問
題
と
な
る
開
発
途
上
国
の
高
齢

化
・
生
活
水
準
の
維
持
対
策
と
し
て
、
年
金
制
度
の
問
題

鰹
一

＝＝

：

鰯

潔きぐ:蔦
■■ョLＴ-

;掛蕾～

．；

左から谷津AFPPD議長、櫻田議員マレニーAFPPD事務総長、

神風議員

！

５
月
過
日
～
ｕ
日
の
２
日

間
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

催
さ
れ
た
「
世
界
人
ロ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
参
加
す
る
機
会
を

得
た
。

米
国
の
民
間
団
体
で
長
い

間
人
口
問
題
の
啓
発
運
動
を

続
け
て
き
た
「
人
口
問
題
協

議
会
」
（
ワ
ー
ナ
ー
・
フ
ォ
ー

ノ
ス
会
長
）
が
主
催
し
た
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
世
界
別
力

国
の
関
係
者
が
出
席
、
わ
が

国
か
ら
は
、
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
神
風
英
男
衆

院
議
員
、
櫻
田
と
合
わ
せ
て

３
名
が
参
加
し
た
。
今
回
の

会
議
は
、
１
９
７
４
年
の
「
国
連
人
口
年
」

か
ら
釦
年
と
い
う
月
日
を
経
た
節
目
の
時
期

に
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
も
特
に

関
心
を
も
っ
て
参
加
し
た
。
従
来
か
ら
、
日

本
に
お
い
て
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」

の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
私
と
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
世
界
規
模
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参

加
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、
重
責

を
感
じ
、
緊
張
も
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

参
加
し
て
み
て
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
人
口
問
題
に
つ
い

て
の
世
界
的
取
り
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て

改
め
て
認
識
を
深
く
し
た
。

も
と
も
と
私
が
人
口
問
題
に
関
心
を
も
っ

た
の
は
、
人
類
社
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
世
界
各
地
の
貧
困
や
飢
餓
、
戦
争
の
多
く

衆
議
院
議
員

●
櫻
田
義
孝

７



の
原
因
が
、
人
口
問
題
に
あ
る
と
い
う
確
信

か
ら
で
あ
っ
た
。

約
２
０
０
０
年
前
は
３
億
人
程
度
で
あ
っ

た
世
界
人
口
は
、
１
８
０
０
年
に
は
、
億
人
、

１
９
５
０
年
に
は
路
億
人
、
１
９
６
０
年
に

は
釦
億
人
、
１
９
８
７
年
に
は
釦
億
人
、
そ

し
て
２
０
０
０
年
に
は
㈹
億
人
を
突
破
し
、

特
に
卯
世
紀
に
入
っ
て
以
降
は
、
グ
ラ
フ
の

上
で
、
ほ
ぼ
真
上
に
向
か
う
よ
う
な
爆
発
的

な
勢
い
で
伸
び
て
き
た
。
国
連
推
計
に
よ
れ

ば
、
今
後
も
２
０
２
５
年
に
は
、
約
乃
億
人
、

２
０
５
０
年
に
は
、
約
鍋
億
人
に
ま
で
膨
れ

上
が
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
人
口
が
こ
れ

だ
け
増
加
し
た
背
景
に
は
、
保
健
医
療
の
改

善
、
食
糧
事
情
の
好
転
、
住
環
境
の
改
善
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
正
直
い
っ
て
、
あ
と
印
年
の
間

に
さ
ら
に
釦
億
人
の
人
間
が
「
宇
宙
船
地
球

号
」
に
新
た
に
乗
り
組
む
こ
と
を
想
像
す
る

と
、
一
体
地
球
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

と
い
う
不
安
に
と
ら
わ
れ
る
。
耕
作
面
積
ベ
ー

ス
で
は
、
欧
州
並
み
の
耕
作
能
力
（
土
地
生

産
性
）
が
世
界
的
に
達
成
さ
れ
れ
ば
、
何
と

か
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
よ
う

だ
が
、
そ
れ
は
水
資
源
や
化
石
燃
料
な
ど
人

類
の
生
存
に
必
要
な
資
源
、
ま
し
て
や
地
球

温
暖
化
問
題
ま
で
を
担
保
し
て
く
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
今
後
の
「
宇
宙
船
地
球
号
」
の

運
行
は
、
ま
す
ま
す
困
難
を
伴
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
人
口
問
題
の
世
界
的
取
り
組
み
に

つ
い
て
振
り
返
え
る
と
、
世
界
の
合
意
づ
く

り
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
１
９
７

４
年
の
国
連
世
界
人
口
年
に
開
催
さ
れ
た
政

府
間
会
議
（
ブ
カ
レ
ス
ト
会
議
）
で
は
、
先

進
諸
国
が
途
上
国
に
対
し
人
口
抑
制
の
努
力

を
要
請
し
た
が
、
労
働
力
を
抑
制
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
経
済
発
展
も
抑
制
さ
れ
る
と
い

う
理
由
で
、
開
発
途
上
各
国
は
強
い
反
発
を

示
し
た
。
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
「
発
展
を
諦
め

ろ
と
言
う
の
か
」
と
受
け
止
め
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
会
議
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
世
界
人
ロ
行

動
計
画
」
は
先
進
国
と
途
上
国
の
妥
協
の
産

物
と
い
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
各
国
の
対
話
努
力
に
よ
っ
て
、

帥
年
代
、
卯
年
代
に
は
、
成
長
を
上
回
る
人

口
の
爆
発
的
増
加
が
開
発
努
力
の
足
か
せ
に

な
る
こ
と
に
つ
い
て
中
国
な
ど
開
発
途
上
国

で
も
認
識
が
深
ま
り
、
開
発
政
策
に
人
口
の

要
素
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
政
策
転
換
が
始

ま
っ
た
。
そ
し
て
１
９
９
４
年
９
月
に
エ
ジ

プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
「
国
際
人
口
開

発
会
議
」
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
で
は
、
人
口
問
題
は

い
わ
ゆ
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ッ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
で
女
性

に
対
す
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
（
能
力
強
化
）

路
線
が
主
流
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
カ

イ
ロ
会
議
で
は
引
き
続
き
深
刻
化
す
る
人
口

問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
今
後
別
年
間
の
人

口
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
指
針
と
な
る
「
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、

艶
年
６
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
、

「
行
動
計
画
」
の
各
国
に
お
け
る
履
行
状
況
を

レ
ビ
ュ
ー
す
る
た
め
の
国
連
人
口
開
発
特
別

委
員
会
が
開
か
れ
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の

更
な
る
履
行
の
た
め
の
行
動
提
案
」
が
採
択

さ
れ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
開
催
か
ら
ち
ょ
う
ど
Ⅲ
年
と
な

る
今
年
２
０
０
４
年
に
は
、
世
界
各
地
で
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
ｎ
年
後
の
レ
ビ
ュ
ー
と

評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
開
催
さ
れ
た

「
世
界
人
口
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
そ
の
一
環
で
、

こ
う
し
た
過
去
の
世
界
人
口
会
議
の
経
緯
を

踏
ま
え
て
、
多
様
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

特
に
、
テ
ー
マ
別
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
グ
ロ
ー

８
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バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
と
と
も
に
噺
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
国
際
人
口
移
動
や
、

カ
イ
ロ
会
議
の
「
行
動
計
画
」
の
主
要
目
標

で
あ
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ッ
、
国
境
を
越
え
た
人
類
的
課
題
に
な
っ

て
い
る
エ
イ
ズ
や
そ
の
他
の
感
染
症
、
先
進

国
だ
け
で
な
く
開
発
途
上
国
で
も
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
高
齢
化
問
題
な
ど
、
今
日
的
課

題
に
対
し
て
各
国
か
ら
参
加
し
た
国
会
議
員
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
、
専
門
家
が
真
剣
な
討
議
を
行
っ

た
。

こ
う
し
た
中
で
、
私
が
個
人
的
に
最
も
関

心
を
も
っ
た
の
は
高
齢
化
問
題
で
あ
る
。
特

に
日
本
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
は
、
国
家
的

課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
日
本

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
先
進
諸
国
に
お

い
て
は
、
師
歳
以
上
の
人
口
割
合
が
１
９
５

０
年
の
７
．
９
％
か
ら
、
２
０
５
０
年
に
は

〃
・
４
％
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

少
な
い
人
口
で
多
く
の
高
齢
化
者
を
い
か
に

支
え
て
い
く
か
、
こ
れ
は
先
進
国
共
通
の
重

大
課
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
急
ス
ピ
ー
ド
で

進
行
し
て
い
る
日
本
の
少
子
高
齢
化
は
世
界

の
「
先
駆
的
モ
デ
ル
」
と
し
て
の
位
置
付
け

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

お
そ
ら
く
開
発
途
上
国
に
お
い
て
も
、
経
済

発
展
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
国
か
ら
深
刻
な
問

題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
可
能
性
が
高
い
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
、
世
界
規
模
の
人
口
問

題
を
論
ず
る
際
も
、
年
金
制
度
や
医
療
コ
ス

ト
の
問
題
を
環
境
・
資
源
・
経
済
的
問
題
と

同
様
に
議
論
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
と
し

て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

さ
て
、
今
回
の
会
議
に
参
加
し
て
高
齢
化
、

エ
イ
ズ
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ッ
、
女
性
の
教
育
問
題
な
ど
実
に
多
く

の
問
題
が
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

改
め
て
人
口
問
題
の
奥
行
き
の
深
さ
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
参
加
各
国
の
国
内

事
情
は
実
に
多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

自
国
の
異
な
っ
た
種
類
の
「
人
口
問
題
」
を

抱
え
て
い
る
た
め
、
発
表
者
に
よ
る
意
見
交

換
も
す
れ
違
い
に
終
わ
っ
た
而
も
少
な
く
な

い
。
私
自
身
も
会
議
の
中
で
、
「
今
後
、
世
界

規
模
で
問
題
と
な
る
開
発
途
上
国
の
高
齢
化

対
策
、
生
活
水
準
の
維
持
対
策
と
し
て
、
年

金
制
度
の
問
題
を
真
剣
に
研
究
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
た
が
、
各
国

代
表
の
受
け
止
め
方
も
ま
ち
ま
ち
で
、
必
ず

し
も
私
の
問
題
意
識
そ
の
も
の
が
＋
分
に
理

解
・
共
有
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

他
方
、
私
の
実
感
と
し
て
、
国
内
で
少
子

高
齢
化
対
策
に
偏
り
が
ち
だ
っ
た
人
口
問
題

が
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題
、
資
源

開
発
、
経
済
発
展
、
国
際
摩
擦
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
ま
た
が
っ
た
地
球
規
模
の
問
題

と
し
て
、
世
界
各
国
の
有
識
者
に
よ
っ
て
深

く
議
論
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
・
有
用
性
に

つ
い
て
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
わ
れ
わ

れ
に
、
言
語
や
宗
教
、
民
族
の
違
い
が
あ
っ

て
も
、
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
た
人
々
が
、
す

べ
て
人
間
ら
し
い
幸
せ
な
生
活
を
で
き
る
よ

う
、
こ
う
し
た
絶
え
ざ
る
対
話
努
力
を
行
う

こ
と
こ
そ
が
何
よ
り
必
要
で
あ
り
、
引
き
続

き
こ
う
し
た
会
議
を
通
じ
て
意
見
の
交
換
を

行
う
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

私
と
し
て
も
世
界
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、

世
界
の
人
口
政
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ま

た
、
そ
の
た
め
に
各
国
、
そ
し
て
わ
が
国
は

何
を
な
す
べ
き
か
真
剣
に
考
え
、
国
会
議
員

と
し
て
の
政
策
形
成
に
真
剣
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

９
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「
世
界
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｌ
参
加
報
告

露雲i1liiii蕊|Ｉ

「
会
議
そ
の
も
の
の
意
義
は
感
じ
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て

は
具
体
的
な
救
済
策
や
政
策
の
議
論
に
乏
し
か
っ
た
と
の

閉会式で市長が述べたように、ナント市は17世紀末～19世紀半

ばまで黒人奴隷売買で栄えた港町。会場内にはこのようなパッ

チワークの作品が多数展示された。

Ｌ

５
月
咀
日
～
四
日
、
フ
ラ
ン
ス
国
ナ
ン
ト

市
に
お
い
て
「
世
界
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
、
国
連
人
権
高
等
弁

務
官
事
務
所
（
Ｏ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）
を
は
じ
め
、

各
国
の
人
権
問
題
専
門
家
が
一
堂
に
会
す
る

国
際
会
議
で
あ
る
。

９
．
ｕ
以
後
、
世
界
は
新
た
な
混
迷
の
時

代
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
増
大
す
る
貧
困
、

そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
は
、
私
た
ち
に

新
た
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
き
た
。
こ
う
し

た
価
値
観
の
変
転
の
中
、
私
た
ち
が
守
る
べ

き
人
間
の
権
利
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
問
題

が
生
み
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
、
世
界
の
人
権
問
題
の
最
前
線
で
は
ど

の
よ
う
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

衆
議
院
議
員
長
浜
博
行

衆
議
院
議
員
川
上
義
博

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
ナ
ン
ト
市

は
、
首
都
パ
リ
の
南
西
約
４
０
０
キ
ロ
、
大

西
洋
に
面
し
た
人
口
別
万
人
ほ
ど
の
町
で
あ

る
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
地
方
都
市
に
帥
力
国
か

ら
、
政
府
関
係
者
、
議
員
、
研
究
機
関
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
関
係
者
な
ど
、
約
１
２
０
０
人
に
及
ぶ

人
権
問
題
の
専
門
家
が
集
っ
た
。

「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
平
等

な
権
利
を
持
つ
」
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
一
文

で
始
ま
る
「
人
権
宣
言
」
を
生
み
出
し
た
国

で
あ
る
。
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
ナ
ン

ト
の
町
も
ま
た
、
人
権
思
想
の
歴
史
に
そ
の

名
を
留
め
て
い
る
。

蛆
世
紀
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
釦
年
に
わ
た

る
宗
教
抗
争
を
続
け
て
い
た
。
１
５
９
８
年
、

時
の
フ
ラ
ン
ス
国
王
ア
ン
リ
四
世
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
に
対
し
信
教
の
自
由
を
認
め
る
勅

令
を
発
布
、
こ
れ
に
よ
り
長
年
に
わ
た
る
対

立
の
構
図
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
有
名
な

「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
で
あ
る
。
こ
の
勅
令
が
目

う
か
。
開
催
に
あ
た
り
、
日
本
か
ら
衆
議
院

議
員
・
長
浜
博
行
、
川
上
義
博
の
２
名
が
渡

仏
、
３
日
間
に
わ
た
り
会
議
に
出
席
し
た
。

１０
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１
，
０
＄
ｂ
研
・
形
‐
５
．
野
．
礼
卜
，
。

「
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
人
権
」
、
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
時
代
の
差
別
撤
廃
へ
の
取
り
組
み
」
「
貧

困
と
人
権
」
、
こ
の
三
つ
が
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
会
議
で
は
一

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
き
一
日
ず
つ
全
体
会
議
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
様
々

な
角
度
か
ら
問
題
を
論
じ
合
っ
た
。
以
下
、

そ
の
議
論
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

指
し
た
宗
教
的
寛
容
は
、
後
の
人
権
思
想
に

も
通
じ
て
い
る
。

時
は
流
れ
昭
世
紀
、
拡
大
す
る
列
強
の
植

民
地
主
義
が
、
ナ
ン
ト
を
再
び
歴
史
の
表
面

へ
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
こ
の
時
代
、
ア

フ
リ
カ
大
陸
か
ら
多
く
の
黒
人
が
奴
隷
と
し

て
海
を
渡
っ
た
。
そ
の
奴
隷
貿
易
の
中
継
地

点
と
し
て
、
ナ
ン
ト
は
繁
栄
の
時
を
迎
え
た

の
で
あ
る
。

同
市
で
は
現
在
、
こ
う
し
た
負
の
歴
史
を

風
化
さ
せ
ま
い
と
、
市
を
挙
げ
て
人
権
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
こ
の
町
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
、
過

去
の
記
憶
と
未
来
を
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
同

市
の
努
力
の
一
環
で
あ
ろ
う
。

２
０
０
１
年
９
月
ｎ
日
に
ア
メ
リ
カ
を
襲
っ

た
悲
劇
以
降
、
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と
い
う
概

念
が
国
家
レ
ベ
ル
、
国
際
レ
ベ
ル
で
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
テ
ロ

へ
の
対
抗
措
置
が
、
国
家
に
と
っ
て
の
最
優

先
事
項
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
テ
ロ
と
の
戦

い
が
新
た
な
人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
い
。

テ
ロ
リ
ス
ト
の
行
為
は
、
い
か
な
る
理
由
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も

人
権
の
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て
正
当
化
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

テ
ロ
と
の
戦
い
の
た
め
に
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

世
界
は
い
か
に
し
て
、
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
と
対
抗
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
日
の
議
論
で
は
、
「
目

的
の
た
め
に
は
い
か
な
る
手
段
も
選
ば
な
い
」

と
い
う
現
在
の
姿
勢
が
人
権
侵
害
に
つ
な
が
っ

て
い
る
現
状
と
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
醸
成
す
る

そ
の
根
本
的
な
原
因
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。

●
５
月
打
曰
㈲

９
．
，
以
降
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
も
た
ら
し

た
不
安
や
恐
怖
は
、
形
を
変
え
、
イ
ス
ラ
ム

教
徒
全
般
に
対
す
る
嫌
悪
感
と
な
っ
て
現
れ

た
。
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
系
に
対
す
る
嫌
悪
感
も

同
時
に
高
ま
り
、
こ
れ
ら
の
一
般
市
民
へ
の

暴
力
が
増
加
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

テ
ロ
へ
の
不
安
は
、
各
国
政
府
の
移
民
政

策
、
難
民
受
け
入
れ
政
策
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
移
民
労
働
者
や
そ
の
家
族
に
対

す
る
人
権
侵
害
、
政
治
的
亡
命
者
、
難
民
希

望
者
へ
の
不
当
な
扱
い
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

会
議
で
は
、
各
国
の
無
謀
な
反
テ
ロ
政
策
が

テ
ロ
集
団
に
さ
ら
な
る
テ
ロ
へ
の
理
由
を
与

え
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
懸
念
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
観
点
か

ら
見
た
、
テ
ロ
に
関
与
し
た
者
に
対
す
る
扱

い
の
正
当
性
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。
イ
ラ

ク
の
ア
ブ
グ
レ
イ
ブ
刑
務
所
で
の
例
が
示
す

よ
う
に
、
テ
ロ
と
の
戦
い
を
遂
行
す
る
上
で

は
、
人
権
無
視
も
時
に
は
許
さ
れ
る
の
か
。

そ
の
一
方
で
は
テ
ロ
に
よ
る
犠
牲
者
の
権
利

を
問
う
声
も
あ
り
、
ま
た
コ
ン
ゴ
か
ら
の
出

席
者
は
、
テ
ロ
の
悲
劇
以
上
に
悲
惨
な
状
態

が
日
常
化
し
て
い
る
コ
ン
ゴ
住
民
の
救
済
を

訴
え
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
も
議
論

１１



が
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

メ
デ
ィ
ア
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い

て
も
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
９
．
ｕ
以
降
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
出
席
者
か
ら
は
、

自
ら
の
主
張
を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
と
、
テ
ロ
事
件

の
報
道
に
よ
り
視
聴
率
や
新
聞
購
買
率
を
上

げ
る
メ
デ
ィ
ア
の
依
存
関
係
へ
の
批
判
の
声

も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
側

は
、
断
片
的
な
報
道
で
満
足
し
て
し
ま
う
公

衆
の
無
関
心
を
あ
げ
、
公
衆
の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ

て
こ
そ
よ
り
深
い
テ
ロ
報
道
も
可
能
に
な
る

と
の
考
え
を
示
し
た
。

現
代
の
世
界
で
は
、
テ
ロ
行
為
や
テ
ロ
リ

ス
ト
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
が
、

テ
ロ
の
背
後
に
あ
る
根
本
的
な
原
因
に
つ
い

て
の
理
解
が
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
日
の
全
体
会
議
で
は
、
テ
ロ
の
原
因
を
無

視
し
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
撲
滅
し
よ
う
と
す
る

こ
と
の
無
謀
さ
を
指
摘
す
る
意
見
が
上
が
っ

た
。
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
原
因
、
い
く
つ
か
の
現

状
で
そ
れ
は
、
人
権
問
題
と
直
接
間
接
に
関

わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
国
連
の
力
不
足

が
テ
ロ
を
助
長
し
て
い
る
と
す
る
厳
し
い
意

２
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
と
社
会
的

疎
外
」
。
現
代
の
世
界
が
抱
え
る
差
別
問
題
を

取
り
上
げ
た
。

人
種
差
別
や
外
国
人
排
斥
、
そ
し
て
社
会

的
不
平
等
は
人
類
の
歴
史
を
通
じ
て
様
々
な

形
で
存
在
し
、
今
な
お
続
い
て
い
る
。
宗
教

や
民
族
性
、
言
語
の
違
い
に
基
づ
く
差
別
は

「
伝
統
的
」
と
も
い
え
る
差
別
の
形
で
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
在
も
そ
の
状
況
は

変
わ
ら
な
い
。

こ
の
問
題
と
取
り
組
む
た
め
に
私
た
ち
は

何
を
成
し
う
る
の
か
。
会
議
の
冒
頭
、
基
調

講
演
に
立
っ
た
国
連
人
権
委
已
貝
云
の
ド
ゥ
ド
ゥ
・

デ
ィ
エ
ン
ヌ
氏
は
、
「
差
別
は
個
人
的
・
集
団

的
な
信
条
や
価
値
体
系
、
伝
統
な
ど
様
々
な

部
分
の
複
合
的
な
概
念
で
あ
る
」
と
し
て
、

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
、
差
別
の
構
築
過
程
を

分
析
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
ま

た
同
氏
は
、
９
．
ｕ
以
降
の
各
国
の
反
テ
ロ

政
策
強
化
が
「
不
審
な
外
国
人
」
や
移
民
、

●
５
月
相
曰
㈹

見
も
出
さ
れ
た
。

難
民
な
ど
に
対
す
る
新
し
い
差
別
を
生
み
出

し
て
い
る
現
状
に
触
れ
、
そ
の
本
質
的
な
原

因
解
明
を
急
ぐ
べ
き
と
の
認
識
を
示
し
た
。

「
障
害
者
ｌ
差
別
か
ら
社
会
参
加
へ
」
と
題

さ
れ
た
円
卓
会
議
で
は
、
障
害
者
が
求
め
る

も
の
が
社
会
へ
の
参
加
で
あ
り
、
社
会
の
中

に
自
分
た
ち
の
居
場
所
を
も
つ
こ
と
が
強
調

さ
れ
た
。
障
害
者
が
社
会
に
埋
も
れ
て
し
ま

う
の
で
な
く
、
障
害
者
の
社
会
と
健
常
者
の

社
会
が
相
互
に
助
け
合
え
る
社
会
を
築
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。

ナ
ン
ト
市
は
加
年
、
障
害
者
問
題
を
扱
う

外
郭
団
体
を
設
立
し
た
。
交
通
手
段
や
公
共

施
設
、
教
育
現
場
で
の
障
害
児
受
け
入
れ
可

能
校
の
拡
大
な
ど
、
社
会
に
お
け
る
障
害
者

の
ア
ク
セ
ス
改
善
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し

た
活
動
の
紹
介
の
ほ
か
、
世
界
の
障
害
者
の

約
６
割
が
開
発
途
上
国
に
集
中
、
貧
困
と
障

害
、
差
別
が
悪
循
環
を
続
け
る
こ
れ
ら
の
国
々

の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

民
族
や
宗
教
、
文
化
の
多
様
性
は
本
来
、

社
会
を
繁
栄
さ
せ
る
要
素
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
要
素
が
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
た
と

き
、
差
別
の
現
象
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

会
議
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
の
多
様
性
を
国
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貧
困
、
特
に
極
度
の
貧
困
に
あ
る
人
々
は
、

十
分
な
食
物
も
な
く
、
家
も
な
く
、
教
育
を

受
け
る
こ
と
も
医
療
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
な
い
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
境
遇
に
あ
る
人
々
は
、
貧
困
ゆ
え
に
社

会
的
、
文
化
的
、
政
治
的
な
権
利
を
享
受
す

る
道
を
閉
ざ
さ
れ
、
貧
困
ゆ
え
に
暴
力
や
差

別
、
排
斥
、
ま
た
は
新
た
な
形
の
奴
隷
制
度

や
人
身
売
買
と
い
っ
た
人
権
侵
害
の
波
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
受
け
て
国
連
は
、
２
０

０
０
年
９
月
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」

で
、
世
界
の
貧
困
人
口
を
２
０
１
５
年
ま
で

に
半
減
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。
こ

の
中
に
は
、
同
年
ま
で
に
す
べ
て
の
子
供
が

男
女
を
問
わ
ず
初
等
教
育
を
履
修
で
き
る
よ

民
が
認
識
し
、
社
会
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対

す
る
寛
容
性
を
は
ぐ
く
む
手
段
と
し
て
教
育

が
果
た
す
役
割
が
強
調
さ
れ
た
。

●
５
月
相
曰
㈱

「
人
権
侵
害
と
し
て
の
貧
困
」

う
に
す
る
と
い
う
目
標
も
含
ま
れ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
最
終
日
、
会
場
で
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
貧
困
の
関
係
、
人
権
教
育
の
重
要

性
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
、
現
代
の
貧
困
問

題
が
論
じ
ら
れ
た
。

経
済
や
科
学
技
術
の
新
た
な
発
展
は
、
世

界
に
人
や
情
報
、
資
本
の
自
由
化
を
も
た
ら

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
波
は
、
富
の
集
中
と
、
経
済
発
展
の
恩

恵
を
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貧
困
層
の

集
中
現
象
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

貧
困
層
は
地
区
、
地
方
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら

ず
、
｜
国
全
体
が
貧
困
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
る
。

基
調
講
演
を
行
っ
た
国
連
人
権
擁
護
小
委

員
会
の
ジ
ョ
ゼ
・
ベ
ン
ゴ
ア
氏
は
、
現
代
の

貧
困
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
ニ
ー
ズ
、

資
源
ベ
ー
ス
の
貧
困
対
策
が
効
果
的
で
な
か
っ

た
結
果
だ
と
し
て
、
貧
困
を
人
権
侵
害
と
捉

え
る
こ
と
か
ら
今
後
の
対
策
を
考
え
て
い
く

べ
き
だ
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
同
氏
は
、
立
場

の
弱
い
国
々
が
し
ば
し
ば
多
国
籍
企
業
の
決

定
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
が
あ
る
と
し

て
、
こ
れ
ら
企
業
の
活
動
を
律
す
る
国
際
的

な
法
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
必
要
性
を
説
い

た
。午
後
の
円
卓
会
議
で
は
、
「
人
権
教
育
」
、
「
知

識
と
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
な
ど
、
貧
困

対
策
に
教
育
が
果
た
す
役
割
を
重
視
し
た
テ
ー

マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
不
十
分
な
教
育
機

会
は
、
貧
困
に
あ
る
人
た
ち
が
自
ら
の
人
権

を
認
識
す
る
機
会
を
も
奪
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
貧
困
に
あ
る
人
々
が
自
ら
の
人
権

を
語
り
守
っ
て
い
く
、
そ
の
た
め
の
人
権
教

育
を
い
か
に
進
め
て
い
く
か
。
そ
れ
も
今
後

の
課
題
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
「
人
権
に
基
づ
い
た
貧
困
根
絶

ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
さ
れ
た
円
卓
会
議
で
は
、

国
家
や
関
係
当
局
に
貧
困
根
絶
を
法
的
に
義

務
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
貧
困
の
撲
滅
を
進

め
て
い
く
可
能
性
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。

会
議
に
参
加
し
た
３
日
間
、
世
界
各
地
か

ら
参
加
し
た
立
場
の
異
な
る
人
々
と
意
見
を

交
換
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
意
義
な
体

験
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
会
議
そ
の
も
の
の
意

義
は
感
じ
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
は
具
体
的

○
終
わ
り
に
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開会の挨拶する

谷津義男AFPPD議長

な
救
済
策
や
政
策
の
議
論
に
乏
し
か
っ
た
と

の
印
象
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。
ア
ジ
ア
系
の
参
加

者
が
私
た
ち
を
含
む
数
名
だ
っ
た
こ
と
も
気

谷
津
議
長
に
挨
拶

二
三
、
ヨ
毛
謄

：
△
。
。
－
４
。
・
１
１
｜
↑
］
邑
守
。
Ｃ
４
Ｃ
ｌ
１
４
Ｄ
Ｐ
ｑ
ｌ
－
‐
。
ｉ
‐
少
｜
｜
曰
。
‐
や
４
－
→
◇
℃
４
Ｎ
》
》
‐
則
－
４
。
‐
円
‐
－
．
｜
‐
句

）
自
尊
義
勇
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
鴬
扁

本
日
は
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
女
性

議
員
・
大
臣
会

議
に
ご
参
集
賜

り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
開

催
に
対
し
て
ご

尽
力
く
だ
さ
い

一
エ
ハ

ま
し
た
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
口
と
開
発
に

関
す
る
超
党
派
議
員
グ
ル
ー
プ
」
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
創
設
期

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
発
に
そ
の
活
動

の
推
進
力
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

は
ケ
リ
ー
・
ホ
ア
議
員
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

を
代
表
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
に
参
加
さ
れ
、

女
性
委
員
長
と
し
て
の
重
責
を
担
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

に
な
る
点
で
あ
る
。
次
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

改
善
に
期
待
し
た
い
。

■
升
’
，
‐

は
、
数
値
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
従
っ
て

人
口
の
「
量
」
を
抑
制
す
る
と
い
う
考
え
方

が
主
流
を
占
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
カ
イ
ロ

で
は
、
こ
の
量
的
な
発
想
か
ら
、
主
に
女
性

を
取
り
巻
く
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
女
性

の
生
活
の
質
を
改
善
し
、
様
々
な
情
報
を
得

た
上
で
の
選
択
を
実
現
す
る
。
そ
の
結
果
、

望
ま
な
い
妊
娠
を
減
ら
し
人
口
を
安
定
化
さ

せ
る
と
い
う
、
「
質
」
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
と
、

そ
の
考
え
方
が
根
本
か
ら
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。

人
口
と
女
性
問
題
、
こ
れ
は
切
り
離
す
こ

と
の
で
き
な
い
問
題
で
す
。
女
性
な
く
し
て

人
類
の
未
来
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
今
年
は
１

９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
）
か
ら
ｎ
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
過
程
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
採
択
さ

れ
た
「
行
動
計
画
」
の
実
施
状
況
の
検
証
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動

計
画
」
の
最
も
重
要
な
成
果
は
、
人
口
問
題

に
量
的
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
質
的
に

対
応
す
る
と
い
う
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
す
。

カ
イ
ロ
以
前
の
世
界
規
模
の
人
口
会
議
で
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現
在
、
世
界
の
人
口
問
題
は
地
域
ご
と
に

大
き
く
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
。

先
進
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
深
刻
で
あ
る
の

に
対
し
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で
は
今

な
お
爆
発
的
な
人
口
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
地
域
で
も
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
人
口

増
加
の
勢
い
に
は
ま
だ
激
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

途
上
国
の
激
し
い
人
口
増
加
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
ま
さ
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
改
善
を
中
心
と
す
る
行
動
計
画
の

更
な
る
実
施
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
同
時
に

識
字
率
や
稼
得
機
会
の
向
上
な
ど
具
体
的
な

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
が
不
可
欠
で
す
。

他
方
、
先
進
国
は
少
子
高
齢
化
問
題
に
直

面
し
、
こ
れ
は
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

保
障
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
、
日
本
で
は
２
０
０

３
年
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
１
．
羽
で
あ
っ
た
と
い
う

発
表
が
な
さ
れ
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
東
京
都
で
は
と
う
と
う
Ｔ
Ｆ
Ｒ

が
１
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
こ
れ
は
次
の
世
代
が
約
半
分
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
原
因
は
単
純
で
は
な
く
、

「
わ
れ
ら
は
、
紛
れ
も
な
く
、
有
史
以
来
の

未
曾
有
の
事
態
に
直
面
し
て
い
る
」
。
こ
れ
は
、

『
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
（
２
０
０
３
年
７

…
！
…
１
１
…
…
…
ｉ
ｊ
ｊ
ｉ
ｉ
…
；
ｉ
…
＃
…
：
！
…
鯉
ｉ
ｉ
ｉ
！
ｊ
Ｉ
…
！
…
：

■
出
口
生
率
・
の
回
旧
復
訳
の
た
め
■
に
銃

真
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

そ
れ
を
一
つ
の
原
因
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
現
状
を
考
え
れ

ば
、
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
た
め

に
子
供
が
産
め
な
い
、
産
ん
で
も
一
人
っ
子

が
精
一
杯
と
い
う
現
状
が
あ
る
の
も
事
実
な

の
で
す
。

言
葉
を
か
え
れ
ば
、
先
進
国
で
は
女
性
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
が
厳
し
い
た
め
に
、
産

み
た
い
女
性
で
も
子
供
が
産
め
な
い
状
況
に

あ
る
の
で
す
。
一
見
、
途
上
国
の
人
口
増
加

と
全
く
反
対
の
現
象
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、

実
は
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
の
改
善
が
十
分

で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
同
じ
問
題
に
直

面
し
て
い
る
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

子
供
を
産
む
と
い
う
の
は
女
性
し
か
で
き

な
い
こ
と
で
す
。
子
供
を
慈
し
み
、
愛
し
、
命

○
は
じ
め
に

月
）
』
の
前
文
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
続
い
て

前
文
は
「
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
者
が
真

に
誇
り
と
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
」
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
は
今
や
、
高
齢
化

を
守
る
こ
と
か
ら
し
か
次
の
時
代
は
生
ま
れ

ま
せ
ん
。
未
来
を
作
る
の
は
女
性
な
の
で
す
。

女
性
が
女
性
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
社
会

は
、
男
性
も
大
切
に
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
と
い

う
私
た
ち
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
も
女

性
の
置
か
れ
た
環
境
の
改
善
は
不
可
欠
で
す
。

こ
の
会
議
で
女
性
を
取
り
巻
く
課
題
を
十

分
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
を
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ラ
ス
、
の
一
連
の
活
動
に
反
映
さ

せ
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

会
議
の
意
義
と
成
功
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
こ
の
重
要
な
会
議
に
ご
参
集
い
た
だ

き
、
建
設
的
な
討
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
川
橋
幸
子
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対
策
と
は
言
わ
ず
に
、
少
子
化
対
策
、
子
育

て
支
援
対
策
と
い
う
表
現
が
、
国
と
し
て
中

心
的
な
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

｜
見
、
こ
う
し
た
動
き
は
女
性
に
と
っ
て

有
利
に
働
き
そ
う
で
あ
る
。
事
実
、
育
児
介

護
を
め
ぐ
る
企
業
や
社
会
の
環
境
整
備
対
策

は
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
労

働
市
場
で
は
、
雇
用
形
態
の
多
様
化
が
喧
伝

さ
れ
、
働
く
女
性
の
「
非
正
規
労
働
化
」
（
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
、
派
遣
労
働
、
有
期
一
雇
用
な

ど
）
が
急
速
に
進
む
と
と
も
に
、
「
正
規
一
雇
用
」

と
「
非
正
規
雇
用
」
の
間
の
処
遇
格
差
が
拡

大
し
て
お
り
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
の
実
現

は
、
な
お
い
っ
そ
う
遠
の
い
て
い
る
。

我
が
国
の
「
女
性
の
た
め
の
憲
法
」
と
期

待
さ
れ
た
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
（
１

９
９
９
年
６
月
旨
は
そ
の
前
文
に
「
男
女
が
、

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分

か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
と
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
」
こ
と
が
緊
要

な
課
題
で
あ
る
と
述
べ
「
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
は
皿
世
紀
の
最
重
要
課
題
」
だ
と

謡
っ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
『
基
本
法
』
は
同
じ
文
脈
に

１
、
早
く
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た

人
口
高
齢
化

わ
が
国
は
、
現
在
、
Ⅲ
人
中
２
人
ま
で
が

筋
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
（
２
０
０
３
年

総
務
省
統
計
局
「
人
口
推
計
」
⑲
・
０
％
）
。

２
０
５
０
年
に
は
、
Ⅲ
人
中
４
人
近
く
（
弱
。

７
％
）
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
人
口

問
題
研
究
所
、
２
０
０
２
年
「
日
本
の
将
来

あ
り
、
虹
世
紀
の
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
こ

そ
、
女
性
と
男
性
が
社
会
的
・
文
化
的
に
形

成
さ
れ
た
性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
に
縛
ら
れ

る
こ
と
な
く
そ
の
個
性
を
発
揮
し
、
個
人
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
と
自
己
決
定
権
が
尊
重

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
と
、
私
は
い
く

ば
く
か
の
期
待
を
持
っ
た
。
し
か
し
、
理
想

と
現
実
は
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
り
つ
つ
あ

る
。先
進
諸
国
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
女
性
の

就
業
率
（
妬
～
弘
歳
層
の
就
業
率
）
の
高
い

国
ほ
ど
経
済
が
安
定
し
、
か
つ
出
生
率
も
高

い
こ
と
が
統
計
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
日
本
の
場
合
は
、
直
近
に
発
表
さ

れ
た
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
．
羽
（
２
０
０

３
年
）
と
過
去
最
低
に
な
っ
て
い
る
。

推
計
人
口
」
）
。
人
口
推
計
の
確
度
は
高
く
、

人
口
高
齢
化
は
か
な
り
早
く
か
ら
予
測
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
。

私
は
、
１
９
８
５
年
「
ナ
イ
ロ
ビ
将
来
戦

略
」
に
沿
い
新
国
内
行
動
計
画
を
改
定
す
る

と
き
、
総
理
府
婦
人
問
題
担
当
室
（
現
、
内

閣
府
男
女
共
同
参
画
局
）
長
の
職
に
あ
っ
た
。

当
時
、
私
は
、
育
児
休
業
法
の
制
定
を
促
進

さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
「
日
本
も
近

い
将
来
、
出
生
率
の
低
下
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
く
な
る
」
こ
と
、
「
今
か
ら
、
仕
事
と
育

児
の
両
立
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
」
こ
と
を

訴
え
、
『
西
暦
２
０
０
０
年
に
お
け
る
女
性
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
将
来
予
測
』
（
１
９
８
７

年
）
と
題
す
る
専
門
家
報
告
を
取
り
ま
と
め

た
。
し
か
し
当
時
は
、
「
女
性
の
社
会
進
出
は
、

出
生
率
を
低
下
さ
せ
、
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
、

子
ど
も
の
非
行
を
増
加
さ
せ
る
」
と
の
俗
説

が
世
論
を
風
摩
し
て
お
り
、
弱
小
な
組
織
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
報
告
は
注
目
さ
れ
な

か
っ
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
こ
の
予
測
は

見
事
に
的
中
し
て
い
る
。

日
本
は
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
に

あ
わ
せ
て
『
男
女
一
厘
用
機
会
均
等
法
（
１
９

８
５
年
）
』
を
制
定
し
た
が
、
『
育
児
休
業
法
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カイロ・プラス1０

｢女性と経済｣のディスカッ

ショングループで発言する

川橋幸子議員

２
、
日
本
の
人
口
高
齢
化
は
、

「
い
つ
？
」
「
ど
の
よ
う
に
し
て
？
」

起
こ
っ
た
の
か

人
口
高
齢
化
の
要
因
は
一
一
つ
あ
る
。
｜
つ

は
「
豊
か
さ
」
と
「
平
和
」
の
果
実
と
し
て

の
平
均
寿
命
の
伸
び
で
あ
り
、
二
つ
は
、
「
出

生
力
転
換
」
の
結
果
と
、
そ
の
後
の
い
わ
ゆ

る
先
進
国
に
共
通
す
る
社
会
変
貌
に
よ
る
出

生
率
の
低
下
で
あ
る
。

日
本
は
、
第
２
次
大
戦
後
驚
異
的
な
経
済

復
興
を
遂
げ
、
続
く
１
９
６
０
年
～
１
９
７

０
年
代
前
半
に
お
け
る
高
度
経
済
成
長
期
に

お
い
て
国
民
の
生
活
水
準
は
急
速
に
改
善
し

た
。
こ
の
間
に
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、

か
つ
て
の
「
人
生
帥
年
」
か
ら
、
今
や
、
「
人

（
１
９
９
１
年
）
』
の
制
定
ま
で
に
は
、
そ
の

後
６
年
の
時
間
を
要
し
て
い
る
。

電
籔i霧蕊 ド

生
一
世
紀
」
に
ま
で
、
著
し
く
伸
び
た
。

現
在
、
日
本
は
、
世
界
の
最
長
寿
国
で
あ

る
（
２
０
０
２
年
、
男
乃
・
詑
歳
、
女
路
・

瀦
歳
。
厚
生
労
働
省
資
料
）
。

一
方
、
出
生
率
は
、
第
２
次
大
戦
後
の
家

族
計
画
の
普
及
に
よ
り
「
２
人
っ
子
出
生
パ

タ
ー
ン
」
が
定
着
し
て
急
激
に
低
下
し
た
後
、

１
９
７
０
年
代
半
ば
の
第
２
次
ベ
ピ
ー
ブ
ー

ム
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
結
婚
観
・
家
族
観
・

人
生
観
と
い
っ
た
価
値
観
の
変
化
に
と
も
な

い
、
低
下
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

単
純
に
言
う
と
、
若
者
の
意
識
は
、
１
９

８
０
年
代
の
「
産
み
た
い
が
産
め
な
い
」
か

ら
、
１
９
９
０
年
代
以
降
は
、
無
理
し
て
「
結

婚
し
な
く
て
も
い
い
」
、
「
生
ま
な
く
て
も
い

い
」
へ
変
化
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
ま
だ
、
日
本
の
場
合
は
同
棲
な
ど
に
よ

る
婚
外
出
生
数
は
少
な
い
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
高
度
経
済
成
長
期

に
お
け
る
工
業
化
、
都
市
化
の
著
し
い
進
展

が
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
も
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
下
で
の
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
、
情
報

化
、
国
際
化
の
進
展
が
続
き
、
こ
う
し
た
変

化
が
、
わ
が
国
家
族
の
「
規
模
の
縮
小
』
と

「
機
能
の
低
下
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

３
、
人
口
高
齢
化
の
社
会
問
題
と
は
何
か
？

ｌ
日
本
の
場
合
ｌ

人
口
高
齢
化
の
社
会
問
題
は
、
端
的
に
い
っ

て
、
年
金
・
医
療
・
介
護
の
社
会
保
障
制
度

の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
に
あ
る
。
人
口

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
逆
三
角
形
の
頭
で
っ
か
ち
の

形
へ
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
扶
養
す

る
現
役
世
代
」
と
「
扶
養
さ
れ
る
引
退
世
代
」

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩
れ
て
し
ま
う
か
ら

だ
。
日
本
で
は
、
２
０
５
０
年
に
は
、
２
人

の
現
役
世
代
で
１
人
の
引
退
世
代
を
支
え
る

こ
と
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

人
口
高
齢
化
は
ど
の
先
進
国
も
経
験
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
の
場
合
は
、
欧
米
諸

国
の
４
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
か
つ
、
そ

の
ピ
ー
ク
時
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
特
徴
だ

か
つ
て
日
本
は
欧
米
と
異
な
り
、
家
族
の

強
い
絆
が
「
含
み
資
産
と
な
っ
て
い
る
」
と

述
べ
た
首
相
（
大
平
正
芳
氏
）
が
い
る
が
、

今
の
日
本
の
家
族
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
わ
か
り

や
す
く
い
う
と
「
子
供
が
減
り
、
年
寄
り
が

増
え
、
晩
婚
化
・
非
婚
化
が
進
み
、
結
婚
を

し
て
も
す
ぐ
離
婚
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
姿

に
な
っ
て
い
る
。
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と
い
わ
れ
て
い
る
。

今
年
の
国
会
は
「
年
金
国
会
」
と
い
わ
れ
、

年
金
制
度
改
革
を
め
ぐ
り
与
野
党
が
激
し
く

対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

制
度
の
複
雑
さ
に
よ
る
わ
か
り
に
く
さ
が
あ
っ

た
。
雇
用
者
の
た
め
の
厚
生
年
金
が
財
政
難

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
自
営
業
者
・

無
業
者
を
対
象
と
す
る
国
民
年
金
は
保
険
対

象
者
の
４
割
が
未
納
・
未
加
入
と
な
る
な
ど

年
金
に
対
す
る
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
い
で
お

り
、
「
年
金
制
度
一
元
化
」
を
主
張
す
る
野
党

と
、
「
負
担
と
給
付
の
当
面
の
調
整
」
を
急
ぐ

与
党
と
の
間
で
、
国
会
審
議
が
難
航
し
た
。

ま
た
個
人
的
な
意
見
で
あ
る
が
、
昔
の
日

本
に
比
べ
今
の
日
本
で
は
社
会
的
な
助
け
合

い
の
意
識
、
い
わ
ゆ
る
連
帯
感
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
「
豊
か
さ
の
代
償
」

な
の
だ
ろ
う
か
？

４
、
〃
少
子
化
二
法
〃
の
制
定
を
巡
る
動
き

２
０
０
３
年
、
日
本
は
、
冒
頭
紹
介
し
た

『
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
』
を
制
定
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
の
『
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
』
を
制
定
し
た
。
こ

れ
ら
は
〃
少
子
化
二
法
〃
と
呼
ば
れ
る
が
、

政
党
間
よ
り
も
議
員
の
性
別
間
で
、
大
き
な

意
見
の
違
い
が
目
立
っ
た
。
ち
な
み
に
、
日

本
の
国
会
議
員
の
女
性
比
率
は
、
衆
議
院
７
．

３
％
、
参
議
院
咀
・
５
％
で
、
女
性
議
員
は

少
数
派
で
あ
り
、
女
性
の
意
見
は
な
か
な
か

理
解
さ
れ
に
く
い
。

『
少
子
化
基
本
法
』
に
対
し
て
、
女
性
議
員

お
よ
び
女
性
団
体
の
多
く
は
、
「
個
々
の
家
族

の
責
任
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
、
不
妊
治
療
が
突

出
し
、
個
人
の
自
己
決
定
権
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
選
択
に
対
し
て
国
が
干
渉
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
反
対
し
た
。
そ

の
懸
念
は
、
例
え
ば
、
最
近
、
皇
太
子
殿
下

の
『
雅
子
妃
の
キ
ャ
リ
ア
や
人
格
が
否
定
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
の
発
言
が
内
外
に

大
き
く
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
雅
子
妃
は
元
外
交
官
の
キ
ャ
リ
ア

を
も
ち
、
皇
太
子
ご
夫
妻
の
子
供
は
女
の
子

お
一
人
で
あ
る
。
お
世
継
ぎ
問
題
が
ご
夫
妻

に
と
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。

『
次
世
代
法
』
の
内
容
は
、
仕
事
と
家
庭
生

活
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
自
治
体
が
保

育
所
整
備
計
画
を
定
め
、
企
業
が
育
児
休
業

制
度
の
取
得
促
進
の
た
め
の
行
動
計
画
を
定

め
る
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
予
算
措
置
に
よ
る
誘
導
策
で
あ
り
、
自
治

体
財
政
も
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
や
デ
フ
レ
不

況
か
ら
脱
し
切
れ
な
い
企
業
の
経
営
状
況
を

考
え
る
と
、
そ
の
実
効
性
は
期
待
簿
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
帥
年
代
以
降
、
「
多

様
な
働
き
方
」
の
名
の
下
に
非
正
規
雇
用
が

急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
特
に
女
性
の
場
合

は
、
新
規
就
職
者
の
過
半
数
が
非
正
規
雇
用

で
あ
る
（
２
０
０
２
年
、
総
務
省
就
業
構
造

基
本
調
査
）
。
ま
た
、
男
性
の
場
合
も
、
若
者

の
フ
リ
ー
タ
ー
現
象
（
定
職
を
も
た
ず
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
労
働
の
転
職
を
繰
り

返
す
タ
イ
プ
）
が
目
立
つ
。

こ
う
し
た
多
様
な
働
き
方
は
、
仕
事
と
家

庭
生
活
の
両
立
を
容
易
に
す
る
こ
と
よ
り
も
、

若
者
の
将
来
の
人
生
を
不
安
に
す
る
こ
と
の

方
の
危
険
が
大
き
く
、
「
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
に
夢
を
持
て
る
社
会
」
（
１
９
９
８
年
。

厚
生
白
書
の
題
名
）
の
実
現
か
ら
は
ほ
ど
遠

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
（
１
９
９
３
年
旨

は
法
制
定
当
時
か
ら
「
通
常
の
労
働
者
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
の
均
衡
処
遇
」
を
具
体

1８
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５
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
制
に

求
め
ら
れ
る
も
の

法
制
度
上
の
平
等
か
ら
事
実
上
の
平
等
へ
ｌ

日
本
は
、
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』

を
は
じ
め
と
す
る
「
法
制
度
上
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
は
進
ん
だ
が
、
「
事
実
上
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
の
実
現
が
遅
れ
て
い
る
典
型
的
な
国

の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

的
に
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
が
課
題
と
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
、
年
後
の
見
直
し
で
は

法
改
正
は
見
送
ら
れ
、
パ
ー
ト
指
針
の
改
正

（
２
０
０
３
年
）
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

多
様
化
す
る
雇
用
形
態
を
「
不
安
定
己
雇

用
に
つ
な
げ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
法
規
制

は
、
今
の
と
こ
ろ
、
全
く
な
い
。
非
正
規
雇

用
の
多
く
は
女
性
で
あ
り
、
「
非
正
規
雇
用
で

あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
」
差
別
の
禁
止
を

求
め
、
「
同
一
（
価
値
）
労
働
、
同
一
賃
金
」

原
則
を
踏
ま
え
た
オ
ラ
ン
ダ
型
の
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
願
い
が

か
な
え
ら
れ
る
日
は
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
現

状
に
お
い
て
は
、
日
本
の
場
合
、
雇
用
政
策

に
関
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
観
点
は
ほ

と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

約
帥
年
前
、
第
２
次
大
戦
後
の
民
主
改
革

に
よ
り
、
憲
法
に
は
、
性
別
に
よ
っ
て
差
別

さ
れ
な
い
「
法
の
下
の
平
等
」
が
規
定
さ
れ
、

初
め
て
、
女
性
が
参
政
権
を
得
る
と
と
も
に
、

教
育
の
機
会
均
等
、
男
女
同
一
労
働
同
一
賃

金
原
則
が
法
律
上
規
定
さ
れ
た
。
経
済
発
展

に
よ
る
国
民
生
活
の
向
上
に
よ
り
、
女
性
の

教
育
水
準
も
向
上
し
た
。

ま
た
約
釦
年
前
、
１
９
７
５
年
以
降
の
国

連
「
女
性
の
ｎ
年
」
が
追
い
風
と
な
り
、
先

ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約

の
批
准
（
１
９
８
５
年
）
、
『
男
女
一
雇
用
機
会

均
等
法
』
の
制
定
（
１
９
８
５
年
）
が
実
現

し
、
そ
の
後
『
育
児
休
業
法
』
の
制
定
（
１

９
９
１
年
）
、
『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
』
の

制
定
（
１
９
９
３
年
）
も
見
た
。

１
９
９
５
年
の
第
４
回
世
界
女
性
会
議
に

お
け
る
「
北
京
行
動
綱
領
」
の
採
択
を
受
け

て
、
『
育
児
休
業
法
』
の
改
正
に
よ
り
『
介
護

休
業
制
度
』
が
新
設
（
１
９
９
５
年
）
さ
れ
、

『
男
女
一
雇
用
機
会
均
等
法
』
の
改
正
に
よ
り
努

力
義
務
規
定
が
禁
止
規
定
へ
強
化
（
１
９
９

７
年
）
さ
れ
る
と
と
も
に
、
『
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
』
が
制
定
（
１
９
９
９
年
）
さ

れ
た
。

こ
の
よ
う
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
法
制
は
カ

タ
ロ
グ
と
し
て
は
見
事
に
整
備
さ
れ
た
が
、

国
連
開
発
計
画
の
指
標
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
、

「
人
間
開
発
指
数
」
（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）
は
世
界
第
９

位
と
高
い
も
の
の
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
卜
指
数
」
（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
）
は
舶
力
国
中

弛
位
と
低
位
に
落
ち
込
ん
で
い
る
（
１
９
９

９
年
）
。

『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』
は
、
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
縛
ら
れ
ず
に
個
人
が
個
性
と
能
力

を
発
揮
す
る
」
と
い
う
理
念
を
登
場
さ
せ
、
「
性

別
に
よ
る
偏
り
の
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
と
い
う
新
し
い
政
策
群
を
設
定
し
て
、

今
度
こ
そ
、
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
政
策
に
対
し

て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
」
の
視
点
か
ら
の

監
視
が
可
能
に
な
る
枠
組
み
を
規
定
し
た
、

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
問
題
は
、
そ

の
理
念
が
具
体
的
な
施
策
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
あ
ま
り
生
か
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
あ
る
。

国
連
の
『
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
』
の
対

日
審
査
の
最
終
コ
メ
ン
ト
（
２
０
０
３
年
８

月
）
は
、
特
に
雇
用
に
関
し
、
「
国
内
法
に
差

別
の
明
確
な
定
義
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
」

に
懸
念
を
表
明
し
、
「
直
接
差
別
及
び
間
接
差
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６
、
出
生
率
を
回
復
す
る
た
め
に
、

真
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
法
制
を

①
日
本
の
法
制
は
、
「
差
別
禁
止
」
「
均
等
確

保
」
な
ど
「
機
会
の
平
等
」
を
明
確
に
規

定
す
る
の
で
は
な
く
、
「
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
」
な
ど
の
表
現
に
よ
り
、
「
結
果

の
平
等
」
に
向
け
て
そ
の
実
現
を
目
指
す

と
い
う
暖
昧
な
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
背
後
に
は
、
欧
米
の
人
権
思
想
に
対
し
、

日
本
の
伝
統
を
重
ん
じ
る
と
い
う
「
文
化

多
元
主
義
」
か
ら
の
主
張
が
あ
る
。
こ
う

し
た
文
化
多
元
主
義
に
対
す
る
人
権
普
遍

主
義
か
ら
の
主
張
は
、
残
念
な
が
ら
、
女

性
の
側
か
ら
も
そ
れ
ほ
ど
強
く
出
て
い
な

い
。
「
東
洋
的
価
値
」
が
人
権
の
尊
重
や
差

別
の
禁
止
と
い
っ
た
「
法
規
範
的
原
則
」

を
暖
昧
に
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現

を
阻
害
す
る
か
つ
こ
う
の
言
い
逃
れ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
、
今
後
、
ど
う
解
決
し
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

別
を
含
む
、
女
性
に
対
す
る
差
別
の
定
義
を
国

内
法
に
導
入
す
る
こ
と
」
を
勧
告
し
て
い
る
。

③
政
治
の
ト
ッ
プ
が
、
真
の
社
会
改
革
の
た

め
に
は
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
社
会
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
日
本
の
現

状
は
、
女
性
を
蔑
視
す
る
公
人
の
発
言
が

相
次
い
で
起
こ
っ
て
い
る
。
（
注
１
、
注
２

参
照
）

②
解
決
策
は
、
や
は
り
、
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
の
伝
統
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

を
変
革
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
般
に
途
上

国
に
お
い
て
は
「
豊
か
に
な
れ
ば
人
権
も

尊
重
さ
れ
る
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
経
済
発

展
と
人
権
尊
重
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
経
済
成
長
が
急
速
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
企
業
経
営
の
中
に
伝
統
的
な
価
値
観

を
温
存
し
、
再
生
産
し
た
可
能
性
の
方
が

高
い
。
こ
う
し
た
こ
と
が
経
済
社
会
の
構

造
的
な
改
革
を
遅
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

（
注
１
）
２
０
０
３
年
６
月
叩
森
喜
朗
前
首
相
発
言
「
子

供
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
女
性
が
、
将
来
国

が
ご
苦
労
様
で
し
た
と
い
っ
て
、
面
倒
を
見

る
の
が
本
来
の
福
祉
で
す
。
と
こ
ろ
が
子
供

④
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
や
は
り
、
意
思
決

定
・
政
策
決
定
へ
の
女
性
の
参
画
が
飛
躍

的
に
拡
大
し
な
い
限
り
、
実
現
困
難
で
あ

る
。
こ
の
面
で
、
女
性
の
、
管
理
職
比
率
・

行
政
職
比
率
・
国
会
議
員
比
率
・
地
方
議

員
比
率
は
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
徐
々
に

増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味

で
は
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
将

来
徐
々
に
改
善
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
後
戻
り
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
間
違
い
な
く
断
言
で
き
る
。
ま

た
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
日
本
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
、
さ
ら
に
世
界
史
上
最
低
を

更
新
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
注
２
）
２
０
０
３
年
旭
月
》
石
原
慎
太
郎
都
知
事
発

言
「
文
明
が
も
た
ら
し
た
も
っ
と
も
悪
し
き

有
害
な
も
の
は
「
バ
バ
ア
」
。
女
性
が
生
殖

能
力
を
失
っ
て
も
生
き
て
い
る
っ
て
の
は
、

無
駄
で
罪
」

を
一
人
も
つ
く
ら
な
い
女
性
が
、
好
き
勝
手
、

と
一
一
一
一
口
つ
ち
や
な
ん
だ
け
ど
、
自
由
を
認
歌
し

て
、
楽
し
ん
で
、
年
と
っ
て
…
…
税
金
で
面

倒
見
な
さ
い
と
い
う
の
は
、
本
当
に
お
か
し

い
で
す
よ
」
。
（
全
国
私
立
幼
稚
園
連
合
会
の

〈
雪
〈
ロ
）
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く
、
鍬
を
入
れ
る
の
に
堅
い
土
質
で
あ
る
か

ら
、
農
業
に
も
耕
作
困
難
で
あ
る
し
、
植
林

す
る
に
も
労
多
く
し
て
生
産
性
の
乏
し
い
土

壌
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
中
国
文
明
の
発
祥
の

地
と
い
う
黄
土
高
原
は
秦
に
先
立
つ
周
の
時

代
に
は
樹
木
に
恵
ま
れ
た
緑
豊
か
な
地
域
で

話
で
は
聞
い
て
い
た
が
、
黄
土

高
原
の
現
実
は
厳
し
く
、
緑
に
乏

し
く
か
つ
危
険
に
満
ち
た
地
域
で

あ
っ
た
。
特
に
農
業
に
と
っ
て
過

酷
と
も
い
え
る
土
地
柄
で
あ
る
。

そ
れ
は
何
千
年
、
何
万
年
と
ゴ
ビ

砂
漠
や
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
か
ら

巻
き
上
げ
ら
れ
た
風
に
乗
っ
た
砂

壊
が
数
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
に
ま
で
累
積
し

て
出
来
上
が
っ
た
台
地
で
、
土
に

栄
養
分
は
な
く
、
植
物
は
育
ち
難

い
か
ら
表
土
は
雨
季
が
く
る
と
洗

い
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
土
質

は
細
か
く
、
乾
燥
す
る
と
堅
く
固

ま
る
が
、
雨
水
に
侵
食
さ
れ
や
す

鐵
農
業
・
植
林

綴

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

ど
こ
の
土
地
で
も
樹
木
が
な
け
れ
ば
、
保

水
力
は
乏
し
い
の
で
灌
概
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

中
国
の
年
間
降
雨
量
は
１
１
０
ミ
リ
程
度
と

い
わ
れ
、
わ
が
国
の
１
１
０
０
ミ
リ
以
上
と

較
べ
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
。
特
に
黄
土
高

原
は
雨
水
の
恵
み
の
少
な
い
半
乾
燥
地
で
あ

る
。
し
か
し
７
月
～
９
月
に
集
中
的
に
ス
コ
ー

ル
の
よ
う
に
降
り
注
ぎ
、
表
土
が
流
出
す
る

と
と
も
に
、
せ
っ
か
く
耕
作
し
た
土
地
を
土

砂
崩
れ
が
襲
う
の
で
あ
る
。
植
林
作
業
に
先

立
ち
、
昨
年
の
集
中
豪
雨
で
大
規
模
に
崩
れ

た
現
場
を
見
に
行
く
と
、
黄
土
の
堆
積
層
の 樹木のない黄土高原の重々たる風景(上は険西省浬陽県､下は侠西省

淳化県）写真提供：㈱コスモ石油
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有斐閣､1988年(共著)、『経済開発

支援としての資金還流』アジア経済

研究所、1989年(共著)、Ｐ・ナジ『途

上国取引のリスクマネージメント』

東銀リサーチインターナショナル、

1985年(監訳）

上は中華人民共和国全国で、下はその枠の拡大図＝黄土高原全域

よ地さ状さなと穴ンすと等住割く麓
るの当れ況れくたく゛とるしの居りで
と新時たがて押まら称ヤて貯や抜黄
、間の゜理いしりがすオ利蔵食い土
こに現解る積もひる卜用庫糧てを

さ
ら
に

侵
食
さ
れ

の
高
圧
鎮

の
東
風
村

で
数
人
が

死
傷
し
た

し
｝
の
こ
と

題
な
の
は

で
あ
る
。

問

た
土
砂
が
河
川
に
流
れ
込
ん
で
川
床
を
上
昇

さ
せ
洪
水
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
環
境
保
全

上
憂
慮
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
実
態
が
こ
う

し
た
黄
土
高
原
は
、
地
図
を
見
る
と
西
安
を

含
む
丘
陵
山
岳
地
域
で
、
日
本
の
１
．
４
倍

の
面
積
を
占
め
て
い
る
。
（
地
図
参
照
）

中
国
の
森
林
消
失
と
砂
漠
化
は
大
気
汚
染
、

水
不
足
、
水
質
汚
染
、
廃
棄
物
投
棄
等
と
並

ん
で
今
日
の
中
国
の
重
要
な
環
境
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
環
境
破
壊
の
歴
史
は
紀
元
前
四
百

年
頃
の
戦
国
の
時
代
、
諸
侯
が
覇
権
を
求
め

て
武
器
の
製
造
や
居
城
の
造
営
を
繰
り
返
し

た
時
代
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
止
め
は
秦

の
始
皇
帝
で
あ
る
。
今
回
の
ツ
ア
ー
の
拠
点

で
あ
っ
た
西
安
は
黄
河
の
支
流
滑
水
の
平
坦

な
流
域
に
あ
り
、
素
の
始
皇
帝
は
こ
こ
西
安

に
近
い
成
陽
に
巨
大
な
宮
殿
、
阿
呆
宮
を
設

け
た
。
こ
の
宮
殿
は
秦
が
滅
び
て
焼
か
れ
た

と
き
に
三
カ
月
も
燃
え
続
け
た
と
い
わ
れ
、

使
わ
れ
た
木
材
の
量
が
い
か
に
膨
大
で
あ
っ

た
か
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
後
人
口
が
増
大
す

る
ご
と
に
耕
地
造
出
と
燃
料
採
取
の
た
め
の

樹
木
の
伐
採
が
進
み
、
特
に
１
９
４
９
年
、

新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
森
林
消
失
が
急
速
に

進
ん
だ
の
で
あ
る
。
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一
般
に
中
国
に
は
何
故
森
林
が
少
な
く
、

赤
茶
け
た
山
並
み
や
丘
陵
が
多
い
か
で
あ
る
。

日
本
の
森
林
の
全
土
地
面
積
に
占
め
る
比
率

霞
歴
代
の
覇
権
争
い
が
緑
喪
失
に

鱗

崩れそうな果樹園（険西省浬陽県）写真提供：㈱コスモ石油

は
的
～
、
％
と
い
わ
れ
る
が
、
中
国
は
過
％

に
も
満
た
な
い
と
い
う
。
基
本
的
に
は
雨
量

の
少
な
さ
に
起
因
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
秦

の
始
皇
帝
時
代
に
先
立
つ
戦
国
の
時
代
か
ら

群
雄
・
諸
侯
が
覇
権
を
目
指
し
、
戦
乱
に
ま

み
れ
て
樹
木
を
乱
伐
し
た
歴
史
に
そ
の
原
因

の
一
つ
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
鉄

器
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
武
器
製
造
の
た
め

の
燃
料
や
宮
殿
の
建
築
材
料
と
し
て
も
大
量

の
樹
木
が
伐
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
戦

国
の
世
を
制
し
た
始
皇
帝
の
時
代
に
、
万
里

の
長
城
の
膨
大
な
煉
瓦
の
生
産
に
「
焼
き
締

め
」
を
効
か
せ
る
燃
料
に
膨
大
な
樹
木
を
木

炭
と
し
て
消
費
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
因
み

に
北
京
観
光
の
際
、
万
里
の
長
城
を
訪
ね
注

意
深
く
周
囲
を
観
察
す
る
と
、
長
城
の
南
に

当
た
る
北
京
側
と
北
側
に
当
た
る
山
々
の
樹

木
の
密
集
度
は
か
な
り
違
っ
て
い
て
、
北
側

に
砂
漠
化
の
兆
候
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
始
皇
帝
が
生
前
に
造
営
し
た
墳
墓

の
有
名
な
地
下
軍
団
「
兵
馬
桶
」
の
陶
土
を

焼
き
上
げ
る
た
め
や
、
お
よ
そ
非
生
産
的
で
、

王
者
の
窓
意
と
権
威
の
た
め
の
営
造
物
の
生

産
に
樹
木
か
ら
木
炭
を
生
産
し
、
燃
料
と
し

た
の
で
あ
る
。
近
年
、
地
下
墳
墓
の
状
況
は

既
発
見
の
兵
馬
桶
以
外
に
も
な
お
拡
大
さ
れ

た
状
況
で
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
樹

木
の
消
失
の
規
模
が
い
か
に
大
き
な
も
の
で

あ
っ
た
か
が
理
解
さ
れ
る
。
当
時
は
ま
だ
石

炭
や
石
油
を
燃
料
と
す
る
知
識
は
な
か
っ
た

か
ら
で
も
あ
る
が
、
爾
来
、
覇
権
を
争
い
王

朝
の
隆
替
を
重
ね
て
２
０
０
０
年
、
武
器
製

造
や
都
市
、
宮
殿
の
建
設
に
樹
木
が
伐
ら
れ

た
も
の
の
、
植
林
し
て
森
林
を
保
持
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
が
今
日
の
環
境
問
題
の
一

因
な
の
で
あ
る
。

勿
論
、
中
国
の
砂
漠
化
が
進
む
最
大
の
原

因
は
降
雨
量
の
少
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
灌

概
の
た
め
の
地
下
水
汲
み
上
げ
に
は
更
な
る

問
題
が
あ
る
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
の
イ

ラ
ク
の
地
に
お
け
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
は
、

チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
の
水
に
よ
る

灌
概
農
業
に
よ
っ
て
栄
え
た
が
、
や
が
て
土

壌
表
面
に
塩
害
が
発
生
し
農
地
が
不
毛
化
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
中
国
の
場
合
、
植
林
を

推
進
し
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
を
抑
制
し
て

土
地
の
保
水
力
を
高
め
な
い
と
土
地
の
不
毛

劃



黄土高原の砂嵐

，

化
、
砂
漠
化
が
進
み
、
同
様
な
推
移
を
辿
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
養
分
の
あ
る
表
土
が
流
出
し
、
土
壌

劣
化
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
低
下
を
補
う
た

め
に
、
そ
う
で
な
く
て
も
少
な
い
森
林
を
伐

採
し
て
農
地
化
が
進
め
ら
れ
、
丘
陵
を
耕
し

霞

崩れさる果樹園（険西省浬陽県高圧鎮）写真提供：㈱コスモ石油

中
国
共
産
党
の
発
祥
の
地
・
延
安
も
西
安

に
近
い
黄
土
高
原
の
北
東
部
に
位
置
す
る
。

共
産
党
を
率
い
て
中
国
全
土
を
統
一
し
た
毛

沢
東
の
功
績
は
二
つ
あ
る
と
い
う
。
一
つ
は

女
性
の
地
位
向
上
で
好
き
な
異
性
同
士
で
結

婚
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
も
う
一
つ

は
農
業
生
産
の
向
上
に
よ
っ
て
中
国
か
ら
飢

え
が
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
結
果
人
口
が
飛
躍
的
に
増
え
、
９

億
の
民
が
以
億
に
増
大
、
こ
の
人
口
増
大
か

ら
内
陸
部
の
貧
困
が
増
幅
、
食
糧
や
燃
料
の

消
費
を
増
や
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
増
大
す
る
人
口
を

支
え
る
た
め
に
、
中
国
共
産
党
は
農
業
を
奨

励
し
、
大
躍
進
政
策
に
よ
っ
て
農
地
の
拡
大

等
に
も
努
め
た
が
、
植
林
に
意
を
用
い
た
話

て
段
々
畑
を
造
出
し
て
も
雨
季
が
く
る
と
表

土
が
流
出
し
、
せ
っ
か
く
の
畑
地
が
土
砂
崩

れ
で
消
失
す
る
が
、
そ
う
し
て
失
っ
た
耕
地

を
補
う
た
め
に
さ
ら
に
森
林
の
伐
採
が
進
む

と
い
う
悪
循
環
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
因
み

綴
人
口
問
題
が
貧
困
と
森
林
を
蚕
食

鰻

は
聞
か
れ
ず
、
人
口
の
増
大
に
よ
っ
て
１
９

４
９
年
以
降
も
一
層
森
林
の
消
失
が
進
ん
だ

と
い
わ
れ
る
。

海
外
経
済
協
力
基
金
（
現
在
の
国
際
協
力

銀
行
）
が
か
つ
て
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

１
人
当
た
り
の
所
得
で
見
て
、
現
在
の
中
国

で
最
も
貧
し
い
省
は
内
陸
部
の
貴
州
省
で
、

そ
れ
を
１
と
す
れ
ば
、
沿
海
部
で
最
も
豊
か

な
地
域
は
上
海
で
約
ｍ
に
当
た
り
、
さ
ら
に

豊
か
な
香
港
は
１
０
０
と
な
っ
て
い
て
、
な

ん
と
貧
富
の
格
差
は
貴
州
省
と
香
港
は
１
対

１
０
０
と
い
う
状
況
に
な
る
と
さ
れ
る
。
こ

れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
日
本
で
は
最
も
豊
か

な
東
京
と
最
も
貧
し
い
沖
縄
を
較
べ
て
も
倍

程
度
で
あ
る
。

実
は
黄
土
高
原
地
域
に
あ
る
映
西
省
は
農

に
今
日
の
北
朝
鮮
の
農
業
の
崩
壊
も
食
糧
増

産
の
た
め
に
丘
陵
、
高
原
に
至
る
ま
で
開
墾

を
進
め
、
士
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
既
存

の
田
畑
ま
で
埋
没
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
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業
人
口
は
酊
・
７
％
と
同
省
の
全
人
口
の
３

分
の
２
以
上
を
占
め
る
。
し
か
も
人
口
密
度

は
１
平
方
キ
ロ
当
た
り
１
７
５
人
と
全
国
平

均
の
１
．
３
倍
と
な
っ
て
い
る
。
１
人
当
た

り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
見
る
と
全
国
、
省
中
瀦
位
で
、

低
開
発
、
貧
困
度
の
厳
し
い
省
で
あ
る
（
国

われわれNPOが実施した植林地＝手前＝(隣西省浬陽県)写真提供：㈱コスモ石油

連
な
る
地
域
で
あ
る
た
め
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
沿
い
に
中
国
政
府
の
推
進
し
よ
う
と
す
る

グ
リ
ー
ン
ト
ン
ネ
ル
の
植
林
事
業
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
行
四
名
が
植
林
作
業
の
前
日
検
分
に
赴

い
た
地
域
は
淫
陽
県
高
圧
鎮
東
風
村
で
あ
る
。

昨
年
７
月
集
中
豪
雨
に
襲
わ
れ
大
規
模
な
土

砂
崩
れ
が
起
こ
り
、
ヤ
オ
ト
ン
に
住
ん
で
い

際
協
力
銀
行
調
べ
）
。
そ
う
し
た
貧
困
は
堆
積

し
た
生
産
性
の
乏
し
い
黄
土
の
な
せ
る
業
で

あ
ろ
う
。

因
み
に
中
央
政
府
が
推
進
し
た
一
人
っ
子

政
策
は
近
年
、
多
少
緩
和
の
方
針
と
伝
え
ら

れ
る
が
、
農
村
は
労
働
力
維
持
の
た
め
２
人

ま
で
許
容
さ
れ
て
い
る
の
で
農
村
地
域
の
人

口
増
は
都
市
部
よ
り
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
も
農
村
で
の
実
情
は
女
の
子
が

続
い
て
生
ま
れ
る
と
罰
金
を
払
っ
て
も
男
の

の
目
的
は
、
こ
の

綴鰻

わ
れ
わ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
ト
ン
ネ
ル
計
画

の
黄
土
高
原
植
林
ツ
ア
ー

帯
が
シ
ル
ク
ロ

ド
に

て
逃
げ
遅
れ
た
村
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
黄
土
高
原
と
い
っ
て

も
海
抜
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
５
０
０

メ
ー
ト
ル
の
高
地
も
あ
っ
て
、
冬
期
は
零
下

卯
～
釦
度
に
も
な
る
と
い
わ
れ
、
貧
し
さ
か

ら
乏
し
い
緑
も
燃
料
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
ま
た
家
畜
を
増
や
す
傾
向
も
貧
困
地
の

一
般
的
傾
向
で
あ
る
が
、
例
え
ば
羊
と
違
っ

て
山
羊
は
緑
の
雑
草
の
根
ま
で
ほ
じ
く
っ
て

食
い
尽
く
す
と
い
わ
れ
、
草
食
動
物
の
家
畜

の
環
境
破
壊
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

子
を
と
い
う
の
で
、
実
際
の
人
口
は
統
計
よ

り
多
い
と
い
う
。
同
じ
映
西
省
で
も
首
都
の

西
安
市
の
場
合
、
２
人
目
の
子
供
は
戸
籍
が

取
れ
ず
、
従
っ
て
学
校
に
行
け
な
い
と
い
う

悲
劇
を
今
回
知
ら
さ
れ
た
が
、
農
村
部
に
は

も
っ
と
不
就
学
の
女
性
が
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
い
わ
ゆ
る
「
人

口
圧
力
」
は
依
然
と
し
て
中
国
の
最
大
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
特
に
農
村
地
域
に
大
き
い
こ
と

は
疑
い
得
な
い
。

2６



黄土高原の砂嵐

い
う
も
の
が
な
い
。
極
小
の
黄
砂
が
堆
積
し

た
も
の
で
あ
る
か
ら
鋤
や
鍬
を
受
け
つ
け
な

い
ほ
ど
硬
い
の
で
、
農
民
に
は
こ
れ
ま
で
植

林
と
い
う
慣
習
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

為
政
者
も
従
来
農
業
政
策
と
し
て
推
進
し
た

黄
土
高
原
に
は
奇
妙
に
見
え
る
が
地
層
と

黄土層の少ない緑を利用する牧畜(険西省浬暘県高圧鎖)写真提供：㈱コスモ石油

今
回
の
植
林

で
判
っ
た
こ
と

は
、
そ
う
し
た

土
地
に
必
要
な

樹
木
は
、
地
質

に
適
合
し
、
促

成
的
で
し
か
も

根
の
張
る
種
類
、

例
え
ば
沙
鰊

（
サ
ー
ジ
）
な
ど

が
推
奨
さ
れ
る
。

し
か
し
農
民
の

期
待
は
換
金
作

物
と
し
て
現
金
丁
〉

ン
ト
ン
ネ
ル
計

画
」
の
一
環
を

な
す
も
の
で
あ

こ
と
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

土
地
に
昨
今
、
中
央
政
府
も
地
方
自
治
体
も

植
林
を
奨
励
し
始
め
た
の
は
喜
ば
し
い
。
こ

の
地
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
至
る
経
過
地
と
し

て
政
府
は
す
で
に
１
９
９
９
年
、
江
沢
民
に

よ
っ
て
西
部
緑
化
計
画
の
大
号
令
が
掛
け
ら

れ
て
具
体
化
し
た
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
グ
リ
ー

る
Ｃ

霧

の
入
手
し
や
す
い
果
樹
で
あ
る
。

溌
陽
県
に
次
い
で
一
行
が
植
林
に
従
事
し

た
の
は
、
さ
ら
に
黄
土
高
原
の
内
部
に
位
置

す
る
隣
の
淳
化
県
で
あ
っ
た
。
同
県
の
従
来

か
ら
の
方
針
も
あ
っ
て
か
、
途
中
の
山
や
丘

に
も
雑
木
林
の
よ
う
な
木
立
が
び
っ
し
り
育

成
さ
れ
て
お
り
、
植
林
に
つ
い
て
は
副
県
長

黛
鐡
蕊
盈

植
林
に
つ
い
て
は
副
県
長

自
ら
が
陣
頭
指
揮
し
、

村
人
達
の
熱
意
と
意

融
欲
が
感
じ
ら
れ
た
。

雍
副
県
長
の
話
に
よ
る

伽
と
杏
や
桃
、
葡
萄
と

供
い
っ
た
果
樹
の
栽
培

率
が
進
ん
で
お
り
、
ま

唇
た
日
本
原
産
の
リ
ン

罐
。
．
の
苗
木
を
日
本
か

壗
ら
取
り
寄
せ
て
地
域

鶴
に
合
う
品
種
へ
の
改

酷
良
に
も
注
力
し
て
い

”
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

積
た
。

杣
黄
土
高
原
一
体
に

菰
緑
が
乏
し
く
、
森
林

Ⅱ
や
草
原
の
乏
し
い
こ

と
が
保
水
力
の
な
い
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(険西省浬陽県高圧鎖）

土
壌
を
も
た
ら
し
、
農
業
に
も
林
業
に
も
牧

畜
に
も
適
さ
な
い
土
質
と
な
る
。
西
安
市
の

周
辺
の
川
と
い
う
川
は
掴
れ
て
い
て
水
が
な

い
か
、
あ
っ
て
も
細
っ
た
流
れ
で
あ
る
。
有

名
な
渭
水
の
流
れ
は
広
い
と
こ
ろ
で
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
る
川
幅
も
、
水
の
流
れ
は
せ
い

ぜ
い
２
０
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
か
な
い
か
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
工
業
用
水
や
飲
料
水
の
需

要
増
も
あ
っ
て
、
潅
概
用
の
水
は
勢
い
地
下問
題
は
日
本
の
問
題

写真提供：㈱コスモ石油

最
近
中
国
は
食
糧
の
自
給
自
足
政
策
を
放

棄
し
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ
て
い
る
。

土
地
の
生
産
性
も
低
く
、
機
械
化
等
の
遅
れ

（
と
い
う
よ
り
、
実
際
問
題
と
し
て
、
機
械
化

し
難
い
地
勢
）
に
よ
り
労
働
の
生
産
性
も
悪

い
黄
土
高
原
を
別
に
し
て
も
、
穀
倉
地
域
と

い
う
河
北
地
方
や
北
東
地
域
の
水
不
足
や
旱

魅
に
よ
っ
て
、
最
近
中
国
全
体
の
農
業
生
産

が
行
き
詰
ま
り
状
況
に
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
加
盟
に
よ
っ
て
関
税
引
下

げ
に
よ
る
輸
入
急
増
も
そ
う
し
た
方
向
を
示

唆
し
て
い
る
と
い
う
。
国
際
価
格
よ
り
割
高

水
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
一
般
に
中
国

北
部
は
慢
性
的
な
水
不
足
で
あ
り
、
レ
ス
タ
ー
・

ブ
ラ
ウ
ン
博
士
の
環
境
白
書
に
よ
る
と
、
華

北
地
方
の
大
半
の
地
域
で
、
地
下
水
位
が
毎

年
１
～
１
．
５
メ
ー
ト
ル
ず
つ
低
下
し
て
い

る
と
い
う
。
（
「
環
境
白
書
」
ワ
ー
ル
ド
・
ウ

オ
ッ
チ
研
究
所
、
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
博

士
）

な
中
国
産
の
農
産
物
は
生
き
残
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
増
大
し
、
価
格
面

か
ら
見
て
も
中
国
全
土
に
わ
た
る
農
業
は
い

ま
「
２
０
０
５
年
危
機
説
」
が
畷
か
れ
て
い

る
。
加
え
て
人
民
元
の
引
き
上
げ
で
も
あ
れ

ば
、
以
億
の
人
口
を
抱
え
る
中
国
で
食
糧
輸

入
に
拍
車
が
か
か
り
、
農
家
に
打
撃
を
与
え

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
も
あ
る
。

も
し
そ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
が
実
現
す
る
と

日
本
に
と
っ
て
も
打
撃
で
あ
ろ
う
。
中
国
の

輸
入
増
大
に
よ
っ
て
、
食
糧
の
国
際
価
格
が

上
昇
し
た
り
、
受
給
が
逼
迫
す
る
と
日
本
に

も
も
ろ
に
影
響
す
る
と
懸
念
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
中
国
の
沿
海
部
の
農
村
地
帯
と
内
陸

部
の
工
業
都
市
と
の
所
得
格
差
を
多
少
で
も

埋
め
る
政
策
を
採
ろ
う
と
い
う
な
ら
ば
、
日

本
が
戦
後
維
持
し
た
食
糧
管
理
制
度
の
よ
う

な
農
産
物
価
格
維
持
政
策
に
よ
っ
て
、
中
国

産
の
農
産
物
増
産
の
方
策
が
採
ら
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
に
ら
み
を
利
か
す

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
あ
っ
て
は
、
輸
出
産

業
の
発
展
に
よ
っ
て
外
貨
を
稼
ぎ
、
そ
の
分
、

食
糧
輸
入
に
当
て
る
方
向
を
辿
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？

そ
う
し
た
現
状
か
ら
も
中
国
の
緑
化
事
業
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写真樹

iii へ
の
協
力
は
、
日
本
自
身
に
と
っ
て
も
他
人

事
で
は
な
く
重
要
な
事
業
で
あ
ろ
う
．
毎
年
、

東
京
都
ぐ
ら
い
の
面
積
が
中
国
で
砂
漠
化
し

て
い
る
と
い
う
状
況
で
、
国
際
的
に
も
影
響

が
及
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
や
国
際
機
関
が備高と後くき入

や原、調なこし

緑
化
運
動
に
関
す
る
国
際
協
力
に
つ
い
て
は
、

日
本
、
世
界
銀
行
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
等
に

よ
る
多
く
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ

れ
て
い
る
。

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
は
政
府
開
発
金

融
機
関
で
あ
る
国
際
協
力
銀
行
が
、
①
水
力

発
電
、
②
多
目
的
ダ
ム
、
③
植
林
事
業
に
つ

き
、
特
に
１
９
９
８
年
以
降
は
超
優
遇
条
件

（
期
間
蛆
年
、
据
置
、
年
、
金
利
０
．
市
％
）

を
適
用
し
た
円
借
款
を
提
供
し
て
い
る
。
他

に
２
０
０
１
年
以
来
外
務
省
は
「
環
境
問
題

な
ど
地
球
的
規
模
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め

の
協
力
」
の
テ
ー
マ
に
よ
る
無
償
資
金
を
、

ま
た
国
際
協
力
機
構
は
２
０
０
０
～
２
０
０

４
の
５
年
間
に
わ
た
り
「
中
国
水
利
人
材
養

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
す
る
技
術
協
力
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

国
際
機
関
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
世
銀
は

黄
河
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
灌
概
、

排
水
工
事
等
の
農
業
分
野
に
１
９
９
０
年
代

央
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
。
特
に
黄
土
高
原

に
つ
い
て
は
、
「
集
水
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
っ
て
、
降
雨
に
よ
る
土
砂
流
出
を
防
止

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
地
保
全
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

は
１
９
９
７
年
以
降
「
水
セ
ク
タ
ー
の
戦
略

的
運
営
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
従
来

の
洪
水
対
策
か
ら
水
資
源
管
理
の
た
め
の
技

術
協
力
、
借
款
等
に
資
金
を
提
供
し
て
い
る
。

確
か
に
黄
土
高
原
だ
け
を
取
っ
て
み
て
も
、

土
木
工
事
と
し
て
、
土
砂
崩
れ
防
止
工
事
、

用
水
路
、
農
道
、
林
道
の
建
設
、
集
水
池
造

成
等
も
含
め
た
総
合
開
発
事
業
が
今
後
と
も

推
進
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
ハ
ー
ド
面
の
環
境
、
農
業
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
の
ほ
か
に
、
過
剰
人
口
の
雇
用
創
出
、

貧
困
解
消
支
援
と
い
っ
た
角
度
か
ら
、
従
来

日
本
が
タ
イ
に
提
供
し
た
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
案
件
や

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
に
対
す

る
小
規
模
事
業
資
金
融
資
等
、
い
わ
ば
ソ
フ

ト
面
に
お
け
る
金
融
支
援
も
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

今
回
植
林
ツ
ァ
ー
に
参
加
し
た
黄
土
高
原

に
つ
い
て
い
え
ば
、
果
樹
の
現
地
風
土
に
適

合
す
る
品
質
改
良
、
そ
の
付
加
価
値
向
上
へ

の
農
産
加
工
、
さ
ら
に
養
蜂
、
養
蚕
、
酪
農

等
、
個
別
農
民
の
貧
困
解
消
に
対
す
る
小
口

起
業
資
金
提
供
に
ツ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー

ン
や
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
資
金
供

与
等
も
併
せ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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/;i;/Ｉ 日
本
人
口
学
会
が
６
月
ｕ
、
、
の
両
日
、

東
京
大
学
の
山
上
会
館
で
行
わ
れ
た
。
こ
の

中
で
東
京
農
工
大
学
に
中
国
か
ら
留
学
中
の

３
人
の
大
学
院
生
（
若
林
敬
子
研
究
室
）
が
、

最
近
の
中
国
に
お
け
る
人
口
に
関
す
る
三
つ

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

シ
ャ
ミ
シ
ヌ
リ
・
ア
ブ
ド
ケ
リ
ム
さ
ん
が

報
告
し
た
「
新
彊
和
田
（
ホ
ー
タ
ン
）
地
区

に
お
け
る
高
離
婚
率
」
は
、
経
済
発
展
若
し

い
中
国
で
も
僻
地
に
お
け
る
女
性
た
ち
が
、

加
年
前
の
カ
イ
ロ
会
議
で
打
ち
出
さ
れ
た
り

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
（
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
か
ら
は
遠

い
実
態
に
あ
る
厳
し
い
現
実
を
の
ぞ
か
せ
た
。

凋
文
猛
さ
ん
の
「
中
国
に
お
け
る
人
口
流

動
と
戸
籍
制
度
改
革
」
は
、
今
、
中
国
で
は

都
市
部
で
の
労
働
力
需
要
に
応
え
る
た
め
、

農
村
の
余
剰
労
働
力
の
都
市
へ
の
移
動
を
弾

力
化
さ
せ
る
目
的
で
戸
籍
制
度
の
改
革
が
試

み
ら
れ
て
い
る
が
、
社
会
保
障
や
教
育
制
度

の
充
実
が
伴
わ
な
い
制
度
改
革
は
自
ず
か
ら

限
界
が
あ
る
点
を
突
い
た
報
告
だ
っ
た
。

「
中
国
の
出
生
性
比
不
均
衡
に
つ
い
て
の
現

状
と
問
題
」
と
題
す
る
周
美
林
さ
ん
の
報
告

は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

「
一
人
っ
子
政
策
」
と
伝
統
的
な
「
男
児
選
好
」

の
は
ざ
ま
で
、
超
音
波
診
断
機
の
影
響
も
あ
っ

て
男
女
の
性
比
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い

る
現
況
を
明
ら
か
に
し
、
将
来
３
０
０
０
万

人
に
も
及
ぶ
男
性
数
の
優
位
社
会
が
深
刻
な

結
婚
難
や
社
会
の
不
安
定
を
招
き
か
ね
な
い
、

と
警
告
し
た
。

日
本
人
口
学
会
と
い
う
舞
台
を
借
り
た
若

い
研
究
者
の
発
表
は
、
「
人
口
大
国
」
の
抱
え

て
い
る
現
実
的
な
課
題
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て

く
れ
た
。
３
人
の
報
告
要
旨
を
紹
介
す
る
．直1J

廷.（

ト
■
二
Ｆ

戸
。

ズバ咄雰
＝霧
･二心／
5戸
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中国の留学生、人口学会で報告

西
部
大
開
発
対
象
地
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は
、
南
部
と
北
部

の
地
域
格
差
が
著
し
い
。
特
に
最
南
端
に
位

置
す
る
和
田
地
区
は
、
経
済
中
心
地
の
ウ
ル

ム
チ
市
と
遠
く
離
れ
、
交
通
、
通
信
が
大
変

不
便
な
上
、
厳
し
い
自
然
環
境
に
あ
り
、
新

彊
で
も
貧
困
県
が
最
も
多
い
地
域
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
米
国
を
は
じ
め
先
進
諸
国
で

離
婚
率
が
高
い
国
は
多
い
が
、
途
上
地
域
で

あ
る
和
田
地
区
で
は
さ
ら
に
驚
く
ほ
ど
離
婚

斬
彊
和
国
地
区

に
お
け
る
■
・
・

高
離
婚
率

お
●シヤミシヌリ・

アブドケリム

1962年新瓢ウイグル自治区伊

寧市生まれ

中国地質大学鉱山地質系卒

新調師範大学地理系講師

現在東京農工大学博士課程在学

中

率
が
高
い
。

筆
者
が
現
地

の
人
々
か
ら
の

聞
き
取
り
な
ど
、

こ
れ
ま
で
３
回

行
っ
た
調
査
結

果
か
ら
、
和
田

地
区
に
お
け
る

高
離
婚
率
の
背

景
に
は
、
宗
教

三重
一可Ｆ￣

地域別に見た離婚率の推移
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７
６
５
４
３
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的
（
イ
ス
ラ
ム
教
）
価
値
観
の
下
に
、
①
幼

い
初
婚
年
齢
、
②
親
が
決
め
た
婚
姻
、
③
タ

ラ
ク
と
呼
ば
れ
る
簡
単
な
離
婚
制
度
が
存
在

す
る
。し
か
し
、
同
じ
ウ
イ
グ
ル
族
で
あ
っ
て
も

地
域
に
よ
っ
て
離
婚
率
に
大
き
な
差
が
あ
る

本
報
告
は
、
現
代
中
国
に
お
け
る
人
口
移

動
の
動
き
と
中
国
に
特
有
な
戸
籍
制
度
の
変

化
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の

で
あ
る
。
特
に
本
研
究
は
、
最
近
中
国
の
国

中
国
に
お
け
る

人
ロ
流
動
と
戸
籍
制
麿
欧
草

,因
_＿Ⅱ■■■■■■■■■_＿

人 翁

●潟文猛

1978年河北省晋州市生まれ

中国人民大学社会学系卒

現在東京展エ大学大学院博士課

程在学中

こ
と
は
、
宗
教
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

ほ
か
に
、
和
田
地
区
に
お
け
る
厳
し
い
自
然

環
境
や
経
済
状
況
か
ら
、
女
性
た
ち
が
非
常

に
低
い
地
位
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
和
田
地
区
に
お
け
る
離
婚
率

内
各
州
で
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
戸
籍
制
度
の
改

革
は
、
今
後
の
中
国
の
国
内
人
口
移
動
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
そ
し
て
、

共
通
の
労
働
市
場
の
形
成
に
は
、
ど
れ
ほ
ど

政
茜
一刊-Ｆ￣

）､

の
高
さ
は
、
生
活
水
準
、
子
ど
も
た
ち
の
就

学
機
会
、
社
会
へ
の
適
応
力
な
ど
の
一
層
の

低
下
を
も
た
ら
し
、
そ
う
し
た
傾
向
が
ま
た

早
婚
、
高
出
生
率
、
高
離
婚
率
を
招
く
と
い

う
悪
循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
問

題
を
め
ぐ
っ
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
に
す

る
。１
９
９
０
年
代
の
初
め
か
ら
、
中
国
経
済

の
高
成
長
に
伴
っ
て
大
量
の
農
村
余
剰
労
働

力
が
、
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
都
会
に
入
っ

て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
大
量
の
人
口
移
動
及

び
都
市
化
と
い
う
激
し
い
動
き
は
、
中
央
政

府
が
指
導
す
る
従
来
の
一
連
の
制
度
改
革
、

と
り
わ
け
戸
籍
制
度
に
抜
本
的
な
改
革
を
迫
っ

て
き
た
。

住
民
の
戸
籍
及
び
人
口
の
移
動
を
厳
し
く
管

理
し
て
き
た
。
中
国
の
戸
籍
制
度
は
、
１
９

４
９
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
来
、
現

在
ま
で
四
つ
の
段
階
を
経
験
し
て
き
た
。

第
１
段
階
は
１
９
５
８
年
以
前
の
自
由

中
国
は
、
世
界
の
大
部
分
の
国
と
異
な
り
、
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移
動
期
で
あ
っ
た
。
第
２
段
階
は
、
１
９
５

８
年
か
ら
１
９
７
８
年
の
改
革
開
放
に
か
け

て
厳
格
規
制
期
で
あ
っ
た
。
第
３
段
階
は
、

１
９
７
８
年
以
来
２
０
０
２
年
ま
で
の
半
開

放
期
で
あ
っ
た
。
第
４
段
階
は
２
０
０
３
年

か
ら
の
新
た
な
戸
籍
改
革
期
で
あ
る
。

今
日
の
中
国
に
お
け
る
戸
籍
制
度
の
主
な

特
徴
は
、
農
村
住
民
と
都
市
住
民
を
区
別
し

て
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
住
民
の

戸
籍
は
、
基
本
的
に
生
ま
れ
た
地
域
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
、
こ
の
戸
籍
制
度
に
よ
っ
て
、

住
民
た
ち
の
自
由
移
動
は
強
く
制
限
さ
れ
て

い
る
。

仕
事
、
子
ど
も
の
教
育
、
社
会
保
障
、
失

業
保
険
な
ど
の
一
連
の
課
題
は
、
住
民
の
戸

籍
に
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
る
。
農
村
地
域
出

身
の
人
々
は
、
た
と
え
都
市
に
行
っ
て
も
都

市
の
戸
籍
が
な
い
た
め
、
働
け
る
仕
事
の
種

類
は
建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
肉
体
労

働
、
あ
る
い
は
条
件
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
職

場
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
労
働
市
場
の
い

わ
ゆ
る
、
〃
二
元
市
場
〃
あ
る
い
は
〃
｜
｜
｜
元
市

場
〃
と
い
う
特
別
な
市
場
区
分
を
も
た
ら
し

た
。戸
籍
制
度
の
存
在
は
、
市
場
経
済
の
柱
の

一
つ
と
し
て
の
労
働
市
場
の
自
由
か
つ
共
通

市
場
の
形
成
に
大
き
な
障
壁
と
な
り
、
今
後

中
国
経
済
の
発
展
に
悪
く
影
響
す
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
戸
籍
制
度
に
よ
る
「
農

民
工
」
及
び
こ
れ
に
関
す
る
一
連
の
問
題
は
、

１
９
９
０
年
代
以
来
徐
々
に
現
代
中
国
社
会

の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
た
。

世
界
各
国
の
人
口
移
動
及
び
都
市
化
の
歴

史
を
踏
ま
え
る
と
、
人
口
移
動
は
基
本
的
に

豊
か
な
地
域
へ
の
〃
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
〃
と
、
貧
し

い
地
域
か
ら
の
〃
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
〃
と
い
っ
た
一
一

つ
の
要
因
が
と
も
に
作
用
す
る
結
果
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
の
場
合
は
、

戸
籍
制
度
が
存
続
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
人

口
移
動
の
原
動
力
の
作
用
も
大
き
く
変
わ
っ

て
き
た
。
こ
れ
は
移
動
人
口
の
生
活
希
望
の

変
化
、
地
元
と
の
関
係
、
そ
し
て
移
動
先
地

域
と
の
関
係
な
ど
の
側
面
で
見
ら
れ
る
。

２
０
０
３
年
の
ｎ
月
に
、
中
国
河
北
省
を

は
じ
め
と
す
る
各
地
域
で
行
わ
れ
た
戸
籍
制

度
の
改
革
は
、
新
た
な
時
代
を
導
く
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
一
連
の
調
査

に
よ
る
と
、
戸
籍
制
度
が
人
口
の
自
由
移
動

を
促
進
さ
せ
る
に
は
、
思
っ
た
ほ
ど
の
効
果

は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
人

口
移
動
の
自
由
化
に
よ
る
全
国
共
通
の
労
働

力
市
場
の
形
成
に
は
、
戸
籍
制
度
の
改
革
の

み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
な
ど
社
会
福
祉
の
改

革
、
農
村
地
域
の
土
地
所
有
及
び
使
用
権
の

変
化
、
経
済
構
造
の
変
化
、
法
制
度
の
整
備

な
ど
の
譜
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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新
中
国
が
成
立
し
た
後
、
社
会
安
定
や
経

済
発
展
・
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
、

死
亡
率
が
大
幅
に
低
下
す
る
と
と
も
に
、
人

口
が
急
激
に
増
加
し
た
。

こ
の
人
口
増
は
、
社
会
進
歩
や
経
済
発
展
、

人
民
の
生
活
改
善
に
巨
大
な
圧
力
を
与
え
た

た
め
、
刀
年
代
か
ら
計
画
出
産
政
策
が
全
国

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

人
口
の
自
然
増
加
率
が
大
幅
に
低
下
し
、
高

出
生
・
低
死
亡
・
高
増
加
型
か
ら
低
出
生
・

低
死
亡
・
低
増
加
型
に
変
わ
り
、
世
界
で
も

出
生
水
準
の
低
い
国
に
仲
間
入
り
し
た
。
中

中
国
ｏ
出
生
腫
比
不
均
衡

に
つ
い
て
⑩
現
状
と
。
固
題

●周美林

1967年安徽省樅陽県生まれ

徐州師範大学歴史系卒

現在東京農エ大学国際環境農学

専攻在学中

国
の
出
生
率
の
低
下
は
主
に
強
力
な
行
政
手

段
が
と
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

出
生
率
が
急
速
に
下
が
る
過
程
の
中
で
、

中
国
の
出
生
性
比
不
均
衡
問
題
が
発
生
し
た
。

帥
年
代
か
ら
出
生
性
比
は
上
昇
し
始
め
、
帥

年
代
に
か
け
て
上
昇
の
幅
が
さ
ら
に
大
き
く

な
っ
た
。
１
９
８
１
年
に
は
全
国
の
出
生
性

比
は
１
０
８
．
５
で
あ
っ
た
も
の
が
、
１
９

８
９
年
に
１
１
１
．
３
，
２
０
０
０
年
に
１

１
６
．
９
に
達
し
た
。
出
生
順
位
別
に
見
る

と
、
第
２
子
、
第
３
子
に
な
る
に
つ
れ
て
、

出
生
性
比
が
よ
り
高
く
な
る
。

境
衝

２
０
０
０
年
に
は
第
１
子
の
場
合
の
出
生

性
比
は
１
０
７
．
１
２
で
あ
る
の
に
対
し
、

第
２
子
で
は
１
５
１
．
９
、
第
３
子
以
上
は

１
５
９
．
４
と
急
速
に
不
均
衡
が
拡
大
す
る
。

こ
の
不
均
衡
は
都
市
農
村
別
に
も
発
生
し
て

お
り
、
２
０
０
０
年
で
都
市
部
の
出
生
性
比

が
１
１
２
．
８
１
、
鎖
で
は
１
１
６
．
５
１
、

農
村
部
の
そ
れ
は
１
１
８
．
０
８
で
あ
る
。

各
省
市
自
治
区
の
出
生
性
比
の
上
昇
の
様

相
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
お
り
、
一
つ
の

省
・
市
・
自
治
区
の
内
で
も
各
地
域
ご
と
に

状
況
が
違
っ
て
い
る
。
海
南
省
で
は
、
２
０

０
０
年
に
は
出
生
性
比
は
１
３
５
．
５
４
に

達
し
、
全
国
一
の
高
い
地
区
に
な
り
、
都
市

部
の
出
生
性
比
は
農
村
部
よ
り
著
し
く
高
い
。

中
国
の
出
生
性
比
に
つ
い
て
、
実
は
、
登

録
漏
れ
し
た
子
の
女
児
と
男
児
の
数
に
は
格

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
か
つ
て
地
方
の
中
に

は
女
児
間
引
き
現
象
が
確
実
に
あ
っ
た
の
に
、

こ
の
よ
う
な
現
象
は
少
な
か
っ
た
。
女
嬰
児

と
男
嬰
児
の
死
亡
率
の
差
は
、
厳
格
に
は
出

生
性
比
の
上
昇
に
影
響
を
与
え
な
い
。

登
録
漏
れ
や
女
嬰
児
の
間
引
き
、
乳
児
死

亡
率
の
高
さ
は
、
中
国
の
出
生
性
比
上
昇
の

重
要
な
原
因
に
な
ら
な
い
。
そ
の
主
要
な
原
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因
は
、
文
化
的
な
男
児
選
好
が
存
在
す
る
た

め
に
、
妊
娠
中
に
性
鑑
定
を
行
い
、
女
児
で

あ
っ
た
場
合
、
胎
児
の
段
階
で
中
絶
を
行
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

中
国
の
出
生
性
比
上
昇
と
超
音
波
診
断
機

普
及
は
時
間
と
地
域
に
お
い
て
一
致
し
、
基

本
的
に
出
生
時
性
比
の
上
昇
は
超
音
波
診
断

機
の
普
及
ル
ー
ト
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
。

宗
族
的
な
伝
統
や
家
族
の
規
範
、
労
働
力
の

構
造
、
老
後
の
扶
養
や
女
性
の
社
会
的
地
位

の
低
さ
な
ど
が
、
男
児
選
好
に
深
く
影
響
を

与
え
て
き
た
。

出
生
性
比
の
上
昇
や
女
児
の
死
亡
率
の
高

さ
・
出
生
率
の
低
下
や
人
口
移
動
な
ど
は
、

相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
、
結
婚
適
齢
期
に
男

女
の
性
別
構
成
に
影
響
を
与
え
、
「
婚
姻
絞
込

み
」
＊
が
生
じ
、
婚
姻
市
場
の
競
争
が
激
し
く

な
っ
て
い
く
。

２
０
０
５
年
か
ら
、
中
国
青
年
の
「
婚
姻

絞
込
み
」
が
生
じ
始
め
る
。
２
０
２
０
年
の

釦
～
羽
歳
の
婚
姻
出
産
年
齢
人
口
を
比
べ
る

と
男
性
人
口
が
女
性
人
口
よ
り
３
０
０
０
万

人
多
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
「
婚

姻
絞
込
み
」
は
厳
し
く
な
っ
て
い
く
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
男
女
結
婚
年
齢
差

が
拡
大
し
、
初
婚
年
齢
が

変
化
し
て
い
く
た
め
、
男

子
の
生
涯
未
婚
率
は
増
加

す
る
こ
と
に
な
る
。
不
本

意
な
が
ら
生
涯
未
婚
を
続

け
て
い
る
場
合
、
本
人
の

精
神
や
心
理
，
生
活
’
仕

事
な
ど
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
。
売
春
を
禁

止
し
て
い
る
中
国
で
は
、

婚
姻
問
題
は
深
刻
な
問
題

と
な
り
、
性
を
め
ぐ
る
犯

罪
は
多
く
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
い
う
問
題
は
男
女
両

方
に
被
害
を
与
え
て
お
り
、

社
会
の
安
定
に
も
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
。

＊
「
婚
姻
絞
り
込
み
」
と
は
、

結
婚
適
齢
期
に
あ
た
る
男

女
の
数
が
不
均
衡
な
の
で
、

数
の
多
い
性
は
結
婚
相
手

を
探
し
に
く
い
現
象
を
い

』
つ
。

中国1982～2000年各次人ロセンサスと１％サンプル調査の出生

出生性比 女＝100
1１８

１１６

１１４

１１２

１１０

１０８

１０６

１０４

(年）
１９８２１９８７１９９０

注：1987年・’995年は１％サンプル調査である

出所：2000年人ロセンサス結果より作成

1９９５ 2000
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ツソコ
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６
月
３
日
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
日

本
経
済
新
聞
主
催
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ

ア
の
未
来
」
に
参
加
す
る
た
め
に
来
日
し
た

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
パ
ダ
ウ
ィ
・
マ
レ
ー
シ
ア
首

相
と
中
山
太
郎
・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
会
長
、
鹿
野
道
彦
・
同
会

長
代
行
、
清
水
嘉
与
子
・
同
事
務
総
長
、
尾

Ｉ
ア
ブ
ド
ウ
ラ
・
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
と
中
山
太
郎
会
長
ら
が
会
談
Ｉ

曰
本
の
少
子
化
は
男
性
の
努
力
不
足
？

左から鹿野道彦・JPFP会長代行､中山太郎・JPFP会長、

アブドゥラ・マレーシア首相､清水嘉子・ｊＰＦＰ

事務総長、尾崎美千生・APDA常務理事

崎
美
千
生
財
ア
ジ
ア
人

口
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
）
常
務
理
事
・
事
務

局
長
が
会
談
を
行
っ
た
。

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
バ
ダ

ウ
ィ
・
マ
レ
ー
シ
ア
首

相
は
、
長
年
に
わ
た
っ

て
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
会

議
長
、
外
相
を
歴
任
し
、

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
ど
の

設
立
期
か
ら
そ
の
活
動

に
か
か
わ
る
な
ど
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
を
強
力
に
支
援
し
て
き
た
。

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
首
相
と
中
山
会
長
と
は
旧
知

の
仲
で
あ
り
、
旧
交
を
温
め
る
会
談
と
も
な
っ

た
。ま
ず
中
山
会
長
か
ら
現
在
日
本
の
少
子
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
年
金
財

政
な
ど
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
国

会
審
議
が
山
場
を
迎
え
て
い
る
、
と
話
を
切

り
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
首
相
も
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
少
子
化
の
問
題
は
そ
れ
ほ

ど
深
刻
で
は
な
い
が
、
高
齢
化
は
進
展
し
つ

つ
あ
り
、
制
度
面
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
年
金
制
度
で
は
給
与
所
得
に

リ
ン
ク
し
て
年
金
支
給
額
が
決
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
、
人
に
よ
っ
て
は
年
金
額
の
ほ
う
が
、

平
均
的
な
給
与
所
得
者
の
給
与
収
入
よ
り
も

多
く
な
る
事
例
が
出
て
い
る
。
年
金
財
政
の

長
期
的
展
望
を
考
え
れ
ば
そ
の
よ
う
な
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
は
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

現
在
調
整
中
で
あ
る
。
日
本
で
の
年
金
に
関

す
る
審
議
を
是
非
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
答
え
た
。

首
相
は
続
け
て
、
「
日
本
は
高
齢
化
と
い
わ

れ
る
が
、
お
元
気
な
中
山
先
生
を
見
て
い
る

と
問
題
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
、
ジ
ョ
ー

ク
交
じ
り
で
語
り
か
け
る
と
、
中
山
会
長
は
、

高
齢
者
が
元
気
な
の
は
良
い
こ
と
な
の
だ
が
、

日
本
で
は
女
性
の
非
婚
化
、
晩
婚
化
に
よ
っ

て
、
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
問
題
と

答
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
首
相
は
、
こ
れ
は
日
本
の

男
性
の
責
任
で
「
日
本
の
男
性
の
努
力
が
不

足
し
て
い
る
（
女
性
を
口
説
く
の
に
怠
け
て

い
る
）
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
爆
笑
が

起
こ
っ
た
。

ま
た
首
相
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
む
し
ろ

青
少
年
の
非
行
や
薬
物
乱
用
が
大
き
な
社
会

的
問
題
と
指
摘
。
組
織
暴
力
団
が
若
者
を
非

行
の
道
に
誘
い
込
ん
で
い
る
と
い
う
報
告
も

あ
る
の
で
、
政
府
と
し
て
も
断
固
た
る
処
置

を
と
る
つ
も
り
だ
と
述
べ
た
。

席
上
、
鹿
野
道
彦
・
会
長
代
行
が
元
農
水

相
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
首

相
は
、
日
本
か
ら
の
農
業
分
野
で
の
協
力
に

感
謝
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
地
方
で
は
ほ
と
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ー

日本のODA強化について

語る緒方jlCA理事長

ん
ど
農
業
に
依
存
し
て
お
り
、
農
村
工
業
な

ど
の
振
興
が
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

い
る
と
し
、
日
本
か
ら
の
農
業
技
術
の
供
与

な
ど
を
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
と
要
請
し
た
。

最
後
に
中
山
会
長
か
ら
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
昨

動
方
針
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

緒
方
理
事
長
は
「
今
日
、
世
界
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
ド
ナ
ー
国
で
あ
る
日
本
は
、
Ｏ
Ｄ

Ａ
に
よ
る
国
際
協
力
を
開
始
し
て
か
ら
卯
年

目
を
迎
え
る
が
、
日
本
が
ド
ナ
ー
国
に
な
っ

た
ば
か
り
の
１
９
５
０
年
代
は
、
戦
後
の
社

会
・
経
済
復
興
の
た
め
に
、
世
界
銀
行
な
ど

か
ら
援
助
を
受
け
て
い
た
。
わ
が
国
は
援
助

６
月
９
日
、
都
内
の
フ
ォ
ー
リ
ン
・

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
緒
方
貞
子
理
事
長
が

「
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
強
化
」
に
つ
い
て
記

者
会
見
し
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
あ
り

方
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
今
後
の
新
し
い
活

Ｏ
Ｄ
Ａ
削
減
に
懸
念

ｌ
緒
方
貞
子
・
ｊ
－
Ｃ
Ａ
理
事
長
が
記
者
会
見
Ｉ

年
実
施
し
た
「
日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け

る
人
口
と
開
発
に
関
す
る
教
育
・
啓
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
書
」
な
ど
の
英
文
資
料
を

手
渡
し
、
和
や
か
な
会
談
を
終
え
た
。

（
楠
本
修
）

国
で
あ
る
と
同
時
に
非
援
助
国
で
も
あ
っ
た
」

と
い
う
特
異
な
経
験
を
強
調
。

「
し
か
し
、
海
外
か
ら
の
支
援
で
発
展
し
て

き
た
日
本
は
、
そ
の
重
要
性
を
身
を
も
っ
て

経
験
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
は

Ｏ
Ｄ
Ａ
拠
出
額
の
減
少
な
ど
で
、
開
発
途
上

国
へ
の
支
援
活
動
に
か
げ
り
が
出
て
い
る
」

と
の
懸
念
を
表
明
し
た
。

昨
年
ｎ
月
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
理
事
長
に
就
任

し
た
同
氏
は
、
独
立
行
政
法
人
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し
て
「
現
場
主
義
」
、

「
人
間
の
安
全
保
障
」
、
「
効
果
・
効
率
性
と
迅

速
性
」
の
三
原
則
で
海
外
支
援
活
動
や
技
術

指
導
を
活
性
化
さ
せ
た
い
、
と
の
意
欲
を
示

し
、
「
開
発
途
上
国
で
支
援
活
動
を
す
る
際
、

素
早
い
対
応
と
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
に
で
き
る
だ
け
裁
量
権
を
与
え
、

効
果
的
な
活
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
人
間
の
安
全
保
障
は
、
政
府
が
国

民
の
幸
福
の
た
め
に
人
々
の
生
命
と
生
活
、

尊
厳
を
守
る
〃
上
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
“
と
、

地
域
社
会
へ
の
支
援
に
よ
り
、
個
人
の
能
力

を
向
上
さ
せ
る
〃
下
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〃

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
た
。

同
理
事
長
は
記
者
会
見
の
中
で
、
今
年
３

月
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
４
月
末
か
ら

ア
フ
リ
カ
４
カ
国
ケ
ニ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

セ
ネ
ガ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
し
た
経
験

を
踏
ま
え
て
「
ア
ジ
ア
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
支

援
活
動
の
成
果
に
よ
り
、
確
実
に
社
会
・
経

済
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
他
方
ア
フ
リ
カ
は

エ
イ
ズ
や
貧
困
、
飢
餓
、
紛
争
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
問
題
が
山
積
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
地

域
事
務
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
今
後
の
支
援

体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
た
い
」
と
述
べ
ア

フ
リ
カ
に
対
し
て
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
う
ち
現
在
ｕ
～

囮
パ
ー
セ
ン
ト
の
比
率
を
加
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
ま
で
高
め
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
木
村
亮
子
）
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財
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
の
理
事
・
評

議
員
会
が
５
月
躯
日
開
か
れ
た
。
今
年
度
は

２
年
に
一
度
の
理
事
・
評
議
員
の
改
選
期
に

当
た
り
、
午
前
中
に
行
わ
れ
た
評
議
員
会
で
、

理
事
・
監
事
が
選
任
さ
れ
た
。

ま
ず
、
後
藤
康
夫
理
事
の
退
任
が
認
め
ら

れ
、
㈱
競
馬
国
際
交
流
協
会
会
長
の
東
久
雄

氏
が
新
た
に
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、

国
連
人
口
基
金
で
事
務
局
次
長
を
務
め
た
Ｎ

斑

Ｐ
Ｏ
２
０
５
０
代
表
の
北
谷
勝
秀
氏
と
、
日

本
大
学
教
授
の
安
藤
博
文
氏
が
新
た
に
理
事

に
選
任
さ
れ
た
。
続
い
て
午
後
開
か
れ
た
理

事
会
で
は
、
平
成
焔
年
度
事
業
お
よ
び
会
計

報
告
と
評
議
員
の
再
任
・
新
任
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
た
。
新
任
評
議
員
に
は
東
京
三
菱
銀

行
顧
問
の
苅
田
吉
夫
氏
が
決
ま
っ
た
。

最
後
に
、
常
務
理
事
・
事
務
局
長
に
就
任

し
た
尾
崎
美
千
生
氏
が
「
当
協
会
は
、
岸
元

首
相
、
福
田
元
首
相
が
会
長
を
務
め
ら
れ
た

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
事
務
局
と
し

て
の
職
務
を
主
要
な
任
務
と
し
て
お
り
、
福

田
元
首
相
の
薫
陶
を
得
た
私
が
事
務
局
長
に

任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
、
何
か
深
い
因
縁
を
感

じ
て
お
り
ま
す
」
と
、
今
後
の
活
動
に
意
欲

を
示
し
た
。

新
理
事
と
新
評
議
員
の
略
歴
は
次
の
通
り
。
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東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
農
林
水
産
省
経
済

局
国
際
部
長
、
経
済
局
長
、
畜
産
局
長
、
水

産
庁
長
官
、
農
林
水
産
審
議
官
、
国
際
協
力

事
業
団
副
総
裁
を
歴
任
。
現
在
㈹
国
際
農
林

業
協
力
協
会
理
事
長
、
勵
馬
事
文
化
財
団
理

事
長
、
鰍
競
馬
国
際
交
流
協
会
会
長
。
昭
和

ｕ
年
生
ま
れ
。

国
際
基
督
教
大
学
卒
業
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立

大
学
政
治
学
部
で
修
士
号
取
得
、
ミ
シ
ガ
ン

新
任
理
事

新
任
理
事

玉
川
大
学
文
学
部
卒
業
、
立
教
大
学
大
学
院

博
士
課
程
中
退
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ニ
ュ
ー

ス
ク
ー
ル
大
学
院
に
て
経
済
を
学
ぶ
。
国
連

技
術
援
助
評
議
会
東
京
事
務
所
総
務
担
当
官
、

国
連
開
発
計
画
パ
キ
ス
タ
ン
駐
在
代
表
補
、

国
連
開
発
計
画
ミ
ャ
ン
マ
ー
駐
在
代
表
・
国

連
開
発
活
動
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
常
駐
調
整
官
、

国
連
事
務
次
長
補
・
国
連
人
口
基
金
事
務
局

次
長
、
国
連
開
発
計
画
・
国
連
人
口
基
金
上

席
顧
問
を
歴
任
。
現
在
、
「
特
定
非
営
利
法
人

２
０
５
０
」
理
事
長
。
昭
和
６
年
生
ま
れ
。

大
学
大
学
院
政
治
学
部
で
博
士
号
（
国
己
）

取
得
。
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員

会
（
〔
冒
‐
向
の
Ｑ
弓
）
人
口
部
専
門
職
員
（
在
バ

ン
コ
ク
）
、
国
連
人
口
基
金
（
ｇ
弓
勺
と
本
部

専
門
職
員
、
国
連
人
口
基
金
事
務
次
長
・
国

連
事
務
次
長
補
を
歴
任
。
現
在
、
日
本
大
学

国
際
関
係
学
部
教
授
。
昭
和
ｎ
年
生
ま
れ
。

巴歌

東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
（
国
際
関
係

論
科
）
卒
業
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
政

経
哲
学
科
卒
業
。
外
務
省
北
米
局
北
米
第
一

課
長
、
外
務
省
情
報
文
化
局
外
務
参
事
官
、

宮
内
庁
式
部
副
長
、
在
デ
ン
マ
ー
ク
国
特
命

全
権
大
使
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
（
大

使
）
、
宮
内
庁
式
部
官
長
を
歴
任
。
現
在
、
株

式
会
社
東
京
三
菱
銀
行
顧
問
、
森
ビ
ル
株
式

会
社
特
別
顧
問
。
昭
和
ｎ
年
生
ま
れ
。

新
任
評
議
員

新
任
評
議
員

《
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機関誌『人ロと開発』投稿論文を募集

財・団法人アジア人|］・開発協会は機関誌一『人口と開発』で発表する論文を募集致し

ます。テーマは、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、アジアの現状に関するも

のを優先いたします｡原則として掲載は各号１篇、原稿用紙400字詰めで20枚（8000字)。

また掲載論文の著作権は、財団法人アジア人口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利

用を妨げるものではありません。また応募論文は未発表のものに限ります。

論文応募者多数の場合には、財団法人アジア人口・開発協会内で審査し採用原稿を決

定致します。また編集の都合で、次号に掲載される場合もあります。同じ研究者による

異なった視点の論文も歓迎致します。

この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を切り開く

ようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。今後の人口と開発に関する研究

を促進することを目的としており、大学院生をはじめ、若手研究者に門戸を開くもので

す。広くご案内下さいますようお願い申し上げます。

投稿される原稿は原則としてワープロ原稿とし、そのプリントアウト原稿と使用ソフ

ト名を明記したＦＤで投稿してください｡投稿の際には原稿と同時にI応募者の略歴(写

真つき)、投稿内容に関する写真２枚も同封してください。

なお、採用された論文には薄謝（当財団規定）を進呈致します。振るってご応募下さ

い。

↑四一一一一一一一一一一一一一－－－－－－－－－－－－．－－－－－－－－．－－－－－－－－－田一F＝－－－－－－－－－－－－－－－－－－ユ’
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1二ゆうすふお－らむ

【
ワ
シ
ン
ト
ン
河
野
俊
史
】
ブ
ッ
シ
ュ

米
大
統
領
は
１
日
、
出
生
前
の
胎
児
を

独
立
し
た
人
格
と
位
置
づ
け
、
妊
娠
中

の
母
親
が
犯
罪
で
死
傷
し
た
場
合
に
は

加
害
者
を
二
つ
の
罪
で
処
罰
す
る
連
邦

法
に
署
名
、
成
立
さ
せ
た
。
人
工
中
絶

の
権
利
を
擁
護
す
る
人
権
団
体
な
ど
は

中
絶
問
題
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
懸

○
妊
娠
死
傷
時
、
二
つ
の
罪

で
加
害
者
処
罰

■岳國 に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む

繊にも蠣
米で連邦法成立

中絶擁護派は反発

家
庭
内
で
高
齢
者
を
虐
待
す
る
加
害

者
は
、
「
息
子
」
が
亜
％
で
最
も
多
い
こ

と
が
、
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
国
の
初

の
全
国
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
生

命
に
か
か
わ
る
危
険
な
状
態
」
に
至
る

事
例
が
一
割
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
淳

念
し
、
反
発
し
て
い
る
。

新
た
な
連
邦
法
は
「
出
生
前
被
害
者

に
対
す
る
暴
力
処
罰
法
」
。
キ
リ
ス
ト
教

保
守
派
へ
の
配
慮
か
ら
大
統
領
が
法
制

化
を
強
く
支
持
し
、
下
院
は
２
４
５
対

１
６
３
、
上
院
も
□
対
兇
で
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
て
い
た
。

四口》
息
子
が
加
害
者
躯
％

。
厚
労
省
調
査
？
被
害
者
布
％
女
性

き
彫
り
に
な
る
一
方
、
虐
待
に
気
が
付

い
た
在
宅
介
護
支
援
の
専
門
職
の
九
割

が
、
対
応
は
困
難
と
感
じ
て
い
る
こ
と

も
分
か
っ
た
。

調
査
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
さ

れ
た
医
療
経
済
研
究
機
構
が
、
昨
年
十

新
法
は
、
出
生
前
被
害
者
に
つ
い
て
「
子

宮
の
中
に
い
る
す
べ
て
の
成
長
段
階
の

胎
児
」
と
定
義
し
、
受
精
直
後
か
ら
法
的

に
保
護
さ
れ
る
独
立
し
た
人
格
が
生
じ

る
こ
と
を
明
記
。
加
害
者
は
母
親
だ
け

で
な
く
、
胎
児
に
対
し
て
も
罪
を
負
う
こ

と
を
連
邦
法
と
し
て
初
め
て
規
定
し
た
。

米
国
で
は
羽
の
州
が
そ
れ
ぞ
れ
の
州

法
で
胎
児
を
被
害
者
と
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
。
し
か
し
、
中
絶
容
認
派
は
、

刑
事
事
件
で
胎
児
を
独
立
し
た
人
格
と

認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
法
的
な
中

絶
の
権
利
な
ど
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を

懸
念
。
民
主
党
の
大
統
領
候
補
に
な
る

ケ
リ
ー
上
院
議
員
も
上
院
の
採
決
で
反

対
票
を
投
じ
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
叫
・
４
．
３
夕
刊
）

｜
月
か
ら
今
年
一
月
に
か
け
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
や
病
院
な
ど
全
国
の
在
宅

介
護
関
係
機
関
約
一
万
六
千
八
百
か
所

を
対
象
に
実
施
。
こ
の
う
ち
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
か
な
め
と
な
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
把
握
し
た
千
九
百
九
十
一
事
例
を
分

析
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
虐
待
さ
れ
た
高
齢

者
の
平
均
年
齢
は
八
十
一
・
六
歳
で
、

拓
％
は
女
性
。
加
害
者
は
、
介
護
者
と

し
て
は
少
数
派
と
見
ら
れ
る
「
息
子
」

が
蛇
％
と
突
出
し
、
「
息
子
の
配
偶
者
壺
逐
」

ｎ
％
）
、
「
娘
」
（
肥
％
）
、
「
夫
」
（
ｎ
％
）

●
胎
児
に
も
人
格
ｌ
米
で
法
…
…
刺

●
息
子
が
虐
待
加
害
者
鉋
％
…
…
卿

●
」
子
供
の
数
、
瀦
年
連
続
減
…
…
躯

●
温
暖
化
・
関
東
は
南
九
州
…
…
帽

●
汗
筋
歳
以
上
二
四
。
。
｛
万
人
一
…
…
伯

●
出
生
率
低
下
「
一
・
二
九
」
…
佃

●
出
生
率
東
京
一
・
○
割
る
…
…
妬

●
若
者
減
り
年
金
不
信
加
速
『
…
・
妬

●
嵩
濡
期
に
尚
不
安
Ｂ
日
割
一
斗
…
：
〃

も<Ｕ
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と
続
い
た
。
「
妻
」
は
９
％
と
少
な
か
っ

た
。虐
待
の
種
類
（
複
数
回
答
）
は
、
「
心

理
的
虐
待
」
が
出
％
で
最
も
多
く
、
次

い
で
「
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
」

が
兜
％
、
「
身
体
的
虐
待
」
が
釦
％
。
ま

た
、
虐
待
が
最
も
深
刻
だ
っ
た
時
の
高

齢
者
は
、
「
生
命
に
か
か
わ
る
危
険
な
状

態
」
が
ｎ
％
、
「
心
身
の
健
康
に
悪
影
響

が
あ
る
状
態
」
が
Ⅲ
％
。
｜
方
、
加
害

者
の
別
％
が
虐
待
を
自
覚
し
て
い
な
か
っ

た
。虐
待
の
原
因
（
複
数
回
答
）
は
、
「
虐

待
者
の
性
格
や
人
格
」
卯
％
、
「
高
齢
者

と
虐
待
者
の
人
間
関
係
」
妃
％
な
ど
加

害
者
自
身
の
資
質
に
関
す
る
も
の
が
多

い
が
、
「
介
護
疲
れ
」
「
痴
ほ
う
に
よ
る

総
務
省
は
４
日
、
今
年
４
月
１
日
現

在
の
子
供
（
巧
歳
未
満
）
の
数
は
１
７

８
１
万
人
で
、
前
年
よ
り
別
万
人
減
り
、

過
去
最
低
を
更
新
し
た
と
発
表
し
た
。

減
少
は
泌
年
連
続
。
総
人
口
に
占
め
る

割
合
も
前
年
比
０
．
２
博
減
の
⑬
・
９
％

四回

子
供
の
数
、
羽
年
連
続
減

一
七
八
一
万
・
人
、
・
総
人
ロ
比
Ⅱ
％
切
る

言
動
の
混
乱
」
各
訂
％
な
ど
、
介
護
負

担
に
か
ら
む
も
の
も
目
立
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
九
割
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
対
応
は
困
難
と
感
じ
、
そ
の
理
由
は

「
虐
待
者
が
介
入
を
拒
む
」
犯
％
、
「
技

術
的
に
難
し
い
」
弘
％
な
ど
だ
っ
た
。

高
齢
者
の
心
身
に
傷
を
負
わ
せ
る
人

権
侵
害
の
行
為
。
殴
る
け
る
な
ど
の
身

体
的
虐
待
、
の
の
し
る
、
無
視
す
る
な

ど
の
心
理
的
虐
待
、
食
事
を
与
え
な
い

な
ど
の
介
護
や
世
話
の
放
棄
・
放
任
、

財
産
を
勝
手
に
使
う
な
ど
の
経
済
的
虐

待
、
性
的
虐
待
が
あ
る
。

（
読
売
新
聞
叫
・
４
．
泊
朝
刊
）

と
釦
年
連
続
低
下
し
、
過
去
最
低
を
更

新
し
た
。

同
省
が
「
こ
ど
も
の
日
」
に
ち
な
ん

で
推
計
し
た
。
男
女
別
で
は
、
男
９
１

３
万
人
、
女
８
６
８
万
人
。
年
齢
別
で

は
、
皿
～
以
歳
３
６
７
万
人
▽
９
～
、 総務省推計

歳
３
６
１
万
人
▽
６
～

８
歳
３
５
６
万
人
▽
３
～

５
歳
３
５
３
万
人
▽
０
～

２
歳
３
４
４
万
人
ｌ

と
、
年
齢
が
下
が
る
ほ

ど
、
子
供
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。

子
供
の
割
合
は
１
９

５
０
年
に
は
総
人
口
の

３
分
の
１
を
超
え
て
い

た
。
都
道
府
県
別
（
昨

年
、
月
１
日
現
在
）
で

割
合
が
最
も
高
い
の
は
、

沖
縄
県
の
四
・
０
％
。

次
い
で
滋
賀
県
咀
．

７
％
、
俳
賓
県
咀
・
５
％
。

低
い
の
は
東
京
都
⑫
．

０
％
、
秋
田
県
ｎ
．
７
％
、

↑

高
知
県
過
・
１
％
だ
っ

た
。各
国
と
子
供
の
割
合
を
比
較
し
て
も
、

日
本
の
Ｂ
・
９
％
は
最
低
水
準
。
中
国

は
犯
・
４
％
、
米
国
は
ｎ
．
０
％
、
英

年代別人ロの割合の推移(総務省の発表資料から）
６５歳

０～14歳１５～64歳以上

国
は
肥
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

【
宮
田
哲
］

（
毎
日
新
聞
叫
・
５
．
５
朝
刊
） 0４
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i■:鶇
已総人口の19%に

政
府
は
八
日
の
閣
議
で
、
高
齢
化
の

現
状
を
ま
と
め
た
二
○
○
四
年
版
「
高

気
象
庁
は
７
日
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
が
高
水
準
の
ま
ま
続
い
て
地
球
温

暖
化
が
進
む
と
、
２
１
０
０
年
に
は
関

東
地
方
の
夏
（
７
月
末
～
８
月
）
は
「
九

州
南
部
と
同
じ
く
ら
い
の
暑
さ
に
な
る
」

と
の
予
測
を
発
表
し
た
。

予
測
に
は
、
同
庁
が
開
発
し
た
高
性

能
の
気
候
予
測
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ

函

鵬化この鹸勘ぱ

関東にr南j1UN|｣に

2100年議橡庁が予測

齢
社
会
白
書
」
を
決
定
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人

口
は
、
二
○
○
一
一
一
年
十
月
一
日
現
在
で

二
千
四
百
三
十
一
万
人
と
な
り
、
総
人

口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
前

年
比
０
．
５
蘇
増
の
四
・
０
％
で
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
こ
の
う
ち
男
性
は

千
二
十
六
万
人
で
、
初
め
て
一
千
万
人

を
突
破
。
ま
た
、
百
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、
同
九
月
現
在
で
二
万
人
を
超
え
、

五
年
間
で
倍
増
し
た
。

白
書
で
は
、
日
本
の
高
齢
化
率
は
二

グ
ラ
ム
を
使
用
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
が
年
に
１
．
３
％
ず
つ
増
加
す
る
な

ど
の
条
件
で
、
晴
れ
て
風
の
弱
い
典
型

的
な
夏
の
日
の
気
候
が
ど
う
変
化
す
る

か
を
探
っ
た
。

そ
の
結
果
、
１
日
の
平
均
気
温
は
現

在
に
比
べ
、
東
京
の
都
心
部
で
約
１
度
、

そ
れ
以
外
で
は
約
１
．
５
度
上
昇
す
る
。

現
在
は
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
る
最
高
気

温
調
度
以
上
と
な
る
地
域
が
内
陸
部
の

広
範
囲
に
拡
大
。
最
低
気
温
が
泌
度
以

上
の
「
熱
帯
夜
」
の
地
域
も
、
東
京
湾

岸
の
一
部
か
ら
関
束
ほ
ぼ
全
域
に
広
が

る
と
い
う
。

【
鯨
岡
秀
紀
］

（
毎
日
新
聞
叫
・
６
．
８
朝
刊
）

○
一
五
年
に
妬
・
０
％
、
二
○
五
○
年

に
は
詣
・
７
％
に
達
す
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

労
働
力
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以

上
の
割
合
は
、
前
年
と
同
じ
７
．
３
％
。

今
後
、
若
年
層
の
労
働
力
人
口
が
減
少

に
転
じ
る
た
め
、
二
○
’
五
年
に
皿
．

９
％
、
二
○
二
五
年
に
は
ｎ
．
０
％
に

上
昇
す
る
見
込
み
だ
。

（
読
売
新
聞
叫
・
６
．
８
夕
刊
）

日
本
人
女
性
１
人
が
産
む
子
ど
も
の

平
均
数
を
示
す
「
合
計
特
殊
出
生
率
」

が
、
⑫
年
の
１
・
鉈
か
ら
的
年
に
１
．

羽
へ
低
下
し
、
戦
後
初
め
て
１
．
２
台

に
落
ち
込
む
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
近
く

厚
生
労
働
省
が
確
定
値
を
発
表
す
る
。

政
府
の
基
本
的
な
想
定
を
外
れ
る
水
準

で
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
社
会
保

●
経
済
活
力
ぞ
ぐ
恐
れ

、函

日
本
の
出
生
率
は
巧
年
以
降
、

出
走
生
率
低
下
１
．
別

冊
年
政
府
想
定
を
下
回
る

一
降
、
低
下

Ｉ

傾
向
が
続
く
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な

ど
他
の
先
進
国
で
は
近
年
、
少
子
化
の

進
行
に
ほ
ぼ
歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
り
、

専
門
家
が
「
超
少
子
化
」
と
指
摘
す
る

国
の
な
か
で
も
、
日
本
の
現
状
は
突
出

し
て
い
る
。

日
本
の
人
口
は
従
来
の
予
想
で
も
３

年
後
に
減
少
に
転
じ
る
。
出
生
率
の
低

下
傾
向
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
労
働
力

や
消
費
の
減
少
に
よ
る
企
業
活
動
の
低

迷
、
経
済
成
長
の
鈍
化
や
地
域
社
会
の

活
力
低
下
な
ど
が
、
よ
り
現
実
味
を
帯

び
て
く
る
。

政
府
は
妬
年
度
か
ら
本
格
的
な
少
子

陣
制
度
の
設
計
や
将
来
の
経
済
活
動
な

ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

強
い
。
今
回
の
年
金
改
革
で
政
府
・
与

党
が
公
約
し
た
「
現
役
世
代
に
対
す
る

給
付
水
準
別
％
の
維
持
」
も
前
提
が
揺

ら
ぐ
こ
と
に
な
り
、
論
議
を
呼
ぶ
の
は

必
至
だ
。
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、
Ⅲ
Ｈ
合
計
特
殊
出
生
率

化
対
策
に
着
手
。
育
児
休
業
制
度
の
整

備
、
病
気
の
子
ど
も
の
看
護
休
暇
制
度

の
普
及
促
進
、
保
育
所
の
充
実
な
ど
の

子
育
て
支
援
や
、
乳
幼
児
や
妊
婦
へ
の

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
進
め
て
き
た

が
、
十
分
な
効
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

四
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
推
計
１

１
２
万
１
千
人
で
前
年
よ
り
３
万
３
千

人
減
っ
た
。
近
年
の
出
生
数
１
万
人
は
、

ほ
ぼ
出
生
率
０
．
Ⅲ
矧
分
に
あ
た
る
。

出
生
率
の
低
下
は
、
加
代
の
女
性
が
、

今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
を
産
ま
な
く
な
っ

女
性
１
人
が
咀
歳
か
ら
伯
歳
ま

間
に
産
む
子
ど
も
の
数
の
平
均
。

代
か
ら
先
進
国
で
出
生
率
の
低
下

立
ち
始
め
た
。
日
本
と
同
じ
よ
う

合計特殊出生率の実績と推計の推移

ｊ
■
５
（
Ⅱ
〕
（
ｕ
〕
（
ｘ
Ｕ
ｌ
『
Ｊ
Ｊ
【
、
】
Ｆ
【
】
△

【
夕
』
、
夕
』
■
■
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
４
０
０
４
■
Ⅱ
。
■
Ｉ
凸

《
ロ
計
特
殊
出
生
率

フト￣ま

|こが７０で

少目年の

1.4

1.3

1.2

1.1

て
い
る
の
が
大
き
な
要
因
だ
。
も
と
も

と
年
齢
別
の
出
生
率
は
加
代
後
半
が
最

も
高
い
が
、
現
在
の
加
代
は
、
人
口
が

少
な
い
う
え
に
晩
婚
化
が
進
ん
で
お
り
、

全
体
の
出
生
率
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
屹
年
１
月
に
公
表
し
た
予
測
は
三
つ

あ
り
、
生
涯
未
婚
率
の
全
国
平
均
に
基

づ
く
中
間
的
な
予
測
（
中
位
推
計
）
の

場
合
、
肥
年
の
出
生
率
を
１
・
記
と
算

出
。
そ
の
後
、
Ｗ
年
に
１
．
刈
台
で
底

を
打
ち
、
卯
年
に
か
け
て
徐
々
に
１
。

子
化
に
悩
ん
で
き
た
イ
タ
リ
ア
（
屹

年
１
．
妬
）
や
ド
イ
ツ
（
皿
年
１
．

蛆
）
は
男
性
の
育
児
支
援
な
ど
に

力
を
入
れ
、
上
向
き
傾
向
だ
。
フ

85年90950005101520253035404550

ラ
ン
ス
は
育
児
休
業
中

の
養
育
手
当
な
ど
を
充

実
、
弘
年
の
１
．
価
を

底
に
屹
年
は
１
．
銘
に

回
復
し
た
。
育
児
休
業

中
の
所
得
保
障
を
す
る

親
保
険
が
あ
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
（
屹
年
１
．
筋
）

も
下
げ
止
ま
っ
て
い
る
。

公
的
年
金
を
は
じ
め

各
種
の
社
会
保
障
制
度

の
設
計
で
は
、
合
計
特

殊
出
生
率
な
ど
の
将
来

推
計
が
前
提
に
な
っ
て

い
る
。

公
的
年
金
の
保
険
料

の
引
き
上
げ
と
給
付
水

準
の
引
き
下
げ
が
柱
の

羽
近
く
に
回
復
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
５
～
６
年
ご
と

に
改
訂
さ
れ
た
中
位
推
計
は
、
帥
年
代

か
ら
下
方
修
正
が
続
い
て
い
る
Ⅱ
グ
ラ

フ
。
東
京
都
の
生
涯
未
婚
率
を
基
準
に

し
た
最
も
低
い
予
測
（
低
位
推
計
）
で

は
、
Ⅲ
年
の
出
生
率
が
１
．
胡
、
皿
年

が
１
．
羽
、
冊
年
が
１
・
”
と
な
っ
て

お
り
、
現
状
は
ほ
ぼ
１
年
遅
れ
で
低
位

年
金
改
革
法
で
、
政
府
・

与
党
は
厚
生
年
金
の
モ
デ
ル
世
帯
（
蛆

年
勤
続
の
会
社
員
と
専
業
主
婦
の
妻
）

の
受
給
開
始
時
点
の
水
準
に
つ
い
て
、
「
現

役
世
代
の
手
取
り
年
収
に
対
し
て
別
％
」

を
維
持
す
る
と
説
明
。
厚
生
労
働
省
が

示
し
た
試
算
で
は
、
現
行
の
弱
・
３
％

か
ら
、
印
・
２
％
ま
で
低
下
す
る
こ
と

●
年
金
改
革
の
前
提
揺
ら
ぐ

出生率の違いによる厚生年金
の給付水準の変化

'５５ (％）

5002 推
計
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。

政
府
は
、
対
応
の
強
化
の
た
め
、
６

月
初
め
に
は
「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」

を
閣
議
決
定
。
皿
年
度
中
に
新
た
な
具

体
策
（
新
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）
を
ま

と
め
る
が
、
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
て
、
よ
り
子
育
て
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
が
課
題
に
な

り
そ
う
だ
。

に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
の

は
出
生
率
の
中
位
推
計
。
そ
の
水
準
を

下
回
っ
た
場
合
、
将
来
の
年
金
制
度
の

担
い
手
が
減
り
、
年
金
財
政
が
想
定
以

上
に
悪
化
す
る
。
収
支
の
均
衡
に
は
、

改
革
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
給
付
抑
制
策

４

4５

0.5

7.4

4０

<注>iJ
66年生まれのモデル世帯。
厚労省試算｡水準は､現役世代
の平均的手取り年収との比較

3５

3０
65歳時点７５歳８５歳
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にゆうすふお－らむ

厚
生
労
働
省
は
十
日
、
二
○
○
三
年

の
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
を
正
式
に

発
表
し
た
。
｜
人
の
女
性
が
生
涯
に
産

む
子
供
の
数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
は
、

前
年
の
１
．
記
を
大
き
く
下
回
り
、
過

去
最
低
の
１
．
羽
と
な
っ
た
。
全
国
で

最
も
合
計
特
殊
出
生
率
が
低
い
東
京
都

で
は
０
．
９
９
８
７
と
な
り
、
全
国
で

初
め
て
１
．
０
を
割
り
込
ん
だ
。
急
速

な
少
子
化
の
進
展
は
、
年
金
改
革
関
連

法
の
前
提
を
崩
し
、
社
会
保
障
制
度
に

影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
力

人
口
減
少
な
ど
経
済
成
長
に
も
懸
念
材

を
、
よ
り
長
期
間
続
け
る
な
ど
の
追
加

的
な
対
応
が
必
要
に
な
る
。

厚
労
省
は
、
出
生
率
が
中
位
推
計
よ

り
低
い
低
位
推
計
で
推
移
す
る
と
、
給

付
抑
制
の
期
間
が
長
く
な
り
、
モ
デ
ル

の
水
準
の
下
限
は
舶
年
生
ま
れ
以
降
の

世
代
で
、
妬
・
４
％
ま
で
下
が
る
Ⅱ
グ

ラ
フ
Ⅱ
と
の
試
算
も
示
し
て
い
る
。

一
方
で
、
年
金
改
革
法
で
は
、
給
付

開
始
時
点
の
水
準
が
帥
％
を
割
る
場
合
、

函．出生膜一Ⅷ哺肥年詳關乃一一九‐

制
度
設
計
を
見
直
す
こ
と
も
嫌
り
込
ん

で
い
る
。
こ
の
た
め
，
出
生
率
の
低
下

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
今
回

の
年
金
制
度
の
設
計
は
、
早
期
に
大
幅

な
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
必
至
だ
。

７
月
の
参
院
選
で
も
、
今
回
の
年
金

改
革
の
妥
当
性
が
改
め
て
争
点
に
な
り

そ
う
だ
。

（
朝
日
新
聞
叫
・
６
．
相
朝
刊
）

科
と
な
る
の
は
確
実
だ
。

人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
二
○
○

三
年
に
生
ま
れ
た
子
供
の
数
は
、
前
年

よ
り
三
万
二
十
七
人
少
な
い
百
十
二
万

三
千
八
百
二
十
八
人
と
な
り
、
二
○
○

一
年
か
ら
三
年
連
続
で
減
少
。
厚
労
省

は
、
出
生
率
低
下
に
つ
い
て
①
二
○
○

○
年
や
二
○
○
｜
年
に
比
べ
、
二
○
○

三
年
の
結
婚
件
数
が
減
少
し
た
②
女
性

の
出
産
年
齢
が
上
昇
し
て
い
る
ｌ
な

ど
と
分
析
し
て
い
る
。

同
統
計
に
よ
る
と
、
二
○
○
三
年
に

結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
、
七
十
四
万
二

昇
し
た
。

勺
・
』

０

つ
』

２

出
生
率
の
低
下
は
、

政
府
の
予
測
を
上
回
る
速
さ
で
進
ん
で

い
る
。
政
府
が
二
○
○
一
年
一
月
に
公

表
し
た
将
来
人
口
推
計
（
中
位
推
計
）

で
は
、
二
○
○
三
年
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
前
年
実
績
値
と
同
じ
１
・
鉈
に
と

ど
ま
る
と
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
大

き
く
下
回
っ
た
。

年
金
改
革
関
連
法
は
、
こ
の
人
口
推

計
に
基
づ
き
、
保
険
料
と
給
付
水
準
に

つ
い
て
の
財
政
見
通
し
を
計
算
。
新
た

に
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
人
の
給
付
水

準
（
夫
が
四
十
年
加
入
、
妻
が
専
業
主

婦
の
モ
デ
ル
世
帯
の
場
合
）
に
つ
い
て
、

二
○
○
五
年
度
か
ら
引
き
下
げ
、
二
○

二
三
年
度
以
降
は
現
役
世
代
の
平
均
的

所
得
の
印
％
を
確
保
す
る
と
し
て
い
る
。

少
子
化
傾
向
が
継
続
す
れ
ば
、
年
金
財

政
の
見
通
し
に
狂
い
が
生
じ
る
。

百
二
十
組
で
、
前
年

よ
り
一
万
七
千
百
十

一
組
減
少
。
女
性
が

一
人
目
の
子
供
を
産

む
平
均
年
齢
は
、
二

○
○
三
年
は
二
十
八
・

六
歳
と
な
り
、
一
九

六
五
年
の
二
十
五
・

七
歳
よ
り
約
三
歳
上

合計特殊出生率の

厚
生
労
働
省
は
「
出
生
率
低
下
は
、

｜
時
的
な
も
の
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
年
金
財
政
の
見

通
し
が
狂
う
こ
と
は
な
い
が
、
動
向
を

注
視
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
叫
・
６
．
ｍ
朝
刊
）

Ⅱ
６
４
７
－

ま＝ず．に－１

－議爪’ ＡＡ

９７０８０

ＡＡ

９０２０００

Ａ

ＩＯ

」Ａ

２０２５
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政
府
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
は
約
５
年
に
１
度
、
人
口
推
計

を
公
表
し
て
い
る
。
標
準
の
「
中
位
」

▽
改
善
を
見
込
ん
だ
「
高
位
」
▽
悲
観

ケ
ー
ス
の
「
低
位
」
の
３
種
類
で
、
年

金
な
ど
政
策
立
案
の
前
提
に
し
て
い
る

の
は
す
べ
て
中
位
推
計
だ
。

屹
年
公
表
の
中
位
推
計
で
は
、
肥
年

－.●つゅ･－Ｗトーつり￣･UD-放百一qP-司伊一・p￣■･￣ヰレーつめ－句

囮

出
生
率
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
厚
生
労
働
省
が
ｎ
日
発
一

表
し
た
田
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
政
府
の
屹
年
推
計
を
下
回
り
、

１
．
羽
に
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
「
誤
算
」
は
、
改
正
し
た
ば
か
り
の

年
金
設
計
を
大
き
く
揺
る
が
す
。
政
府
が
約
束
し
た
「
副
％
給
付
」

の
確
保
は
不
透
明
に
な
り
、
「
年
金
不
信
」
に
拍
車
が
か
か
る
の
は
避

け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
出
生
率
低
下
は
ま
た
、
経
済
成
長
の
足
を
引
っ

張
り
、
過
疎
化
に
よ
る
地
域
崩
壊
な
ど
に
も
つ
な
が
る
。
だ
が
、
抜

本
策
は
見
え
な
い
。

【
吉
田
啓
志
］

若
者
減
り
年
金
不
信
加
速

ｒ
出
生
率
過
去
最
低
一
二
一
九

は
屹
年
と
同
じ
１
．
兜
で
、
Ⅳ
年
に
１
．

３
０
６
で
下
げ
止
ま
り
、
犯
年
以
降
は

１
．
羽
近
く
に
回
復
す
る
と
予
測
し
て

い
た
。

年
金
は
そ
う
し
た
推
計
誤
り
の
影
響

を
強
く
受
け
る
。

先
週
成
立
し
た
年
金
改
革
法
は
、
現

在
年
収
の
田
・
詔
％
（
労
使
で
半
分
ず

剛
％
給
付

不
透
明
に

－.いつｏＤ－ｊ－■トーq抄－０の一゛■ロー■o-db-剤トー･OP-dDo-

つ
負
担
）
の
厚
生
年
金
保
険
料
率
を
段

階
的
に
引
き
下
げ
、
Ⅳ
年
度
以
降
昭
・

釦
％
に
固
定
す
る
。
一
方
で
現
在
現
役

世
代
の
平
均
手
取
り
月
収
の
砠
・
３
％

の
厚
生
年
金
給
付
水
準
（
夫
は
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
き
、
妻
が
専
業
主
婦
の
モ
デ

ル
世
帯
の
受
給
開
始
時
）
は
引
き
下
げ

る
が
，
詔
年
度
以
降
は
釦
％
を
維
持
す

る
。
「
年
金
不
安
」
払
し
ょ
く
を
狙
い
、

負
担
の
上
限
、
給
付
の
下
限
を
同
時
に

合計特殊出生率と出生数の推移
300
万

250

５

４

200

150 ３

100

２

5０

０ １9４７５０５５６０６５７０７５8０８５９０９５０２ 03年

率
の
公
表

が
年
金
改

革
法
の
成

立
後
に

な
っ
た
こ

と
に
つ
い

て
も
、
渓

案
へ
の
影

響
を
考
え

隠
し
て
い

設
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
設
計

は
根
底
か
ら
覆
る
こ
と
に
な
る
。
低
位

推
計
を
た
ど
っ
た
場
合
、
訓
年
の
出
生

率
は
１
．
ｍ
ま
で
落
ち
込
み
、
現
役
世

代
が
少
な
く
な
る
た
め
、
厚
生
年
金
の

将
来
の
給
付
水
準
も
妬
・
４
％
ま
で
低

下
す
る
。

厚
労
省
は
給
付
の
下
限
維
持
を
優
先

す
る
考
え
で
、
そ
の
場
合
、
①
保
険
料

の
上
限
引
き
上
げ
②
消
費
税
を
含
む
増

税
③
年
金
支
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ
⑳

年
金
積
立
命
取
り
崩
し
を
早
め
る
ｌ

な
ど
の
対
応
を
と
る
こ
と
に
な
る
が
、

④
は
問
題
の
先
送
り
に
過
ぎ
な
い
。

民
主
党
の
藤
井
裕
久
幹
事
長
は
ｎ
日

の
記
事
会
見
で
、
「
年
金
は
仕
組
み
根
幹

か
ら
狂
っ
て
い
る
、
も
う
破
た
ん
し
て

い
る
」
と
述
べ
、
制
度
の
早
期
の
見
直

し
が
必
要
と
の
考
え
を
示
し
た
。
出
生

厚生年金給付水準の推移(％）

６５歳７５歳８５歳

中位推計５０．２４５．１４０．５

低位推計４６．４４１．６３７．４

注：1966年生まれの夫婦のモ

デル世帯。数字は現役世代の

平均手取り月収に対する割合
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こゅうすふお－らむ

一
一
つ
←
Ｌ
Ａ
Ｑ
、

た
。
姑
息
だ
」
（
民
主
党
幹
部
）
と
の
批
判
が
野
党
か
ら
出
て
い
る
。

と
す
る
子
ど
も
数
」
は
２
．
ｎ
人
。
し
政
府
は
こ
う
し
た
事
例
を
参
考
に
‐

か
し
「
予
定
す
る
子
ど
も
数
」
は
１
．
若
い
夫
婦
へ
の
「
経
済
支
援
」
に
力
点

明
人
だ
。
そ
の
差
の
理
由
は
「
金
が
掛
を
置
い
て
い
る
が
、
政
府
の
社
会
保
障

少
子
化
対
策
、
効
果
簿
く
Ｆ

か
る
か
ら
」
が
８
割
を
占
め
る
。

審
議
会
で
は
、
女
性
の
就
労
形
態
の
変

フ
ラ
ン
ス
で
は
３
人
の
子
ど
も
を
９
化
や
、
出
産
よ
り
も
自
ら
の
生
き
方
を

政
府
の
人
口
推
計
は
修
正
を
繰
り
返
政
府
は
胡
年
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
年
間
養
育
し
た
男
女
に
年
金
額
を
、
％
尊
重
し
始
め
た
こ
と
も
出
生
率
低
下
に

し
て
い
る
。
師
年
公
表
の
中
位
推
計
は
、
急
落
し
た
「
１
．
師
シ
ョ
ッ
ク
」
を
き
っ
加
算
す
る
な
ど
し
、
出
生
率
を
拠
年
の
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
出
て
い

別
年
の
同
出
生
率
を
１
．
日
と
予
想
。
か
け
に
少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
１
・
閉
か
ら
胆
年
に
１
・
銘
に
回
復
さ
る
。
政
府
は
昨
年
、
自
治
体
や
大
企
業

低
位
推
計
を
１
．
鍋
と
見
込
ん
で
い
た
。
た
。
今
回
の
年
金
改
革
法
に
も
、
育
児
せ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
子
ど
も
が
に
少
子
化
対
策
の
行
動
計
画
作
り
を
義

そ
れ
が
５
年
後
の
旧
年
に
は
、
中
位
椎
休
業
中
の
人
の
年
金
保
険
料
免
除
期
間
４
歳
に
な
る
間
に
所
得
が
減
っ
て
も
、
務
づ
け
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

計
を
師
年
低
位
推
計
に
近
い
１
．
羽
に
を
現
行
の
１
年
か
ら
３
年
に
延
長
す
る
年
金
計
算
は
①
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
法
を
作
っ
た
が
、
少
子
化
に
伴
う
年
金

下
方
修
正
し
た
。

こ
と
を
滞
り
込
ん
だ
。
児
童
手
当
の
支
年
の
所
得
②
）
年
金
加
入
期
間
の
平
均
所
財
政
の
悪
化
↓
若
い
世
代
の
将
来
不
安

低
位
推
計
は
東
京
都
の
生
涯
未
婚
率
給
対
象
の
拡
大
や
不
妊
治
療
に
対
す
る
得
の
巧
％
③
現
行
所
得
に
基
礎
額
（
約
増
大
↓
｜
層
の
少
子
化
進
行
１
１
－
と
い

を
基
準
に
算
定
し
て
い
る
。
、
年
１
．
助
成
制
度
も
設
け
る
。
し
か
し
、
出
生
印
万
円
）
を
上
乗
せ
し
た
金
額
－
１
‐
Ｉ
の
う
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。

釦
▽
⑫
年
１
．
羽
▽
肥
年
１
・
”
と
兇
率
低
下
は
底
な
し
の
様
相
だ
。

３
通
り
か
ら
最
も
有
利
な
も
の
を
充
て
（
毎
日
新
聞
叫
・
６
・
川
朝
刊
）

込
ん
だ
が
、
実
績
値
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
１
政
府
の
出
生
動
向
基
本
調
査
に
よ
る
る
な
ど
の
対
策
で
、
皿
年
に
１
・
斫
だ
っ

年
遅
れ
で
た
ど
る
形
で
推
移
し
て
い
る
。
と
、
結
婚
５
年
未
満
の
夫
婦
が
「
理
想
た
出
生
率
は
囮
年
に
１
．
鹿
に
伸
び
た
。

婿
化
に
加
え
出
産
し
な
い
ケ
ー
ス
も
織

函
高
齢
期
に
「
不
安
」
ｓ
割

り
込
ん
だ
」
と
自
信
を
示
し
て
い
た
。

全
国
の
別
～
釦
代
各
１
０
０
０
人
、
印

１
．
羽
は
こ
の
推
計
に
疑
念
を
強
く
突

内
閣
府
成
人
６
０
０
０
人
調
査
を
対
象
に
初
め
て
実
施
さ
れ
・
回
答
率

き
付
け
る
も
の
と
な
る
が
、
厚
労
省
は

二
時
的
現
象
」
と
主
張
し
て
い
る
。
川

は
髄
・
７
％
・

年
の
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
婚
」
な
ど
の
駆
け
高
齢
期
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
て
も
給
付
水
準
を
維
持
す
べ
き
だ
」
と
高
齢
期
の
生
活
に
不
安
を
「
多
少
感

込
み
結
婚
の
反
動
で
婚
姻
件
数
が
減
っ
る
人
が
８
割
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
肥
考
え
る
人
は
６
割
近
く
を
占
め
、
給
付
じ
て
い
る
」
は
釦
・
６
％
、
「
大
い
に
感

た
こ
と
を
出
生
数
減
に
結
び
付
け
て
い
日
、
内
閣
府
が
発
表
し
た
「
年
齢
・
加
を
維
持
す
る
た
め
に
消
費
税
率
の
引
き
し
て
い
る
」
は
釦
・
０
％
で
、
不
安
屑

る
。
た
だ
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
婚
な
ど
の
影
齢
に
対
す
る
考
え
方
に
関
す
る
意
識
調
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
と
の
回
答
も
約
は
別
・
６
％
に
達
し
た
。
「
あ
ま
り
感
じ

響
は
皿
年
、
胆
年
に
見
ら
れ
て
も
い
い
査
」
で
分
か
っ
た
。
年
金
や
医
療
な
ど
３
割
に
上
る
な
ど
、
老
後
不
安
の
深
刻
て
い
な
い
」
は
焔
・
８
船
、
「
ま
っ
た
く

は
ず
だ
が
．
そ
の
兆
候
は
な
い
。
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
「
負
担
が
増
え
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

感
じ
て
い
な
い
」
は
わ
ず
か
２
．
４
％

胆
年
推
計
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
「
晩
；
；
，
，
；
，

く
く
く
…
…
く
…
…
…
…
…
…
；
…
…
…
…
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社
会
保
障
の
給
付
水
準
に
つ
い
て
は
、

訂
・
８
％
が
「
維
持
す
べ
き
だ
」
と
回

答
。
維
持
す
る
手
段
は
「
消
費
税
な
ど

の
増
税
に
よ
る
全
世
代
の
負
担
増
」
が

剖
・
０
％
で
最
多
。
「
給
付
水
準
が
下
が
っ

て
も
負
担
を
増
や
す
べ
き
で
な
い
」
は

だ
っ
た
。
年
代
別
で
不
安
層
の
割
合
が

最
も
高
か
っ
た
の
は
卯
代
の
ｗ
・
１
％
・

加
代
で
も
氾
・
２
％
に
達
し
、
乃
歳
以

上
の
鉛
・
７
％
が
最
低
だ
っ
た
。

不
安
の
理
由
（
複
数
回
答
）
の
最
多

社
会
保
障
・
蝿
蝿
麟
蝿
鏡
肛
舳

まったく感じて無回答

田
・
８
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

【
田
所
柳
子
］

（
毎
日
新
聞
叫
・
６
．
打
朝
刊
）

は
「
年
金
、
介
護
、
医
療
な
ど
社
会
保

険
給
付
の
減
少
」
（
祀
・
２
％
）
で
、
次

に
「
自
分
の
健
康
」
（
ね
・
７
％
）
だ
っ

た
。

高齢期の生活に不安を

感じているか(数字は％）

１
１
１
１
１
１
１
１
１
「
Ｉ
「

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
■
賛
助
会
員

一
一
一
・
．
．
．

；
ご
入
会
の
お
願
い
…
一

一
一

一人口問題は三十一世紀の人類生存を左右する地球上の最も箪要な課題となっ》
、
》

》
て
い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ー

ー
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
一

一
人
口
の
増
加
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
一

一
世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
入
類
生
存
の
カ
ギ
を
艫
っ
て
い
る
’
一

一
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

》いま、世界各地で叫ばれている〃環境問題〃も、人口の増加が大きな根本原因一
一
な
の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
一

一
孫
な
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
一

一
多
く
の
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
一
上
放
置
で
き
な
い
ギ
ー

ー
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
一

一
困
に
悩
む
地
域
と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
一

一
や
福
祉
費
の
増
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
一

一
い
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
。

『
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
一

一
に
解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
，
日
夜
‐
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
一

一
何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
一

一お願いいたします。
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ReporlontheBasicSu]rvevofPopulationandDeve]opment

inSoutheastAsianCountrieｓ

－ｍｄｉａ－

昭和58年度

Ｌ中華人民共和国人口・家族計画基礎調査報告書

BasicSurveryonPopula[ionandFamiIyPIanninginlhe

PeopIe'sRepublicofChma（英語版）

生育率和生活水平矢系中日合作凋査研究鍛告お

（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調査報告番

ＢａｓｉｃＳｕｗｅｙ(ⅡlonPopulationandFamilvPlanningmU1e

PeopleisRepublicofChina

生育率和生活水平夫系第二次中日合作凋査研究根告名

（中国語版）

4．ネパール王国人口,家族計画基礎調査

BasicSurveyReportonPopulalionandFamilyPlanningin

theKingdomofNepaI（英語版）
昭和59年度

１．アジア諸国の磯村人口と農業開発に関する調査報告諜

一インド|Zil-

ReporIonlheSurveyofRumlPopulaIionandAgricultural

DevelopmentinAsianCDumries

-India-（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

6．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査

一データ編一

SuweyofUrbanization,LivingEnvironmentandWe]falEin

Ban獣oｋ－Ｄａｔａ－（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告

一タイ国一

ReporIonIheBasicSurvevofPopulalionandDevelopmenI

inSou【heaslAsianCountries

-Tb臼iｌｆｍｄ－

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulationinJapan（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

3．日本の人口転換と磯村開発

DemograPhicTransitioninJapanandRuralDevelopmenl

（英語版）

４．SuIvevofFertilityandLivingStandardsinChineseRural学

ArCas-Data-AllthebouseholdsoItwovillageSinJilin

Provillcesurvevedbyquestiolmailes（英語版）

失干中国衣村的人口生育率与生活水平的凋査報告

一対干吉林省閥｢十村遊行全戸面談ﾘｮ査的靖果－

－銃ｉ＋編＝（中国語版）

昭和61年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告響

一インドネシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationandAgricultural

DevelopmentinAsianCountries

-IndoneSia-（英語版）

5．スライド日本の農業、農村開発と人口

_その軌跡一（日本語版）

Agricultura]＆Rural、eveIopmentandPopulaKioninJapa、

（英語版）

日本衣1k衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PelkembanganPemmianMasyarakatDesaDanKepeL

dudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは.日本産業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しました｡）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一インドネシア国一

ReportonlheBasicSurveyofPopula1ionandDevelopment

inSoutheastAsianCountries

-Indonesia-（英語版）

3．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

４．日本の労働力人口と開発

LaborFbrceandDevelopmeminJapan（英語版）
昭和60年度

1．アジア諸国の農村人口と磯業開発に閲する調査報告諜

一タイ国一

ReporlontheSurveyofRuralPopulationandAgricultural

DevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英語版）

5．人口と開発関連統計集

DemographicandSocio-EconomiclndicatolsonPopulation

andDevelopment（英語版）

６．スライドロ本の産業発展と人口

_その原動力・電気一（日本語版）

IndusmalDevelopmentandPopulationinjapaIl

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一インド国一
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－TheprimeMover-Electricity-（英語版）

日本的芹並友展与人口

一共原劫カー曳気一（中国語版）

PembangunanIndusllidankependudukandi」epang

-PenggerakUKama-TengaLisＩｒｉｋ－

（インドネシア語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－１|]華人民共和国一

ReportontheBasicSuIPvevofPopulationandDevelopmenl

irlSoutheaslAsianCountries

-China-（英語版）

3．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一タイ国一 ７．ネパール王国人口・家族計画第二次基礎調査

ComplementaryBasicSurveyReportonPopulationand

FamiIvPlalminginthekingdomofNepal4．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilyinJapan（英語版）

昭和62年度

1．アジア諸国の農村人ロと鴎業朋発に関する調査報告書

一中華人民共和国一

ReportontheSurvevofRuralPopulationandAgricultulal

DevelopmentinAsial1Coumries

-China-（英語版）

5．アジアの人口転換と開発一統計集一

DemographicTransitionandDevelopmentinA＆ianCoumries

-OverviewandStalisticalTables-

（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（ロ本語版）

FamilyandPopulationinJapan-AsianExperience-

（英語版）

日本的人口句家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一中華人民共和国一

RepolontheBasicSurvevofPopulationmdDevelopmenl

inSoutbeasIAsianCouIlms

-China-（英語版）

7．ペルー共和国人口家族計画基礎調査

3．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一フィリピン画一
平成元年度

4．日本の人口と農業開発

PopulationandAgriculIuralDevelopmentiIIJapan

（英語版）

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一バングラデシュ国一

ReportontlleSurveyofRura]PopulalionandAgdcullural

Development-Banglade$h－（英語版）

5．ネパールの人口・開発・環境

Population,DevelopmentandEnYimnmenIinNepal

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告許

一ネパール国一

ReportonKheBasicSurveyofPopulmionandDevelopmenI

mSoutbea5tAsianCountries

-NepaI-（英語版）

６．スライド

日本の人口移動と経済発展（日本語版）

TheMigratoIyMovememandEconomicDevelopmentill

Japan（英語版）

日本的人口移劫与経済友展（中国語版）

PerpindahanPmdudukDanPerkembanganEkonomiDi

Jepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告謝

一マレーシア国一

４．日本の人口構造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

SmlcIuralChangeinPopulationandDevelopmenl

-JapanjsExperiencemAgmg-（英語版）

７．トルコ国人ロ家族計画蕊礎調査

昭和63年度

1・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一ネパール国一

ReportontheSurvevoIRuralPopulalionandAgricultural

DeveloPmentinAsianCoumri曙

一Nepal-（英語版）

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（日本語版）

AginginJapan-ChallengesandProspecls-

（英語版）

辺人高齢化社会的日本正面|腐挑蛾一追求具生命意又

的老年生涯一（中国語版）

TantanganMasyarakaILanjulusiaJepang

（インドネシア語版）
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（本作品は，1990年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmemandPopulationinJapan

-TrendsandPmspeclsinthel990s-（英語版） ６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

SIraIegicMeasureslOrtheAgriculturalDeveIopment

-ComparativeStrudiesonFiveAsianCountries-(英語

版）

５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmenlandPopulationinjapan（英語版）

ロ本的区域汗友和人口（中国語版）

PermbalTgunanDaeTahdanPopulasidiJepang

（インドネシア版）

平成２年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告書

一フィリピン国一

ReportontheSurvevofRumlPopuIalionandAgricultural

DeveIopment-PhilippiIIes-（英語版）

6．アジアの労働力移動

LaborMigmIioninAsja（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一バングラデシュ国一

ReportonllleBasicSurvevofPopuIationandDevelopmentジ

inSoutIleastAsianCountries

-Bangladesh-（英語版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告響

一マレーシア国一

ReportontheSurveVoIRumlPopulationandAgricultural

Developmem-Malaysia-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告蓄

一インドネシア国－２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告祷

一ベトナム国一

ReportoI11heBasicSuweyofPopulalioI1imdDevelopment

iI1SoLItheastAsianCountries

-VietNam-（英語版）

４．日本の人口・開発・環境一アジアの経験一

Population，DeveIopmentandEnvironmenlinJapal1

-AsianExperience-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一スリランカ国一

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

Environment,Popula1ionandDeveloplnen[ｉｎJapan（英

語版）

日本的坏境・人1コ・升友（'|､国語版）

Lmgkungan・PendudukdanPeInbangunanJepang（イン

ドネシア語版）

（本作品は、1991年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

４．アジアの産業転換と人口

II1duslrialTrangitiol]andPopulalioninAsia

（英語版）

５．スライド・ビデオ

明日に生きる－日本の産業転換と人口一(Ｈ本譜版）

LivingIorTomorrow－IndustriaITmnsitionaIldPopula-

tioninJapan-（英語版）

生活在明天一日本的j壁'ＩＩＬ耗換々人口一（中国語版）

HidupUntukHariEsok-PemlihanStruklurlndusm

DanPopulasiDiJepa､９－（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

PmspeclsofUrbanizationinAsia（英語版）

平成３年度

1．アジア諸国の農村人口と臘業開発に関する調査報告謹

一スリランカ国一

ReportonIheSurveyRuralPopuIationandAgriculIural

DevelopmeI1ｔ－ＳｒｉＬ上Inka-（英語版）

平成５年度

1．アジア諸国の農村人、と農業開発に関する報沓醤

一ベトナムlnl-

ReportontheSurvevo｢RuraIPopulationandAgriculluraI

Development-VielNam-（英語版） ２．東南アジア諸国等人口・開発継礎調査報告響

一フィリピン国一

ReportonlheBa5icSurvevofPopulationandDeveloplllenl

inSoutheaslAsianCountries

-PhiIippines-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口，開発蕊礎調査報告書

一スリランカ－

RepoTtontheBasicSurveyofPopulalionandDevelopmenK

inSoulheastAsianCoumries

-SriLanka-（英語版） 3．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告苔

－１７華人民共和国一
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３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一フィリピン国一

AsialuCountries-Nepal-（英語版）

3．アジア諸国の人間資源開発と労lmh力に関する調査研究

報告謡一インド国一 ４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandSIrategyofAsianNations

-POpulatiomandSuslainableDeveIopment-

（英語版）

４．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EmpowemlenIofWomeminAsia（英語版）

５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女･性の地位向上と日本の人ロー

（日本誇版）

WomenandlheirChallenge田－Improvemenlsinthe

StatusofWomenthePopulationolJapan-

（英語版）

女性的挑故一女性地位的提高専n本的人口一

ＯＩＩ国語版）

TantanganKaumWanita--EmansipasiWanitadan

Popu1asiJepang-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

アジアを拓け－女性たち-（１１本語版）

ABrightofGenderEquality-EmpoweImenlofWolneI1

inAsia-（英語版）

通往巨強之路一今日Ⅱ洲女性一（中国語版）

HarpanCerahbagiPeIFsamaan-KaumWanilaAsian

MerambahJa1an-（インドネシア語版）

平成８年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

群一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSurveyollAgricultumlandRuralDe-

velopmentbyProgressSIageinAsianCountries

-LaoPeople'sDemocraticRepublic-（英語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階MII農業・農村開発基礎調査報告

鱒一インド国一

ReporIontheBasicSurveSronAgriculluralandRuralDe‐

velopmentbyPmgp｢essStageinAsianCountTies

-India－（英語版）

2．アジア諸国の都市化と開発調査報告欝

一フィリピン国一

ReportontheSurveyofUrbanizaIionandDevelopmenlin

AsianCountries-PhiIippines-（英語版） ２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ国一

ReportontheSuweVofUrbanizationandDevelopmentin

AsianCountries-Thailand-（英語版）３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ラオス国一

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報喬書一ベトナム同一４．２]世紀の人口・食澗戦略一アジアと世界一

PopulatioxlandlJbodStrategyfbr21slcenturv

-AsiaandWorld-（英語版） ４．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women'sLaborParlicipalionandEconomicDevelopmentiI1

Asia-Strategytoward21Cenlury-（英語版）

５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

ChallengeandDecisionfOrtheYear2025

-PopulationIncreaseandFooｄｉｎＡｓｉａ－（英語版）

向着2025年的央断一iHZ洲的人口増｣ｉｔ和粗食一

（中国語版）

TekadUntukTallun2025-PertambahaIlPopulasidan

PangandiAsia-（インドネシア語版）

５．スライド・ピデオ

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfOrlheWomanofAsia（英語版）

並洲如女的新厨程（中国語版）

WanitaAsiaKiI1i……（インドネシア語版）

平成７年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一パキスタン国一

ReportontheBasicSurveyollAgriculturaｌａｎｄＲｕｍｌＤｅ－

ｖｅｌｏｐｍｅｍｂｙＰｍｇｒｅｓｓＳtageinAsianCounlries

-Pakislan-（英語版）

平成９年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReportonlheBasicSurveyonAgriculIuralandRural

DevelopmembyPmgYPessStageinAsianCoul1lries

-LaoPeopleosDemocraticRepubIic-

2．アジア諸国の都市化と開発基礎調査報告啓

一ネパール国一

ReporlollIheSurveyofUrbanizationandDevelopmentin

２．アジアの社会開発と人間開発

SocialDevelopmentamdHumanDevelopInenIinAsia
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３．アジア諸国の職業安定制度と藤用政策に関する調査研

究報告書一バングラデシュ人民共和国一

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に閲する調査研究

報告譜一マレーシア国一

４．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人口を焦点として－

WaIe「CTisisintheTwentyFirslCemurv

-ProspectofAsianPopulalionandDevelopmenl-

平成12年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

晋一ミャンマー連邦一

ReportontheBasicSurveyonA錘icuIluralandRuralDe‐

velopmentbyProgressStageinAsianCountries

-Myanmar-

５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水資源一

WalerisAlive-PopulationandWaterResou｢ces

（英語版）

水是有生命的人口々水腐源一（中国語版）

Airitul-Iidup-PendukdanSumderAir-（インドネ

シア語版）

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告鶴

一タイ国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｌｈｅＳｕｗｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｃａlthinAsian

Coumnes-Thailand-

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告譜一カンボジア国一
平成10年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

醤一カンボジア国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRuralDe-

velopmembyPrCgressStageinAsianCounlTies

-Cambodia-

平成13年度

１．人口問題を基礎とした農業・膿村開発調査報告書

一カザフスタン国一

ReporlonSurveyofAgriculturalandRuraIDevelopmemt

basedonPopu】ationissues

-TheRepubIicofKazakhslan

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

大韓民国一

ＲｅｐｏｒｌｏｍｌｈｅＳｕｒｖｅｖｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａlthinAsian

Countries-TheRepubliｃｏＩＫｏｒｅａ－２．アジア諸脚の都市化と州発調査報告書

マレーシアlnJ-

ReportontheSurveyofUrbanizaKionandDevelopmentin

AsianCountries-Malavsia＝

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告醤一イラン国一

3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一インド国一

4．発展の制約－１１１国・インドを中心に－

COllstrainsonDevelopmem－Ｆ(〕cusonChinaandlndia

５．スライド・ビデオ

地球からの警告一アジア．水と食料の未来一

AWamingfromtheEarth-TheFutuにｏｆAsia,Ｗａｌｅｒ

ａｎｄＦＯｏｄ｛英語版）

来日地球的讐梼・亜洲．水和糀食的未来一（中国

語版）

PeringatandariBumi-MasaDepanAsia-AirdanPan-

gan-（インドネシア語版）

平成14年度

１．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告書

一ウズベキスタン国一

ReportonSurveyofAgriculluralalldRuralDeveloplnent

basedonPopulationlssues-TheRepublicofUzbekis‐

ｔａｎ－（英語版）

2．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一ベトナム同一（ロ本譜版）
平成11年度

1．アジア諸国の整展段階別農業･農村開発銭礎識査報告丼

一モンゴル脚呵刀央県､セレンゲ県を'1i心として

RoportontbeBasicSurveyonAgriculIura］andRural

DeveIoplnenlbyProgrＣｓｓＳＩａｇｅｉｎＡｓｉａｎＣｏｕｍ【ies

…MoI1golia-F(】cufmnTovandSelengeAimang-

平成15年度

1一人口問題を基礎とした農業・磯村6M発調査機告護

一パキスタン国一

ReportonSuJvcyofAgriculul鰯lamdRuralDevelopmenl

basedonPopulationlssues≦－PakisIaIl-（英語版）

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一中国一上海を中心に

ReporIoIlｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｌｌｄＨｅａｌｔｈｉｎＡsian

Couulllies-China-FocusonSllanghai-

２．アジア諸国の雇用政策と国際的な労働力移助に関する

調査研究報告響一ミャンマー連邦一（日本語版）

5３



会議に対する各国政府代表を中心とする国会議員が参

加した｡）

9．ＦＡＯ／UNFPAおよびポートン・ズアユグエン・デイ・

タン箸、『リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：

資料』1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国連食料農

業機関(FAO)が国連人口基金との共同研究された、「人

口増力Ⅱと土壌劣化」に関する論文の日本語版および、

1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た。人口と食料安全保障に関するAFPPD（人口と開発

に関するアジア議員フォーラム）特別運営委員会で．

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・デイ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ボー

トン・ズアン博士の共著論文の日本語版の台本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された,）

１．『国運人ロ開発会騒における注釈のついた概要』､Inler-

nationalConfCrenceonPopulationandDevelopmemAn-

noIatedoutIineofthefinaldocumenloItheconfelence,Not-

edbytheSecretalyGeneralの和文｡国際人ロ開発会議行

動計画の作成過程で、その最終準備会議開催に向けて

用意された行動計画案である。この『概要』に基づき、

国際人口開発会議行動計画が形成された。行動計画採

択以前に堆備されたこの和訳は行動計画採択に際し日

本からの働きかけを行う上で大きく寄与した。

２．『国際人ロ開発会臓行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人口開発会議（ICPD）の

行動計画の要旨｡同文書関連の出版物としては本邦初｡）

10．『国際食料安全保障・人口・開発議員会繊(IMPFSPD）

議事録』1997年（和文）

（内容：食料農業機関（FAO）主催の世界食料サミッ

ト（WFS）にあわせ、1996年11月にスイス・ジュネー

ブで開催された『国際食料安全保障,人口・開発議員

会議」の議事録。同会議の成果は、世界食料サミット

で公式に配布され､またＷＴＯルジェーロ事務局長にも

桜井新・会議議長から手渡された｡）

３．『国際人ロ開発職員会騒（lCPPD）議事録』1995年（和

文）

（内容：1994年カイロで国際人口開発会議（ICPD）に

先駆けて開催された国会議員会議である国際人口開発

議員会議の議事録。同会議には117カ国約300名の国会

識員が参加した｡会議宣言文はICPD総会でも発表され

た。また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地

域の図会議員フォーラムが準備された｡）

４．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が国の人口分野への貢献も併載・）

11．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：国連人ロ基金出版物FoodfOrtheFutureのロ本

譜版。人口増加の抑制と食料確保を行うために、女性

の参加が不可欠であることをさまざまな具体例から解

きほぐしている｡）

５．『国際人ロ・社会開発蟻員会繊(lMPPSD)醗事録』1996

年（和文）

（内容：世｝iL社会開発サミット(WSSD)にあわせ､1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

口と社会開発に閲する国会議員会議議事録｡）

12．国連食趨農業機構(FAO）『リソース・シリーズ４世

界食料サミット1996年世界食料安全保障のためのロー

マ宣言および世界食料サミット行動計画』1997年（和

文）

（内容：世界食料･サミットのローマ宣言と行動計画の

本邦初の翻訳であり、多分野から同文書の日本静訳の

決定版としてi闘い評価を受けた｡）

６．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国運人ロ会識２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』1996年(和文）

（内容：国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人口開発会議まですべて

の国連主催の人口会議に参加し、人口分野における世

界的大家である著者が､その推移を概観し､分析した｡）

リソース・シリーズとして銘打った記念すべき第１号。

13．『リソース・シリーズ５FiveYearsfrcmlCPPD-国際

人ロ開発蟻員会議から５年一人ロと開発に関する国会

職員会謹宣貴文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口開発会議から５年目を迎え、

この機会に人口と開発に関する鬮際議員会議．地域議

貝会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための資

料とした｡）

７．ToshioKurodaoResourceSeries20`FromBucharest

toCairo-2DYearsofUnitedNationsPopulationCon-

ferences-''’1996年（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

14．『リソース・シリーズ６PopulationPoIicyinAsia』

1998年（英文）

（内容：当財団が主催するｒ人口と開発に関するアジ

ア国会議員会議」で呼びかけをおこない、各国の人口

政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。各

国の政策に責任を持つ国会議員が関与している点で、

類例を見ない｡）

８．『国際女性・人ロ・開発議員会繊（IMPGPD）鱗事録』

1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ､１９９５

年９月に東京で開催された国際女性・人口・開発議員

会議(IMPGPD）の議事録。1司会識には第４回世界女性
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15．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールド・ウォッチ研究所から刊行されたSandra

Pos1eI薯､WorldwalchPaperl32,DividinglheWaters:Food

Securitv･ＥＣ〔)systemHeallh,andthGNewPolilicsofScar-

cityの邦訳｡今後人類社会に大きな制約を与えるのが、

淡水資源の不足である。増え続ける人口を支えるため

の農業生産もまた淡水資源の逼迫によって大きく制約

を受けると考えられている。地球は水の惑星といわれ

るが飲料や農業用に安定して使用できる水の総量は地

球上の水の0.000008％に過ぎなv､。この水の総鐘は、

有史以来変わっておらず、人ロが増加する分だけ、一

人当たり使用できる水の丘はどんどん減少しているの

が現実だが、このことが十分に認識されていない。人

ｉ－１噌加を支えている地球の限界が目の前に迫っている

ことに警告を発している｡）（日本語版版権取得）

場でも発表された。

19．『リソース・シリーズ９第２１回厨運特別総会特別委員

会報告書「付録」－国連人ロ開発会議行動叶画のさら

なる実施に向けた主な行動一』1999年

1999年６月30日～７月２mにかけて、ニューヨークの

国連本部で開催された「国際人口'1M発会議から５年を

経過したその評価のためのに1連人口特別総会報告響」

１１本語版。同会議では、国際人ｍｌｌＩ１発会議（ICPD）か

ら５年を経て、その進捗を妨げる障害､ＡＩＤＳなどの予

想以上の蔓延など、時代の変化をとり入れ、行動計画

を実施する上で必要となる指標や障害を解消するた釣

の具体的行動などを国連加盟脚が圃連総会の場で協議

し確認した。

20．『人ロと開発に関するアジア鱗員フォーラム第６回大会

議事録』2000年

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人口と開発に関する議員フォーラム（AFPPD)」が３

年に一度洲催する大会の議事録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人口

と開発に関する地域議員活動として、アジアのみなら

ず、世界レベルでも人口と開発に閲する国会議員活勅

の指導的な役割を担っている。その提唱者であり、僧１１

設者の佐藤隆・元農水大臣と、桜井新・現議長の出身

地である新潟県で開催されたＡｒPPD大会の報侍書(}１

本譜版)。同大会では1000年期最後の大会として．２０００

年期に向けたアジア・太平洋地域の人口・Ｉ)Ⅱ発問題に

間する国会議員の活動方針を協議し，その成果は「新

潟宣言」にまとめられた。

16．国運人口基金『人類のための環境』1998年（和文）

（内容：lZil連人口避金出版物EIwiroImlemforPeopleの

Ｈ本譜版。人口問題、環境問題，開発問題を効率的か

つ実質的に解決するためには､その3つの領域の間に架

け橋を架け、相関iM係を重視することが必要であると

の視点に立って、主に環境と人口の間に横たわる様々

な問題を例に、解決のために必要な視点．方法、手段

を探っている｡）

17．『リソース．シリーズＢ“Parliamentarians，Activities

onpopulationandDevelopment-HistoryofPa肝

liamentarians,ActivitiesandltosFindings-国』1999年，

（英文、－部スペイン語）

1999年２ル､－グの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人ｕ開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(IFP)」のために準備された出版物である。この出

版物の[Ｉｊには1994年の国際人に1開発会議以降の人にＩと

開発に関するアジア議員フォーラム（AFPPD）をはじ

めとし､アメリカ地域人口・開発国会議員グループqAPG)・

アフリカ．アラブ地域人口開発議員フォーラム(FAAP‐

ＰＤ)、ヨーロッパ地域の国会議員活動の成果である寅言

文と．各瀧連の活動史をまとめたものである。地域の

枠を超えて人、と開整に関する国会議員活動の成果が

一覧にまとめられたﾕ'１Fはかってなく、国会議員活動の

地球鵠模での広がりをも象徴している。

21．『リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000』2000年

ＩＰＰＦ(国際家族計画連蝿)が作成した"IPPF／iwaraw・

reproductiverighls20000↑ウォールチャートのＵ本謡版・

世界各１卸のリブロダクテイプ・ヘルスやライツに関連

する政策の現状や進捗状況を－覚にしたものである。

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

別・あいうえお順に編集を加え．読者の便を図ってい

る，また、各国の1劃名表記は外務省の表記に飛拠した

正規名称を同いている。

22．国運人ロ基金『女性のエンパワーメントに向けて』2000

年

ＵＮＦＰＡのＷｏ｢kingtoEmp()werWOmen,lINFPA1sExpe-

TienceinlmplemcmingtheBeijingPlaIIt)rmofActionのロ

本譜版．“女性のエンパワーメント"は国際人１ｺ開発会

議（ICPD）行動計画において人口問題の解決を巣たず

上での敢要なカギとなる概念として位世付けられた。

また、’１１国北京で開催された第４１．世界女･性会議では

中心的な概念となった。第４回世界女Wk会議から５年

を踏まえ､人口､女性問題に共通する女WlHのエンパワー

メン卜を中心に､ICPD行動計画ならびに女性会議の行

動綱領実施と関連するUNFPAの活動を具体的に紹介し

ている。

1ａ『国際人ロ開発会織評価のための国会議員フォーラム(IFP）

報告番』1999年

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人口開発会議評価のための国会議員フォー

ラム（IFP)」の報告書である．'百I会議には103カ国から

およそ210名の国会議員が参加した｡同会議では|訓漂人

口開発会議から５年間の進捗状況とその進展を阻む障

害について熱心な討議が行われ、人口と持続可能な開

発を一貫した視点で扱う平を強く求めた「周際人口1冊

発会識評価のための国会議員フォーラム・ハーグ宣言」

が採択された。この内容は会議事務総長を務めた桜井

新AFPPD議長の手によって､ハーグの[121際フォーラム

ならびに３月にニューヨークで開催された準備会議の23．リソース・シリーズ１『国連人口会殿20年の軌跡一ブ
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括的に扱ったものである。 カレストからカイロヘー』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ１を復刻

した。

24．リソース・シリーズ７『欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ７を復刻

した．

25．国運人ロ基金『人ロ問題プリーフイングキット2000年

度版』2001年

UNFPA､mPopulaIionlssuesBrieflIIgKit2000I'の翻訳｡人

口問題は"数,,の問題ではなく、生活をしている“人々”

のilll題であるという視点から、現在の人ロ分野におけ

る様々な課題とその問題への取り組みを概観したもの

で、カイロの行動計画実施の意味を説明している。

26．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキット2001年

度版』2002年

UNFPAJiPopulationlssuesBriefingKiI2001(の翻訳｡20()0

年に国連木部で開催されたミレニアムサミットで挟択

されたミレニアム開発目標の中に人口問題を位置付け．

新たなUNFPAの人口聞題への取り組みを示し､人口分

野における様々な課題とその問題の現状と取り組みを

概観した。

27．『人ロ問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来一』

ＡPDA`１１立20周年を記念して開催された公開フォーラム

の議事録。この公開フォーラムでは、日本が世界に誇

る各分野の権威者から、宇宙物理学、生物学の視点か

ら生命倫理の視点まで様々な視点から人口問題を概観

してもらい、なぜ人口問題が人類の将来にとって決定

的に砿要なのかを論じた。私達が生きるこの世界にお

ける人口問題の意味を様々な視点から論じた類書はほ

とんどなく．好評をもって迎えられた。

２８．１１Populationlssues-TheConditicnsofHumanSurviv-

alandfutureofourSocietyi,

リソースNn27『人口問題を考える一人類生存の条件と

人類社会の未来一』の英語版。

29.0,AQuarterIy2003onPopulationandDevelopment

（英語版）

2003年度に４半期ごとに刊行されたＯＤＡクォータリー

の倉|]刊号から４号までを英訳したもの.ＯＤＡクォータ

リーは全国会議員に対して人口と開発問題に対するＨ

本国からの拠出の亜要性を訴えかけるために作成され

たもので、財Ｍ１法人家族計画国際協力財団（JOICFP）

とUNFPA東京事務所との協力で発行されている。

3D．「地球の人口と水J

UNIFPAの刊行物であるGlobalPopulationandWaIerの

｜]本語版。同書は2003年３月に京都・大阪・滋賀で開

催された第３ｎ１Ｕ:liL水フォーラムにおける議論に資す

るために作成されたもので．食料生産．安全な水供給、

公衆衛生などの(Ⅱ'1面から水と人、問題とかかわりを包
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一曰誌一ＡＰＤＡ
４
月
６
日
「
広
瀬
次
雄
（
前
常
務
理
事
・
事
務
局
長
）
さ
ん
ご
苦
労
様
会
」
開
催

（
呼
び
か
け
人
、
黒
田
俊
夫
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
他
）
。

４
月
７
日
池
上
清
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
長
来
所
。
尾
崎
美
千
生
常

務
理
事
・
事
務
局
長
ら
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
と
業
務
打
ち
合
わ
せ
。

４
月
過
日
中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
と
尾
崎
美
千
生
常
務
理
事
・
事
務

局
長
が
平
成
肥
年
度
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
業
・
会
議
な
ど
に
つ
い
て
協

議
。
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
研
究

員
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
同
席
。

５

１月
１７１４

日日

５
月
Ⅳ
日
農
林
水
産
省
研
究
会
に
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、

竹
本
将
規
研
究
員
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
参
加
。
平

５
月
泌
日
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
事
務
局

長
来
日
記
者
会
見
。
尾
崎
美
千
生
常
務
理
事
・
事
務
局
長
と
竹

本
将
規
研
究
員
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
参
加
。

５
月
沁
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
合
同
部
会
開
催
。
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ

イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
が
、
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
・

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
、
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
、
清
水
嘉
与

子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
副
理
事
長
と
会
談
。

清
水
要
吉
・
公
認
会
計
士
に
よ
る
平
成
焔
年
度
の
会
計
監
査
。

広
瀬
次
雄
顧
問
、
尾
崎
美
千
生
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
大
沢

春
美
財
務
・
経
理
課
長
ら
が
立
ち
会
う
。

竹
本
将
規
研
究
員
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
、

成
略
年
度
委
託
調
査
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

５
月
躯
日

６
月
３
日
来
日
中
の
バ
ダ
ウ
ィ
・
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
を
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
会
長
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
、
鹿
野
道
彦
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
代
行
・

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
、
清
水
嘉
与
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
・
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
副
理
事
長
が
表
敬
。
尾
崎
美
千
生
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事

務
局
長
と
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
が
同
行
。

６
月
９
日
緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
の
記
者
会
見
に
尾
崎
美
千
生
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
と
木
村
亮
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ

サ
ー
が
参
加
。

６
月
、
日
竹
本
将
規
研
究
員
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
国
連
資
料

検
索
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
。

６
月
泌
日
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
研
究
員
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
イ
サ
ー
が
一
雁
用
能
力
・
開
発
機
構
委
託
調
査
の

た
め
、
国
士
舘
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
。
調
査
に
つ

い
て
梅
澤
隆
国
士
舘
大
教
授
、
許
海
珠
同
教
授
と
打
ち
合
わ
せ
。

６

１月
３０２９

日日

平
成
焔
年
度
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
、
評
議
員
会
を
キ
ャ
ピ
タ
ル
東

急
で
開
催
。

⑪
平
成
旧
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

②
理
事
・
評
議
員
の
退
任
及
び
就
任
を
承
認
・
議
決

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
女
性
大
臣
・
議
員
会
議
に
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

議
長
、
川
橋
幸
子
参
議
院
議
員
、
尾
崎
美
千
生
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務

理
事
・
事
務
局
長
が
参
加
。
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
開

会
挨
拶
、
川
橋
幸
子
参
議
院
議
員
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
日
本
の
経
験
を
発
表
。
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◇
こ
と
し
の
「
日
本
人
ロ
学
会
」
は
６
月
ｕ
、
Ｅ
の
両
日
、
東
京
大
学
の
山

上
会
館
で
開
か
れ
た
。
ホ
ス
ト
校
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
佐
々
木
毅
・
東

大
学
長
は
、
「
わ
が
校
は
こ
れ
ま
で
こ
の
分
野
（
人
口
学
）
に
は
、
あ
ま
り

ご
縁
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
…
…
」
と
謙
遜
調
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

品
回
に
及
ぶ
同
学
会
が
東
大
で
開
か
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

欧
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
て
本
邦
で
「
人
口
学
」
が
振
る
わ
な
い
の
は
、

「
東
大
の
せ
い
」
と
い
う
見
方
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

◇
人
口
と
食
料
の
伸
び
率
の
差
に
着
目
し
て
、
人
類
は
や
が
て
大
飢
鰹
に
見

舞
わ
れ
る
と
予
言
し
た
「
人
口
学
の
始
祖
」
マ
ル
サ
ス
に
対
し
て
、
共
産

主
義
の
理
論
的
支
柱
・
マ
ル
ク
ス
は
「
人
口
問
題
は
資
本
主
義
の
矛
盾
の

中
に
発
生
す
る
」
と
の
所
説
を
掲
げ
て
対
立
、
延
々
た
る
論
争
を
導
き
出

し
た
。
戦
後
、
東
大
を
は
じ
め
わ
が
国
の
官
学
の
中
で
は
マ
ル
ク
ス
の
影

響
力
が
強
か
っ
た
の
で
、
マ
ル
サ
ス
研
究
か
ら
始
ま
っ
た
人
口
学
は
主
流

に
乗
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

◇
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
こ
と
し
は
「
女
性
の
反
乱
」
と
い
う
言
葉
も
飛
び
交

い
あ
の
華
々
し
い
論
争
の
舞
台
と
な
っ
た
カ
イ
ロ
会
議
（
国
際
人
口
開

発
会
議
）
か
ら
、
ｎ
年
目
。
し
か
し
、
人
口
学
会
開
催
の
前
日
、
突
如
新

聞
が
報
じ
た
「
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
二
人
の
女
性
の
生
涯
出
生

数
）
１
．
２
９
」
シ
ョ
ッ
ク
の
舞
台
効
果
も
手
伝
っ
て
、
論
議
は
わ
が
国

に
お
け
る
少
子
高
齢
化
問
題
に
焦
点
を
奪
わ
れ
た
格
好
。

◇
い
ま
世
界
の
人
口
問
題
は
、
開
発
途
上
国
で
依
然
衰
え
な
い
人
口
増
加
と
、

わ
が
国
を
含
め
た
先
進
国
ば
か
り
で
な
く
、
途
上
国
に
も
押
し
寄
せ
て
き

た
高
齢
化
と
い
う
「
前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
」
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
今

後
印
年
の
う
ち
に
あ
と
釦
億
人
は
増
え
る
と
い
う
「
宇
宙
船
地
球
号
の
乗

組
員
」
と
し
て
の
立
場
と
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
構
成
を
逆
立
ち
さ
せ
る
「
逆

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
の
世
界
に
ど
う
対
応
す
る
か
、
マ
ル
サ
ス
も
マ
ル
ク
ス
も

動
員
し
て
人
類
の
知
恵
を
絞
る
べ
き
時
代
に
遭
遇
し
て
い
る
こ
と
に
違
い

は
な
い
。

（
Ｍ
・
Ｏ
）

淵

表紙の写真説明
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壊れた水路が僕らのプール

Ｍｉ蕊灘
Ｉにはアフガニスタンからの難民が

｜押し寄せ､新たな社会問題になっ

ｉている｡政府は世銀･l1vTが取り組
｜む貧困撲滅のための路線に沿って、

教育や保健衛生に力を注いでいる

が、一方で農業への設備投資が減

少している。その結果、灌概設備が老

朽化するなど、農業生産面に悪影響が

出始めている。

その老朽化した農水路で無邪気には

しゃぐ子供たち。彼らにキラキラとし

た未来が訪れるために、どのような国

際協力が求められるだろうか。日本の

役割も正念場である。
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ＭｚＭＡｸﾞﾙｰﾌﾟ
みんな｢農｣でつながっている。

毎日何気なく食べているいつものごはん。普段あまり気にすることはないけれども、

その向こう側はみんな「震」につながっています。

ＪＡグループは、いつも安全・安心な食料供給と

農業と社会のいい関係を目指してさまざまな取り組みを行っています。

｢農｣と｢共生｣の世紀づくり
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」新しい ドラマ、はじめます。
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